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周年を迎えて

岡山大学長 吾二乗 葎予:三

吉備の国は、文化財の豊富なところです。造山古墳、鬼ノ城、吉備津神社、後楽園などは全国的

にもよく知られていますが、そうした著名な遺跡も孤立してのこされているわけではありません。一つ

の文化財のまわりに1よ、その他の類似文化財や前後の時代につらなる関連遺跡がたくさんあるわけ

で、豊富な資料をつきあわせ、つなぎ合わせてようやく個々の文化財の歴史的な意味あいが判明す

るといわれます。

本学の校地にも、埋蔵文化財がのこされています。津島地区の津島岡大遺跡では縄文時代の集

落や弥生時代の水田遺構がひろく見られ、鹿田地区には藤原摂関家の「鹿田庄」に関連するらし

い遺跡が含まれています。岡山平野の中心市地域にあることから、往時の生活跡がたくさん重なっ

ているわけでしょう。

さて、岡山大学では岡山県のみならず中四国における中核的な総合大学の一つとしてさまざまな

分野の研究を発展させ、多彩な教育を展開しているところです。こうした教育研究活動の推進のた

めには、どうしても新しい施設等の充実が不可欠な課題となります。現代の建設事業と過去の文化

財の保護はややもすれば対立的に考えられがちですが、本学では早く昭和62年 に岡山大学埋蔵

文化財調査枡究センターを設置し、文化財保護法の趣旨に基づいて本学構内における建設事業と

埋蔵文化財の保護との両立を目指してきました。

本センターは、昨年11月 26日に20周 年を迎えました。この20年間、構内遺跡の発掘調査を多数実

施するとともに、その成果を構内遺跡発掘調査報告としてつぎつぎに刊行し、その使命を十分果た

してきました。法人化後、本学は新しい国立大学像の実現に向けて歩みつつありますが、埋蔵文化

財調査研究センターも、これまでの実績を土台にし本学の教育研究事業の推進と文化財保護のた

めに新たな歴史をきざむことが期待されています。とりわけ開かれた大学を実現するため、文化財を

通して大学と市民との交流を進めることはセンターの重要な課題の一つであると思われます。

20周 年記念誌の刊行にあたり、これまでセンターの事業に尽力しあるいは支援された方々に深甚

の謝意を表するとともに、センターのますますの発展を祈念する次第です。



大学における文化財の調査と活用

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長  梶 原  憲 次

昨年6月 、本センターの20周 年記念事業として「自然と人間、地中に埋もれた命の対話 ―岡山大

学埋蔵文化財調査研究センター20周年発掘成果展―」を岡山市デジタルミュージアムとの共催で

開催しました。会場が岡山駅前という好条件もあり、多数の一般市民の方々が入場されました。あわ

せて開催した2回の講演会も満席となり、盛会のうちに展示・行事を終えることができたことに感謝申

し上げます。

本センターでは、岡山大学校地内の遺跡を発掘調査したあと、その成果を専門的な学術報告書

として刊行すると同時に、広く社会に向けて情報を発信するよう努めてきました。たとえば、毎年秋に

は「発掘成果展」を津島地区あるいは鹿田地区のいずれかで開催し、その折に市民の参加をつの

って周辺遺跡を訪ねたり、小。中学生を対象にした土器作りや石器作りなどをおこなう活動を早くか

ら実施してきました。また、センターの建物には、ささやかではありますが展示コーナーを設けています。

さらに、大学院社会文化科学研究科考古学研究分野との協力により文化科学系総合研究棟 1階に

設けられている岡山大学考古資料展示室においては、多くのセンター発掘調査資料により岡山平

野の歴史がたどられています。

従来、文化財といえば貴重な学術資料として保護を第1に考える姿勢が強かったのですが、多く

の市民が文化財にふれ歴史を考えてこそ、貴重な資料が生きるというものではないでしょうか。本学

には、旧陸軍第十七師団司令部衛兵所、旧岡山医科大学門衛所など国の登録有形文化財に登録

された施設ものこっています。文化財の公開と活用についてはまだまだなすべきことがあると思いま

すので、今後とも工夫を重ねていく所存です。

最後になりましたが、日頃から構内遺跡調査に関してご指導・ご支援を賜っている文化庁、岡山県

教育委員会、岡山市教育委員会その他本学内外の関係機関・各位にあらためてお礼申しあげます。
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1遺跡は歴史のあかし―遺跡・遺物と埋蔵文化財

1789年のフランス革命のあと、王や貴族たちが用いていた建物や豪華な調度品を、アンシアン・レジム(十日体制)

を象徴するものとして破壊しようとする動きがひろがりました。これに対し作家のヴイクトル・ユーゴーは、たとえ王

や貴族が使用したものであってもそれらは歴史の遺産であり人びと全体の財産なのだから、と叫んで破壊しない

よう訴えました。日本でも明治維新あと、文明開化がもてはやされるなかで、古い建物や昔からの器物を打ち壊し

たり売り払ったりする風潮が強まりました。旧薩摩藩士で明治政府の高官であった町田久成は、歴代所蔵されて

きた旧物を保護するよう政府に献策し、やがて太政官から古器旧物保存方の布告が出されることとなりました。

日本における近代的な意味での文化財保護の行政は、ここから始まるといわれています。

戦後の1949(昭和24)年、法隆寺金堂壁画の焼失がきっかけとなり、明治以来の文化財関係諸法を統合した

文化財保護法が成立しました。この法律は、考古学でいう遺物を埋蔵文化財と名付け、遺跡を埋蔵文化財包蔵

地と呼んで、はじめて考古資料を文化財の一種として法的な保護の対象としました。遺跡や遺物をなぜ別の呼

び方にするのかというと、この法律で保護するのは考古学の研究材料ではなく、あくまでも国民共有の財産なの

だ、ということを明白にしておく必要があったからです。考古学という一学問分野の利益のためにこの法規定が

あるのではない、国民全体の利益にかかわるものだから国民全体が埋蔵文化財の保護に協力してもらいたい、

という主張が込められているわけです。

考古学という学問は、人類の歴史を研究するうえで文献史とともに大切な役割を担っています。とりわけ文字

のない時代の歴史は、考古学の資料と研究なくしてほとんど解明できないといっても過言ではありません。学問

研究はひろく人類文化に貢献するものであり、考古学もまた例外ではないのですから、本来は、法律のなかでも

遺跡・遺物と呼び、考古資料と表現しても少しもさしつかえないはずなのです。実際、イギリスやフランスの法律や

文化財行政の文書では、考古学という用話がひんばんに使われています。世界的に見ると、文化財保護法にお

ける「埋蔵文化財」といった用語の使用はかなり特殊です。

もっとも現在の埋蔵文化財の調査は、考古学的な発掘調査が主体にはなるとはいえ、文献史。人類学・地質学・

古生物学。文化財科学など多様な学問分野との共同作業としておこなわれる面が強くなりつつあります。したが

って、土木工事の前に実施される調査を考古学発掘といわず、広い意味で埋蔵文化財の発掘調査とよぶ表現

方法が次第になじみやすくなっているのも事実です。

ともあれ、埋蔵文化財という造語を工夫するなどした先人の努力で遺跡・遺物に法的な保護の網がかかること

となりました。戦後の高度経済成長期から今日まで開発事業で多くの遺跡が失われたのですが、少なくとも工事

で遺跡を破壊する場合は、開発事業者の責任で発掘調査を実施し、遺跡の記録を世間に公表し後世にのこさ

なければならないという埋蔵文化財行政の原則が確立されました。もちろん、遺跡地の土地所有者や開発事業

者にはまず遺跡地での工事計画をできるだけ避け、地下遺構を保護するような設計の工夫が求められることはい

うまでもありません。しかしそれでもなお地下遺構に影響を与える工事をおこなわざるを得ない場合、次善の策とし



て事前発掘調査が実施されることとなります (詳細は文化財保護法第6章埋蔵文化財を参照 )。

岡山大学で遺跡の保護が課題になりはじめるのは1970年 代後半からのことですが、本学構内遺跡の問題も

以上のような戦後の全国的な埋蔵文化財保護の歴史と密接に関連しながらおこりました。したがって本学におけ

る構内遺跡の保護の仕方や発掘調査体制を考える場合、文化財保護法に基づく全国的な埋蔵文化財保護体

制とのかかわりを考慮し、また岡山県教育委員会や岡山市教育委員会など所管の文化財行政機関と緊密に連

携していくことがとても重要になります。

a.構内遺跡発掘調査の開始からセンター設立まで

岡山大学構内における埋蔵文化財の調査は、岡山市教育委員会が1978(昭和53)年に鹿田地区でおこなっ

た立ち会い調査から始まります。県や市の教育委員会による立会・試掘調査は、1982(昭和57)年まで続きました。

本格的な発掘調査は、1982年に文・法。経済学部講義棟北側の排水管集中槽埋設工事にともなって文学部考

古学研究室がおこなった遺跡調査が最初の事例です。当時は小橋法目黒遺跡の調査と称され、現在、津島岡

大遺跡の第1次発掘調査と位置づけられています。

本学における遺跡保護体制の整備は、1982(昭和57)年から本格化しました。岡山大学施設設定委員会のな

かに埋蔵文化財保護対策検討専門委員会が置かれたのは、1982年 9月 25日のことでした。翌1983(昭和58)年

3月 1日には岡山大学埋蔵文化財調査室設置要項が制定され、同日、上記専門委員会のもとで、室長 (兼任)1名 、

助手1名 (専任 )、 非常勤職員1名の調査室が発足しました。本学にはじめて埋蔵文化財発掘調査のための専任

職員が配置されたのです。このことは、1981年の医学部附属動物実験施設新営工事の際、行政当局から遺跡

があるという試掘調査結果を通知されていたにもかかわらず事前調査なしに掘削工事がおこなわれた経緯があ

り、本学における埋蔵文化財保護体制の確立が内外から強く求められていたこととも関連がありました。

その後本学構内では、鹿田地区の附属病院外来診療棟改築工事など施設建設があいつぎました。翌1984(昭

和59)年 10月 1日に調査室助手1名の増員があったものの、鹿田地区の附属病院管理棟改築、医療短期大学部

校舎新築、津島地区の男子学生寮改築など調査面積の大きい発掘に対応しきれず、1987年 に入って調査体制

強化のために埋蔵文化財調査室を学則設置のセンター組織に改組する協議が進行しました。

b.センターの組織と施設

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターは、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (岡山大学規程第48

号)により1987(昭和62)年 11月 26日 に設立されました。高橋克明学長の決断でした。センターの基本方針は岡

山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会で決定され、運営委員会がそれを具体化し、センター職員が実

施に移すというシステムでした。2000(平成12)年 4月 1日の規程改正では管理委員会が廃され、その役割が部局

2岡山大学情内における埋蔵文化財の調査体制



長会へ移されました。2004(平成16)年 4月 1日から本学が国立大学法人岡山大学へ移行したのにともない、同日

付で新たなセンター規程 (岡 山大学規程第93号 )が定められました。この時、センター長が法人の財務・施設担

当理事 (事務局長)の兼任となり、新たに副センター長 (専門的知識を有する本学の教授)が置かれました。

センター設立当初の職員は、センター長 1名 (兼任 )と専任助手7名 、非常勤技術補佐員3名 の陣容でした。

1999(平成11)年 6月 1日に助手1名が助教授へ振り替えとなり、2003(平成 15)年 度末および2005(平 成17)年

度末にそれぞれ助手ポスト1が削減となりました。1999年 には「岡山大学学内共同利用施設における助手の任

期に関する規定」(同年3月 25日付け)の施行にともない、本センターについても1999年 度以後の新規採用助手

に任期制が導入されます。同規定は翌2000(平成 12)年 10月 26日 に改訂され、「任期3年、再任可 (原則として1

回、最大2回まで)」 に条件変更がなされました。

2006(平 成18)年度からは助教授・助手の職名変更がなされました。現在のセンター職員は、センター長1(兼

任 )、 副センター長1(兼任 )、 専任准教授1(調査室長)、助教4(うち任期付き2)です。非常勤技術補佐員1名は

2006年 度末で廃止となり、パートタイム非常勤職員6名が出土遺物の基礎的な整理作業等にあたっています。

センターの施設は、センター設立当初から津島地区に置かれています。1991(平成3)年 度には木器保存処理

施設がととのえられました。あいつぐ発掘調査の結果、出土遺物の量は膨大になっており、恒久施設の確保が課

題となっています。

c.大学構内遺跡を大学自体が発掘することの意昧

民間開発事業者が遺跡地 (埋蔵文化財包蔵地)で土木工事をする場合、文化財保護法第93条の規定により

所管の市町村を経由して都道府県へ届け出をおこないます。この届け出に対し、都道府県から工事前に発掘調

査を実施する必要がある旨の指示があると、一般に開発事業者は県または市町村の教育委員会ないし教育委

員会関連法人の発掘調査部門に発掘調査 (報告書刊行までを含む)を依頼し、調査経費を事業者が負担します。

教育委員会やその関連組織が発掘調査を担当するのは、開発事業者にぶつう学術的な調査能力がないという

理由のほかに、発掘調査を公的機関が実施することにより、発掘調査の学術的な質と透明性を確保しようとする

意味が含まれています。

岡山大学の構内遺跡地において施設建設をおこなう場合、岡山大学は一面では開発事業者であり、他面では

事前発掘調査の実施者となります。これは、岡山大学に考古学の専門研究者が在籍しており、学術的な質と透

明性が確保される見込みがあるところから、特殊な例として認められています。構内に遺跡地をかかえる全国の

大学も、同様な扱いです。大学みずからが事前発掘調査を実施するシステムには、調査の質と透明性をそれだけ

確保する責務がともないますから、建設事業と文化財調査との区別を制度的にも明確にしておく方が望ましいわ

けです。岡山大学の場合、2004(平成16)年度に国立大学法人へ移行し、埋蔵文化財調査研究センター長が

財務・施設担当理事の兼務となった際、新たに教授職の副センター長が置かれることとなりました。施設建設担

当部門と埋蔵文化財発掘調査部門が緊密に連携しつつも、一定の緊張関係を保ちながらそれぞれの職務分



担を明確にしておくことは、大学の発展にとっても文化財保護にとっても有意義なことでしょう。

なお、大学が教育委員会等と同様に土木工事にかかわる発掘・試掘・立ち会い等の調査を実施するといって

も、それらが所管教育委員会による行政上の指示のもとでおこなわれるものであることイまいうまでもありません。大

学に行政上の権限はなく、必要となった土木工事に対し、全面発掘をおこなうのか、試掘調査をおこなうのか、立

ち会い調査を行うのか、あるいは発掘調査によって重要な遺構が発見された場合にどのような保護措置をとるの

か、といった判断は、基本的には行政機関が法制度に従っておこなうものです。

a.発掘調査の実施および調査報告書等の刊行

構内遺跡の発掘調査は、2007年度末までに津島地区の津島岡大遺跡において30次、鹿田地区の鹿田遺跡

において18次、三朝地区の福呂遺跡において2次の、計50次にわたって実施しました。この他のフイールド調査と

しては、多数の試掘調査と立会調査が日常的におこなわれています。なお、センター発足当初の1989(平成元 )

年度には、半田山演習林、香川県本島地区、鳥取県三朝地区など本学の関連施設における埋蔵文化財の分布

調査を実施しました。

発掘調査等の成果の公表については、2007年度末までに発掘調査報告書を津島岡大遺跡関係で18冊、鹿

田遺跡関係で5冊、福呂遺跡関係で1冊まとめ、1983(昭和53)年度分から2000(平成12)年度分までの F岡 山

大学構内遺跡調査研究年報』18冊 (1号～18号 )、 2001(平成13)年度分から2006(平成18)年 度分までの『岡

山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要』6冊を刊行しました。『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報』

は年2回刊行しており、2007年度末で39号 (一部合併号あり)を数えます。この他、1997年度に10周年記念誌『今、

よみがえる古代―岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年一』を、2007年度に20周 年記念誌である本書

をまとめ、発掘調査の成果を一般向けに解説しました。

岡山大学は多数の大学院研究科・学部・共同利用施設等からなる総合大学であり、多様な研究分野を擁し

ています。これまでの埋蔵文化財の発掘調査や整理作業にあたっては、文学部。理学部。医学部・農学部・環境

理工学部等の研究部門から種々の協力・支援を受けてきました。そうした共同研究の成果については、発掘調

査報告書や年報。紀要に随時掲載してきたところですが、大学構内遺跡の発掘調査を大学自身の手で実施す

る利点はこうしたところにもあります。

bi橋内遺跡 に関 す る新 たな知見 と市民 へ の普及

1997(平 成9)年度までの発掘調査成果については上記10周 年記念誌に述べられています。それ以後の10

年間における主な調査成果としては、津島地区では現事務局棟。創立五十周年記念会館・文化科学系総合研

究棟など、キャンパス中央部の遺跡内容が明らかになったことがあげられます。文化科学系総合研究棟建設地

では、縄文時代から弥生時代に流れていた自然の川があらわれ、杭を打って護岸をしたり堰を築いて水を引いた

3厠山大学構内遺跡におIする発掘調査の成果
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本学構内遺跡発掘調査に関するこれまでの成果については、上記の「20年の発掘成果展」で網羅的に集成。

展示したところであり、本書の第Ⅱ部にその内容が収録されていますので、詳しくはそれを参照願います。

1993(平成5)年 2月 25日から「岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会規定」が施行され、

1996(平成8)年 10月 4日 。11月 12日にセンター自己評価委員会が開催されました。この自己評価委員会で承認さ

れた報告には、「将来の改善・改革へ向けた方策」としてセンターの省令設置化が掲げられ、その具体化のため

に当時の文部省が進めていたユニバーシティ・ミュージアム構想を本学でも具体化すべきだとする方向が示され

ました。ユニバーシテイ・ミュージアムを構想する課題は、センター設立10周 年をひかえて作成された文書「岡山

大学埋蔵文化財調査研究センターの現状と将来構想について」(1997(平成9)年 1月 29日 岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター管理委員会承認 )においてさらに具体的に述べられとところです。

1999(平成11)年度からは文学部・理学部・医学部。埋蔵文化財調査研究センターなど学内13部局から委員・

オブザーバーが参加して「岡山大学総合研究博物館 (仮称)構想検討会」がつくられ、センターの枠を越えた全

学的な推進運動が活発化しました。同検討会は、1999年度には教育研究学内特別経費の交付を受け、冊子『岡

山大学自然と人間の共生博物館―新しい大学博物館をめざして一』を刊行して具体的な構想を明らかにする

とともに、学内学術標本のデータベース作製を実施し、その成果を『岡山大学自然と人間の共生博物館一新し

い大学博物館をめざして一、資料。研究編』に収録しました。2000(平成12)年 4月に決定された「21世紀の岡

山大学構想」では、大学図書館の整備とともに大学博物館の設置が学術情報基盤の整備項目としてとりあげら

れました。

2000(平成12)年■月30日・12月 22日に、埋蔵文化財調査研究センターの2回 目の自己評価がおこなわれま

濁

4自己評価・外部評価と将来構想



I.遺跡の保護と岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの20年

した。この折には外部評価も合わせて実施し、外部評価委員として岡山県教育委員会文化課長・岡山県古代吉

備文化財センター所長・岡山市教育委員会文化課長の3氏が委嘱されました。ここでも大学博物館構想の推進が

掲げられたのですが、その後、文部科学省におけるユニバーシティ・ミュージアム設置方針に変更があり、目標は未

達成のままとなっています。国立大学法人化により埋蔵文化財調査研究センターの省令化の目標は意味がなくな

ったのですが、本学における研究科。学部を越えた総合的な博物館の設立はなお意義ある課題と考えられます。

1999(平成11)年 9月 29日 、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会において「岡山大学津島地区

東北隅地域の遺跡保護について」が承認されました。これは、津島岡大遺跡第3次。15次・17次等の発掘調査成

果により津島地区東北隅地域に縄文時代を主とする遺構が濃密に埋もれていることが判明したため、隣接する未

発掘地約17,000ド を「遺跡保護区」に設定し、地下遺構の損壊に至るような新たな施設建設を計画しないよう求

めたものです。そして同年12月 22日、施設設定委員会において施設長期計画配置図の遺跡録護区の範囲を明示

することが了承されました。

本学では1982年 以来50次におよぶ発掘調査がなされましたが、いずれも調査後、遺跡は建設工事で消滅して

います。文化財保護法は所有者が文化財をできるだけ大切に保護するよう求めています。その意味で、遺跡保護

区の設定は文化財保護の積極的なこころみといえます。埋蔵文化財が濃密に分布する地域を建設工事からはず

すことは、多額の発掘調査経費がかかることからも、合理的な判断といえそうです。しかし文化財保護法に基づく

史跡指定とイよ異なり、遺跡保護区のような学内措置はあくまでも大学の自主性と良識によって保たれるものです。

構内遺跡の保護措置が将来もながく維持され、可能ならば遺跡公園として整備し、学生や教職員そして周辺住民

の学習の場、憩いの場になることが期待されます。

大学は施設建設にともなって事前発掘調査という法的な義務を呆たさなければならないのですが、仮に事前発

掘調査を教育委員会等に委託した場合、高額の調査経費を負担しただけで大学には何も残らないわけです。大

学自身で埋蔵文化財を発掘調査することにより、学内諸研究分野の共同研究を推進し、発掘調査の成果を学術

的に活用するとともに、一般市民にもひろく成果を発信して大学と市民との豊かな結びつきを構築することができま

す。こうした利点は、すでにセンターの20年 間で十分実証ずみの内容です。将来、本学の大学博物館が設立され、

遺跡整備がなされるなどした場合には、岡山大学の1牛単な知寧1祟r´牽ョ高く
なるに違いありません。岡山大学

埋蔵文化財調査研究センターが次の10年に向かって果たさなければならない役割は、ますます大きくなるのではな

いでしょっか。 ―             ||=・ ,イ ト●■■■ヤ:
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1岡山平野の成り立ち

① 岡山平野の地層

岡山平野の地下は、どうなっているのでしようか?

下の図は、北は半田山から南は児島半島(▲北から▲南)までの、地層断面を模式図的に示したものです。

黒色の地層 (泥え層)は、かつてそこが陸地で、植物が生い茂っていたことを示しています。約2万年前の氷河

期の只中、海水面は今よりずっと低かったのです。

完新世 (約 1万年前～)になると、気候はしだいに温暖化し、かつての陸地は海に沈んでいきました。旭川

などが運ぶ土砂が海を埋め立て、新しい岡山平野ができはじめるのは、縄文時代中期後半頃(約 4,500年前)

からです。

キロ山
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② 岡山平野の遺跡と海岸線の復元

岡山平野の中央部には、旭川が南流しています。津島岡大遺跡と鹿田遺跡は、その旭川の西岸にのこ

された遺跡です。津島岡大遺跡は、北狽1に半田山丘陵を背にし、その南側約 5 kmの 位置に鹿田遺跡があ

ります。

現在の海岸線は、近世以降の干拓などによって、津島岡大遺跡から約1lkm南となっていますが、津島岡

大遺跡に「縄文人」がムラをつくった頃はどのあたりにあったのでしょう。左図のピンク色が示す縄支時代の

縄文時代の海岸線

遺跡分布は、津島岡大遺跡周辺に限ら

れています。それに加えて、周辺遺跡の

調査成果を参考にすると、海岸線は現

在よりはかなり北の津島岡大遺跡から

南にlkm程度まで、入りこんでいたこと

が予想されます。

その後、鹿田遺跡にムラがつくられ始

める弥生時代には、平野はどれくらい広

がっていたのでしょう。オレンジ色が示す

弥生時代の遺跡は、その数や分布域に

おいて縄文時代から大きく変化しており、

平野部の南側に向けて分布域を拡大し

ています。その南限は鹿田遺跡周辺を

示しており、付近に海が近いことが考え

られます。ただし、鹿田遺跡では弥生時

代の水田の存在が確認されている点や、

現在の地形図にのこされる地形の乱れ

などを参考にすると、当時の海岸線は、

少なくとも鹿田遺跡からさらにlkm前後

は南に下っていると予想されます。

津島岡大遺跡から鹿田遺跡まで約 4

km程度。その間の平野が縄文時代後

期から弥生時代中期までの約2000年 の

時を経て形成されていったことが窺われ

ます。
0              1
日   :   日



211岡大キヤー|ンパスに埋も|れた.津島向大遺跡と鹿―由1遺跡

岡山平野を南北に流れる旭川。津島岡大遺跡と鹿田遺跡は、その西岸域に位置する岡山大学津島キャンパ

スと庇田キャンパスの地中に眠っています。

① 津島同大遺跡

自然 にとけ込 む縄 文 人 の生 活

半田山の山裾にあたるこの地にムラができたのは、今から約4000年前にさかのばります。周囲に広がる豊

かな自然からは、さまざまな生活の糧が得られていました。

住居の近くとこは、川辺にドングリを蓄えた穴がつくられていました。ずらりと並ぶこうした貯蔵穴の中にのこさ

れたトチやカシの実の山は、森のめぐみの豊かさを語っているようです。津島岡大遺跡に接するように位置す

る朝寝鼻貝塚では、ヤマトシジミも貝塚となって埋もれています。さまざまな道具を作り出す石器の材料も、まと

めて置いた状態でのこされていました。自然を活かし最大限に利用した縄文人の知恵が、いろいろなところに

見え隠れしています。

また、出土した色鮮やかな装身具は、当時の人びとの姿を紡彿とさせます。水銀朱で鮮やかな赤色に彩ら

れた櫛や耳飾り、そして緑色の光沢を放つ石製の指輪は、身体を飾る人びとのときめきをも伝えてきます。

田を拓 き稲 穂 み の る

弥生時代から始まる田んぼでのたゆみない営み。「津島ムラ」の人びとの新たな取り組みは、かつてこの地

に生活していた縄支人の生活を、大きく変えていきます。

発掘調査によって、地中から姿を現した水田の畦畔や用水路。古くは、水稲農耕が日本列島に伝わった早

い時期までさかのぼることができます。その後、明治に至るまで作られ続けるなかで、水田の面積は徐々に大き

くなり、水利施設も整備されていきます。平安時代になると、水田の区割りは地形に沿った不規則なものから、

東西南北を意識した方形の地割リヘと整えられます。

また、洪水の爪痕ものこされています。こうした痕跡は、さまざまな苦労のなかで土地に向き合う人びとのたく

ましさを伝えてくれます。

命と向き合つた戦いの痕跡

こうした田園風景も、1907(明 治40)年に始まる旧日本陸軍の屯営地設営工事によって、大きな変貌をとげ

ます。山はきり崩され、津島キャンパス内は厚さlmにおよぶ盛土によって覆われ、現在の地形ができあがりまし

た。わずかにのこされたトロッコ軌道の跡は、当時の人びとの懸命な労力を示す証人といえるでしょう。

その後、1945(昭和20)年まで、この旧日本陸軍屯営地では、多くの若者が兵隊として暮らし、戦地へ向

かっていきました。現在にのこる当時の建造物には、その記憶が刻まれています。1947(昭和22)年には新制

岡山大学となり、21世紀に羽ばたこうとする現在の岡山大学を、この遺跡は見守っています。   ■

■ⅢⅢⅢヽ



Ⅱ.自然と人間、地中に埋もれた命の対話-20年の成果―

② 鹿■遺跡

ムラができるのは、弥生時代中期、約2100年 前です。その後中世まで、住居跡や井戸が数多く発見されて

います。ムラは一時的な衰退を経ながらも、この地では約1500年の長きにわたって、日常生活の場が続いたの

です。

自然に寄りそうムラの暮らし

弥生時代～古墳時代のムラの中には、住居の近くに乳児の墓がつくられています。大きな壼形土器に遺骸を

納めて、鉢で蓋をして埋葬されています。かろうじてのこった乳歯は、その幼子が3ケ月に満たずしてなくなったこ

とを語ってくれます。子供の死に向かう思いはどのようなものだったのでしょう。コントロールできない自然への畏

敬の念。大量に出土する土器のなかには、「まじない」を思わせる遺物が数多く見つかっています。

海岸近くにつくられた一つのムラの生活。そこには人びとの自然へのおもいが眠っています。

荘園のせ界 一土地の大改造一

平安時代には、鹿田キャンパスの土地景観は、弥生時代の起伏に富んだものから、平坦な地へと姿を変えます。

自然地形を無視し、自らの都合で自然をコントロールしながら、地割りを行おうとする人びと。そうした土地開発で

荘園はできあがっていきます。

鹿田の地にひらかれた「庇田ピ」も、そうした荘園の一つです。

鹿田遺跡の中央には、際立って大きな丼戸や建物群が棟をそろえて建っていました志敷地の端で見つかった

橋の跡は、物資流通の主要ルートであったことを、誇らしげに語りかけてきます。文字資料やまじないの道具の品

は、荘園管理に関わりの深い地であり、京の都と強くつながる、そんなムラの存在を窺わせます。平安時代末～

鎌倉時代に、ムラはさらに姿を変えます。溝で区画された屋敷地が、敷地内に計画的に配されていきます。そし

て鹿田遺跡の東側、現在の旭川西岸周辺には「市」がたっていたことを、鎌倉時代に結かれた「荒野庄絵図」

が教えてくれます。遠隔地から運び込まれたる物資。人びとの往来や猿回しなどの芸能民がこの地を訪れた

足跡。生き生きとしたにぎわいが伝わってきます。人びとの営みの力強さを、地下にのこされた遣構や遺物がささ

やいています。そして、間もなく平安貴族の荘園である「鹿田庄」が終焉を迎えることも。  ,

摂政・関白を輩出する藤原摂関家の氏長者が、代々受け継ぐ

日亀出産刊  「藤原家の殿下渡り領」の一つである。藤原氏にとつて特に
重要で格の高い荘園であり、文献史料にたびたび登場する。

命の科学

時代は下って、1922(大正11)年には、医科大学校が建設されます。今にのこる煉瓦建物や門などの一部

は、近代化遺産として国の登録文化財に指定されています。こうした建造物から、当時の医学校にかける人

びとの期待が忍ばれます。その伝統が岡山大学へと続いていくのでしょう。

一尊

さ あ、あ な た 七 lt中 に埋Itれ た命 と封 言舌して み ませ んか。



3水とめぐみ二猾猟・採集から農耕ヘー
縄文時代中期後半 (約 4500年前)以後、旭川が上流から運んでくる土砂で埋まりながら、岡山平野はしだい

に広がっていきました。津島キャンパスの地下からは、縄文人・弥生人の生活の痕跡がそのような土砂でパックさ

れた、良好な保存状態でしばしば見つかります。最初に人が住みはじめた確かな痕跡は、縄文時代後期 (約

4000年前)のものです。ここでは、縄文時代から弥生時代の生活様式の変化が、人と自然との関わりをどのよう

に変えたのか、ナH辺の景観の変化をたどりながらみることにしましょう。

いつの時代も水のめぐみは私たちの暮らしに欠かせないものです。弥生時代の本格的な農耕のはじまりは、

人間が旧石器時代以来つづけてきた狩猟と採集を柱とした暮らしはもちろん、人間と自然との付き合いかたをも

変えるものでした。縄文人は、半田山や旭川がもたらす森や水のめぐみを巧みに利用していました。一方、弥生

時代に大陸から水稲農耕が伝わると、人びと1ま森をきり、田畑を拓くことで豊かさを求めるようになりました。自然

と一体になって息づいていた縄文人にくらべ、弥生人は積極的に自然と対話し、時には立ち向かうようにさえなっ

たのです。現代の私たちと自然環境との関わりの根源は、弥生時代にはじまるといえるのかもしれません。

① 貯蔵穴から水田ヘ

縄文時代の自然と暮らし

縄文時代後期頃の津島キャンパス周辺には、旭川の支流がいくつも流れこんでいました。下図の風景画

は、半田山から見下ろした当時の景観を、これまでの調査成果をもとにナ‖の流路や土地利用を復元して、描

いたものです。ムラは川にはさまれた微高地上を中心に営まれていたようです。津島キャンパスの北東部 (環

境理工学部周辺)では、2軒の住居跡を含む多くの遺構が密集した状況で見つかっています。川辺には貯

蔵穴を設け、森で集めたドングリを貯えていました。そのほか、ナHの流れに沿って打ち込まれた杭列 (文化
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(復原図 :伴祐子 )
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科学系総合研究棟)や、ムラは

ずれで焚き火をした痕跡 (事務

局本部棟、附属図書館、総合情

報基盤センター、創立50周 年記

念会館など)も見つかっています。

ムラとその周囲に広がる暮らし

の場、そして自然環境の関係が

発掘調査であきらかになってい

る点は、学術的にも重要な成果

です。

遺跡からは石の矢じり(石鏃 )や、絹につけるた

めのおもり(石錘)が見つかります。これらの道具類

は、縄文人が貯蔵穴から見つかるドングリのほかにも、

狩りや魚捕りといったさまざまな活動によってこのム

ラでの生計を立てていたことを想像させます。津島

キャンパス周辺は、半田山と旭川の支流からのめぐ

みを享受することのできる、住みやすい土地だった

のでしょっ。

これらの収穫物は、土器で煮炊きして調理してい

たと考えられます。縄文時代のあいだにはさまざま

な器形の上器が作られましたが、基本となったのは

深鉢です。深鉢の表面によく見られる黒いススは、

食物の煮炊きに用いられた際についたものでしょう。

土器のなかには東海・北陸地方など、遠方との交流

をうかがわせるものもあります。

貯蔵穴の使用法

津島岡大遺跡に暮らした縄文人の生活をよく物

語る遺構に貯蔵穴があります。彼らは、川辺にほった

穴にドングリ(アラカシ・イチイガシなど)やトチの実を

たくわえていました。密閉した状態に保っておくことで、

虫や乾燥から防いで、生のまま保存する工夫だった

ムラの広がる微高地と川辺に並ぶ貯蔵穴

(津島岡大遺跡15次 :新技術研究センター)

津島岡大遺跡6次・5次

中:工学部生物機能
工学科棟

下:大学院自然科学
研究科棟

貯蔵穴の使用状況 (上 )と
出上したアンペラ (中 )。 ドングリ(下 )
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ようです。カゴ状の編み物 (アンペラ)を下に敷いてドングリを入れた例や、まれに上器の中に入れて県存し

た例もあります。粘土や石でふたをすれば天然の冷蔵庫のできあがりです。

貯蔵穴のなかの土からは、ドングリを主とする堅果類以外にもじつにさまざまな植物の種が見つかります。

果実が食用にできる植物の代表的なものは、野生のイチゴ(ナワシロイチゴ)やヤマブドウ、ヤマグワ、雑草メ

ロンなどです (上写真)。 これらの種は、保存していたものというより、貯蔵穴を埋める際にまぎれこんだものと

考えられますが、当時の食卓や植生のようすを知る手がかりとこなります。

水稲 農耕 の はじまりと弥生時代 の暮 らし

弥生時代の本格的な水稲農耕のはじまりによって、津島キャンパス周辺の景観と人びとの暮らしはどのよ

うに変わっていったのでしょうか。次頁上図は、弥生時代前期頃 (約 2700年前)の半田山ふもとの景観を復

元したものです。旭川の支流が入り込んでいる点は、縄文時代と変わりません。しかし、川辺には水田が広

がるようになり、土地利用は大きく様変わりしました。キャンパス内で水田の広がりが確認されたのは、附属図

書館。新技術研究センター・工学部周辺 (生物機能工学科棟、情報工学科棟 )などです。この時期のムラは、

すこし南側に位置する津島遺跡 (岡 山県総合グラウンド内)で見つかっています。また、文化科学系総合研

究棟の地下からは、堰が見つかっています。西にのびる水路の方面にも水田が広がっており、そこに水を引

いていたのでしょっ。

弥生時代前期の水田は、1区画の面積が2～ 8m2と現代のものと比べると非常に小さく、形も不揃いな点
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(復原図 :伴祐子 )

が大きな特徴です (右上図)。 機械を用いた大規模工事のできない時代の、もともとの地形傾斜を利用して、

水田に水をいきわたらせる工夫だったのでしょう。用水路がほとんどみつからないため、雨水を利用した水田
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だった可能性もあります。

弥生時代後期 (約 2000年前)になると、

面積は3～ 20mつとやや大きくなります。

人工の用水路が通され、区画も整ってき

ます (次頁上図)。 同時期の水田は、岡

山平野の各地で見つかっており、岡山

市百間川遺跡群の広大な水田地帯は

よく知られています。

初期の水田づくりの苦心は、秋には

豊かな稔りとなってかえってきました。多

彩な自然利用を行った縄文人とは異なり、

弥生時代の四季の生活は、稲作を中心

に編みなおされていったのでしょう。

土器は、煮炊きをする奏、料理を盛る

高杯や鉢のほか、稲籾の貯蔵容器だっ

たと考えられる壷が定着します。収穫を
弥生時代前期の水田 (津島岡大遺跡3次 。15次・12次 )
上:新技術研究センター、下:附属図書館



祝うお祭り用の上器もあったで

しょう。

鍬や鋤といった農具も、弥生

時代の最初の頃は木で作られ

ていたものが、終わり頃には鉄

器に代わっていきます。

弥生時代後期の水田 (津島岡大遺跡 )
(津島岡大遺跡3次。15次 :新技術研究センター)

② 縄文時代に農耕はあつたか

津島岡大遺跡から出土した縄文時代後期の上器の胎土には、イネのプラント・オパール (ガラス質の細胞 )

が含まれていました。総社市南溝手遺跡からは籾の痕がついた土器片がみつかっており、縄文時代後期から

すでにイネがあった可能性があります。

弥生時代の石製の穂摘み具と似た摩減の痕をのこす石庖丁状の石器、土掘り具とされる石鍬が多くみつ

かることも、縄文時代の植物栽培の存在を裏づけるものかもしれません。

とはいえ、縄文時代後期以前の遺跡から水田が見つかった例は現在のところありません。イネを栽培してい

たにしても、弥生時代以後とは異なり、当時の生活の根幹をなしていたわけではなさそうです。

藝

土器片中からみつかったイネのプラントオパール

(津島岡大遺跡5次、縄文時代後期 )

打製石庖丁 :穂摘具
(鹿田遺跡1次、弥生時代)

石庖丁状の石器
(津島岡大遺跡21次、縄文時代後期 )

縄文農耕に関連する資料
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哉【サヌカイト原産地
そf:二 砂岩・粘板岩含む蛙積岩
軍口結晶片岩含む変成岩

板状のサヌカイト剥片の集積

(津島岡大遺跡15次 :新技術研究センター、縄文時代後期)

③ 聞拓の時代の Iよじまり

石器から鉄器ヘ

弥生時代に水田が定着していく背景には、自

然への新たな挑戦を可能にする道具の導入が

ありました。朝鮮半島から鉄器がもたらされたの

です。

津島岡大遺跡では縄文時代以来、近くでは半

田山の細粒砂岩を用いて石鍬を、遠方では瀬戸

内海をはさんで約30kmの香川県でとれるサヌカ

イトを材料に石鏃などの道具を作っていました。

製鉄技術のなかった日本列島では、鉄の入手

には遠方との交易が不可欠でした。鉄器の導入

は、便利さをもたらしただけでなく、それまでの石

器材料を媒介とした隣接地域との交流に、新た

な地域。人間集団との交流をつけくわえることで、

当時の社会に大きな変革をもたらしたにちがいあ

りません。(津島岡大遺跡19次、弥生～古墳時代 )



水 とのたたかい

水稲農耕の導入は、水を管理する工事のはじまりでもありました。

津鳥岡大遺跡では、縄文時代後期に川岸に抗を打ち込む工事をしており(下図の左上写真)、 この時期

のものとしては全国的にも珍しい例です。しかし、堰で人為的に流れを変えて、微高地に水をひきはじめるの

は弥生時代前期になってからです。堰は川幅のせまくなる場所の浅瀬がわに、流れに直交するかたちでつ

くられています (下図の下2枚写真)。 堰と水をひきいれる水路とは、約7mと少しはなれていますが、堰のつ

くりだす水圧に押されるかたちで、淵がわの水が流れこむ仕掛けになっていたようです。古代 (10～ H世紀)

の水路には、さらに複雑な水の管理がうかがえます (下図の右上写真 )。 水路には主水路と副水路があり、

主水路に打ち込まれた杭列は、副水路に水を押し上げるとともに、水流を蛇行させて勢いを調整する役割も

果たしていたようです。

水際に打ち込まれた杭は、時代によって加工方法に違いがみられます。縄文時代のものは枝を払ったり、

焼きを入れたりした簡素なもの。杭先の焼き入れには防腐効果があったようです。弥生時代のものは、大陸

から伝わった伐採用の蛤刃石斧で、伐り出してきたのでしょう。杭自体にもずっしりとした重量感が加わります。

古代の抗ともなると、鉄器の鋭い切れ味を残す加工痕が見られます。

古代の水路 (津島岡大遺跡6次 :工学部生物機能工学科棟)

弥生時代の堰
(津島岡大遺跡23次 :文化科学系総合研究棟)

縄文時代の杭列 (津島岡大遺跡23次 )



4心 といのリー自然への畏敬と命―
キャンパスに生きた縄文人や弥生人は、自然と人間に何をおもい、何をいのったのでしょうか。

自然  弥生時代は、豊かな自然の命を受け取るための、新たないのりを生み出しました。岡山大学のキャン

パスからは、水田の水口にささげられた壷や赤色文様の土器などが発見されています。豊作へのいのり1よ、時代

を通して発展していきました。

人 間 縄文時代と弥生時代は、人間の命への独特の感性がつちかわれた時代でもあります。縄文社会にと

って、「美」が重要であったことは精巧なアクセサリーの存在が物語ります。弥生人の心は、性的な象徴である石

棒や、顔を強調する人面線刻土器など、からだを表わす造形品のなかに見出されます。人間観や世界観は、社

会の移り変わりのなかで変化しました。また子ども用の構 (土器棺)からは、命の尊さへのおもいが、時代の作法

で表現されたことを教えてくれます。

① 自然への畏敬

水国のまつり

弥生時代のはじめごろ、津島キャンパスでは農耕

が開始されました。水をいかに制御するか―自然と

の新たな関係のはじまりでもありました。

水を田んぼにひくために、川には堰が作られました。

その堰と導水路との間からポツリと出上したのが、小

型の壺です。据え置かれたかのように出土したこの

壼は、水回のまつりで使われたものと推定できます。

自然をたくみに利用しながら堰を築いた弥生人は、ま

つりを成功させることによって、豊かなみのりを確かな

ものとしたかったのでしょう。

うつわといのり

弥生土器は、ふだんの食事の場だけでなく、ムラで

執り行われる農耕のまつりの場でも活躍しました。

弥生時代中期中頃には、物を高く捧げるための台 (器

台)が、九州をのぞく西日本において出現します。まつ

りの後は、他の道具とともに埋められることもしばしば

でした。

捧げものを入れる容器には、壷がよく選ばれました。

津島岡大遺跡では、赤い顔料を「ノ」字形に塗った、め

ささげられた小型壺

(津島岡大遺跡23次 :文化科学系総合研究棟)

穴に埋められた土器

(鹿田遺跡1次 :医学部附属病院外来診療棟)



②

ずらしい直口壷 (弥生時代後期)が発見されています。

この直口壺は穴の中から出上しました。同じ穴からは、壼の底の

大きさ・形状がよく一致する高杯がみつかっています。岡山市百間

川原尾島遺跡から出土した、直口壷と高杯形の台とが一体となった

土器にも、よく似た彩文がみられます。津島岡大遺跡の彩文つきの

直口壷も、高杯を器台のように利用しながら、捧げられていたものと

考えられます。

まつりとこ使用されたうつわには、わざと小さく作られたミニチュア品

もあります。手づくねによるものと、ていねいなつくりのものに分けられ

ます。ミニチュア品は弥生時代の後半から多くなる傾向がみられます。

自然に対するいのりの作法は、新たなうつわが考案される中で発

展していきました。

こころとからだ

縄文時代の装い

津島岡大遺跡からは、縄文時代後期 (約 4000年前)のアクセ

サリーとして、櫛 1点と耳飾3点、指輪1点が出土しています。

櫛は、歯の部分を失っていますが、のこっている漆と水銀朱が

塗られた部分から、優美なすがたをうかがわせる資料です。岡

山県内では、この資料のほかに1例が知られるのみです。

指輪は、石を加工したものです。女性の小指にようやく入るほ

どの大きさです。石製の指輪は、全国的にみても珍しいものです。

耳飾は、耳たぶに開けた穴に装着する、ビアス形式のものです。

耳飾の装着自体が、通過儀礼などのまつりと深く結びついていた

とも考えられています。

これらのアクセサリーについては、西日本では女性が身に着け

ることが一般的だったようです。また、だれもが身に着けられるも

のでもなく、特定の人物の装いだったものと考えられます。

人形土製品と石棒一弥生時代前期―

弥生時代のはじめには、縄文文化の流れを引く、性的象徴

をクローズアップしたからだの表現がみられます。

津島岡大遺跡からは人形土製品と石棒が出土しています。

彩文の直口重と高杯

(津島岡大遺跡10次 :保健環境センター)

上:櫛 (5次、大学院自然

科学研究科棟 )

中:耳飾

(左 :5次、大学院自然科

学研究科棟

右:15次、新技術研究セ

ンター)

下:指輪 (3次、新技術研
究センター)

縄文時代の装身具

(津島岡大遺跡)

人形土製 品は、女性 の胸をあらわすと考え



られる2つの突起が貼り付けられており、縄文時代の上偶の系譜を引きます。

石棒は、男性の生殖器を模したものです。西日本における石棒の生産地である徳島県で産出されたと推

定される結晶片岩でできており、遠方から持ち込まれたものです。

分銅形土製品一弥生時代中期～後期―

左右にえぐりをもつ特徴的な形から、分銅形土製品と呼ば

れています。岡山県を中心に、中国・四国地方、近畿、北陸ま

で広がるまつりの道具です。岡山大学キャンパスをはじめ、岡

山県南部の弥生人は、とりわけこの土製品を好みました。

分鋼形土製品には、バラエテイに富む顔や、太い眉などが

描かれ、形自体もからだの表現と考えられます。性的な象徴で

はなく、顔や眼を重視する中国地方の銅鐸と似ています。顔や眼に、特別な価値を見出す思想が、中国地

方にひろがっていたようです。

縣 面一弥生時代後期～終末―

弥生時代も終盤になると、日の周辺や頬に何本も線を入

れた顔の表現が、九州から東海、関東にかけて広まります。

こうした顔の中の線は、魏志倭人伝にみられるイレズミでは

ないかとする説があります。イレズミであるならば、倭人伝の

記述から、この文様をもつ資料は男性の可能性があります。

鹿田遺跡から出土した高杯には、2体の顔が描かれてい

ます。そのうち、上の1体は、顔の左半分のみがのこってい

たものですが、限の下に3本のイレズミ状の線がみられます。

人面線刻土器

(鹿田遺跡1次 :医学部附属病院外来診療棟)

また、津寺遺跡 (加茂小学校 )でも、岡山市教育委員会の調査によって、鹿田遺跡の資料とよく似たイレズミ状

表現をもつ土製品が発見されています。

死者へのいのり

弥生時代後期の土器棺は、壼や高杯などを使って

棺にしたものです。遺骸を入れる身の部分と、蓋から

なります。土器構は、おもに子ども用です。

鹿田遺跡の上器棺からは、乳児の歯がみつかりま

した。大人と子どもで墓地の場所が区別されており、

両者でいのりの内容がちがっていたようです。

分銅形土製品 (鹿田遺跡)

|●

―      取り除かれ
■      た壷の口―
           /
./″
|

土器棺 (鹿田遺跡1次 :医学部附属病院外来診療棟)



5荘国の世界二土地の大改造一
① 自繁地形から乗塁地割リヘ

私たちが目にする旭川の下流域には平坦な土地が広がっています。でも、地中深く|こは大小の河川が複

雑に蛇行して流れ、起伏にとんだ地形が埋もれていました。

そんな自然地形に沿ってつくられ始めた水田や水路は、時代とともに大きく変化していきます。姿を消して

いく自然地形。人びとの生活にあわせて、土地は平坦にされていきました。

津島岡大遺跡には、東西方向にまっすぐ走る大きな溝がのこされています。その長さは、東西700m以上

の範囲につながっています。地形の起伏を無視してつくられたこの溝は、平安時代に、正しく東西。南北方

向を定めた水田の地割り、つまり「条里」が、この地に広がっていることを教えてくれます。

こうした土地開発、自然の大きな改変からだ曽は生み出されていきました。

笹 粋
持r

古代の条里と鹿田の地割り

(大日本帝国陸地測量部発行:大正5年製版に加筆)

平安期～戦国則 (9世紀～ 16世紀ころ)1こ見られる荘園。

摂政・関自を輩出する藤原摂関家の氏長者が、代々受け継ぐ所領である「殿下渡り領」の一つ。

大和国佐保殿、摂津国楠葉牧、越前国片上庄とともに、特に重要で格の高い荘園とされる。

鹿田庄にはこんなできこともありました。

●「鹿田庄事件」:985～ 986年 (寛和元年～同2年 )。 国司と荘園領主の摂関家・興福寺、さらには朝廷を巻き込んだ抗争。
よりうど

国司が鹿田庄庄司・寄人を襄い、居宅SOO余戸を打ち壊し、地子米920石余りを略奪した。
かんどり             べつとう

0水運への関わり:998年 (長徳4年 )。 鹿田庄に住む梶取(船頭)が、鹿田庄の別当(管理者)から船を借りて、美作国から都
へ年貢米を運んでいたという史料 (稿本北山抄紙背文書 )

ｉ
〆

ォゼ拓Ｆｉ・一一



② 方角の異なる地割り、「鹿田庄」

鹿田遺跡周辺に広がる現在の土地区画は、南北軸の北が東へ約15度傾いています。その周囲に広が

る正南北方向の条里地割りと、なぜ方位が違うのでしょうか?

平安時代、「鹿田庄」が文献に最初に登場する9世紀頃までさかのぼってみましょう。現在の地表から地

下約lmに、約15度傾いた地割りに軒の方向をあわせた建物群や、立派なくり抜きの木枠をもつ大形の井

戸がのこっていました。こうした構造物は、鹿田遺跡の中央部に集中しています。一方、遺跡の南東端には

人やモノが行き交う橋がかかっていたようです。構造物の計画的な配置がすがたを現しました。整然とした

ムラのすがたが広がり、豊かで文化的な都のかおりが、そこかしこに漂います。

鹿田遺跡周辺に、約15度傾いた区画がのこるのは、「鹿田庄」とのかかわりで条里地割りにくみこまれな

かったためかもしれません。

大型の建物と丼戸

鹿田遺跡の平安時代の集落は、医学部附属病

院の外来診療棟付近にありました。大型の井戸 1

基をかこむように掘立柱建物群がみつかっています。

建物の方向は、現在の鹿田遺跡周辺の地割り

にそうもの (右図の青色 )と、真北から東へ45度傾

くもの (同赤色)のふたつがあります。建物の構造

には、二間×三間のもの、二間×四間にひさし付と

なるものなどがみられ、機能のちがいがうかがえます。

建物群の南に位置する溝や建物の棟方向は、真

北から15度東に傾く方向にそうもので、すでにこの

時期から、現在の地割りがみられるようです。

平安時代の集落

(鹿田遺跡1次 :医学部附属病院外来診療棟)

∂鳴″
‐い 8。
一  〇

現在の地割りと方角が一致する平安時代の建物と井戸 (鹿田遺跡刊次:医学部附属病院外来診療棟)



井戸とまつり

弥生時代以降、豊かな水を手に入れるために、井戸は人びとの生活において特に重要なものでした。鹿

田遺跡では、平安時代前半の井戸が4か所で見つかりました。規模が大きく、くり抜きの木枠を備えるなど、

立派な作りです。

これらの井戸からは、共通するものが出ています。斎串、横櫛、刀子、曲物です。まつりの道具とも言えそ

うです。そのほかに、文字が書かれた土器、硯、赤色や黒色の器、モモやヒョウタンの種も見られます。

井戸の底から出土した上器

(鹿田遺跡2次 :NMR―CT室 )

モ ノの 通 り道

鹿田キャンパスの南端付近、深い沼地状

のところから、径30cmの太い杭が次々に打

ち込まれた状況でみつかりました。その周囲

から径10cmほどの抗や部材もみつかりました。

この様子から建物群とイよ離れた、敷地の

端には、強固なつくりの橋があったのではな

いかと考えられています。近隣では百間川

遺跡群 (岡 山市 )に類例がみられます。

構造をみてみましょう。南北方向の杭には

アカマツ。モミといった耐久性のある木材を

選んで使っています。杭の先端の加工はと

てもしっかりとなされています。

―

井戸のまつり

(イラスト:伴祐子)

この橋をとおって、集落にさまざまな物資が持ち込まれたのでしょうか。橋の規模からは、人やモノの行き

来の多かったことが思い浮かばれます。

来診療標》



当時使つていたものは?

鹿田遺跡からは文字が書かれたうつわや硯、官位を示す帯飾り(石帯)が出上しています。唾壷をはじ

めとする緑釉陶器の存在も見逃せません。

墨書土器 平安時代、文字を読み書きできる人は

限られていました。文字で記された内容は、多くは行

政的なもので、時に呪術的なものもみられます。文字

が書き付けられた土器を「墨書土器」といいます。

鹿田遺跡から出上している平安時代の墨書土器

は11点 、多くは破片ですが、「専」。「玉」の文字が

はっきりと記される杯と、「田」と書かれた丹塗り上師

器の2点が目をひきます。

「専」。「玉」が記された墨書土器 (右写真 )|ま、井

戸の底に完全な形で置かれていました。墨書土器は井戸のまつりをいろどるアイテムのひとつでもありました。

「田」が記された墨書土器は、破片のため全形がわかりませんが、「鹿田庄」との関連があるのかもしれま

せん。

石 帯  石でつくられた、官位を示すベルト飾りです。ベルト飾

りには、金属製・石製のものがあります。形は方形 (巡方 )。 円

形 (丸輛 )があり、それぞれ文様のあるもの、ないものがみられ

ます。官位によって使い分けられていたようです。鹿田遺跡の

出土品は、粘板岩製で丸輛形です。文様はなく、表面はてい

ねいに磨かれています。裏側には、帯に縫いつけるための穴が、

3カ所開けられています。比較的シンプルなつくりの、この石帯

は、六位以下の下級役人が使っていたものと考えられます。

]垂壷  本来、中に水を入れて痰をはきこむ重です。

鹿田遺跡の出土品は9世紀代のもので、愛知県の猿投窯で

つくられた非常に上質の緑釉陶器です。ていねいに磨かれて

います。釉薬のかかりもよく、黄緑色のきれいな発色が目をひき

ます。この唾壺とほtF同 じものが、伊勢斎宮跡 (三重県)から

出土しています。中国では実用品として、漢代からみられますが、

日本では調度品・祭祀用品として、使われたようです。

石帯

(鹿田遺跡3次 :医学部保健学科棟)

109H
!     !

唾重

(鹿田遺跡)

墨書土器 (鹿田遺跡2次:NMR‐CT室 )



屋敷地の登場と市の賑わい

屋敷地のようす ―宅地造成―
平安時代末～鎌倉時代には、溝で区画した屋敷地が現

れてきます。

鹿田遺跡では、敷地全体が一定の面積 (1町 :約 108m)

を基準に分割された可能性が、発掘調査成果から考えられ

ています。その中に屋敷や田畑が配されたようです。まさに、

自然地形を掌握した計画的土地造成のようです。

鎌倉時代も終わりに近づいた頃には、大溝で四まれるよう

な屋敷地も姿を見せます。溝は、深さはlm以上、幅は5m前

後に達する場合もあります (下図)。 それまでにはない大きさ

です。屋敷地で暮らす人びとの生活はどんなものだったの

でしょう。

′``＼
Ⅲ
望全蟹金当ャ

屋敷地の一辺は35～ 36m、あるいは72m。 一町を3分割した長さの倍数になっています。日常生活の場であったこ

とを物語る数棟の掘立柱建物と1基の井戸が組み合わさり、周囲には墓がつくられることもあります。

敷地の中では多数の素焼きのうつわがまとまってみつかることがあります。何かのまつりがおこなわれていたので

しょうか。幅5mに達する大溝で区切られた屋敷地には、荷物を積んだ舟が入ってきたかもしれません。

l__          大溝

7次

く医学部基礎研究椋〉

鹿田遺跡6次 :アイツトープ総合センター(鎌倉時代)

鹿田遺跡7次 :医学部基礎研究棟 (鎌倉時代)
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井戸

平安時代末～鎌倉時代の鹿田遺跡では、多く

の井戸がみつかっています。井戸には、円形と方

形のものがあります。素掘りのもののほかに、板材

を組み合わせたもの、曲物などの枠をそなえたも

のがみられます。

板材を纏み合わせた井戸 左下図の井戸は一辺
90から95cmの方形で、深さは約2.3mでした。井戸の

底にはウシの頭骨をひっくり返した形で入れ、それを

囲むように四隅に皿を一枚ずつつきたてていました。

井戸を埋める際に、マツリをしていたことがわかります。

曲物をそなえた井戸  右下図の井戸では、井戸

の底に、井戸枠として使用されていた曲物がありました。

井戸を埋め戻す際に、少し埋め戻された段階で、井

戸の中央に合わせ口にした2枚の皿を入れています。

その上方には白磁碗と杯そして焼けた石を置いて、

井戸を埋めた土の推積

(鹿田遺跡13次 :大学院総合教育研究棟)

マツリを終えたようです。その際に、盛んに火を燃やしたことが、白磁碗などを挟み込むようにみられる多くの炭や焼け

土の堆積からうかがえます。ていねいなマツリをして埋め戻していることがわかります。

Om

0              1m

(鹿田遺跡 1次 :医学部附属病院外来診療棟 12世紀)

焼けた

(鹿田遺跡5次 :医学部管理棟 12世紀後半)



屋敦地のなかには、上娠墓が1基～数基つくられることがあります。上娠墓は地面に穴をほって、遺体を葬

る墓です。埋非方法や副葬品の内容は様々です。鹿田でみつかった2基の墓を紹介しましょう。

右図の墓は、156cm× 123cmの長方形の穴を掘り、遺体を納めた木棺を人れていまし

た。木棺の大¬
`分

は朽ちていましたが、材の

^部と四隅の釘がのこっていました。人骨は、

頭骨の一部をとどめるのみでした。木構の

上に、高級 1耳Iの青磁・白磁や、黒地に赤色で

小花を描いた漆塗り椀のほか、鉄製のハサミ・

刀子がおかれていました。

来の主は、有力者だったのでしょうか。

下図の募の大きさは、椎定

で175cm× 130cmで、内部に木構がおさめら

れた刊能性があります。人骨はほとんど粘土

化していますが、残っていた歯の鑑定から、

井られた人は、45歳 前後の男性と考えられま

す。遺体の左肩付近では、玉2点と古儀 1点 、

鉄製の模造銭1点が出土しました(写真イf下 )。

占銭と模造銭は三なって突き立った状態で、

11・ の下からみつかりました。また椀 1点 と板

石が、遺体の左胸のあたりに置かれていまし

たc板石は来標 (真の日じるし)として直いた

ものが、落ちたものと思われます G

14■

|ャィ:|

〉:i.

上 :頭部のアップ

下 :古銭と工の出土状況

木棺の復元想像図

ヽ
ヽ
、
|  ｀

土墳墓と副葬品の出土状況

(鹿田遺跡9次 :医学部附属病院南病棟 14世紀前半)

一ｒ一一〉
イ
ミ a■

土境墓 (鹿田遺跡5次 :医学部管理棟 12世紀後半)
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1,自然と人間、地中に埋もれた命の対話-20年の成果―

儘押 と蔽暢感肺

鎌倉時代から室町時代にかけての鹿田遺跡では瓦の出上が目立ちます。当時、一般的な建物には瓦が

使われることはありません。寺社に関係するような施設があったことが想定され、鹿田遺跡の性格を考える

重要な手がかりといえます。そのほかにも普通の集落にはみられない、特殊な遺物が出上しています。

鋼鈍 非常に薄つくりの銅製のうつわです。日径約17cmに 復元されます。寺社鎮壇具に使われるような仏具と考
えられます。

績議  穣碁碁のひとつで、一般的には緑色片岩が用

いられます。鹿田遺跡のものは厚さ1.4cmの安山岩の

板石を使い、上端部は三角形に整えられています。下

端は欠損しています。梵字がみられないことや材質の

違いが、一般の板碑とは異なっていますが、上端の加

工はしっかりとなされており、板碑の可能性が考えられ

ます。

木 Fs‐ 木簡は、板材に墨で文字を書き付けたものです。

その内容は、文書・荷札・落書き。呪符などさまざまです。

鹿田遺跡からは、これまでに4点 の木簡がみつかって

います。内容からみると「呪符」木簡と供養木簡の二

つにわけられます。呪符木簡は平安時代、供養木簡は

室町時代以降のものとみられます。

呪符木簡は物忌みや、疫病除けとして用いられること

が多いようです。また供養木簡に書かれた文書からは、

追善供養や仏事に関する内容や、経文の一部が読み

取れます。

出土した木簡は、中世の人々のまじないや信仰とい

った心の動きをかいまみせます。

まつりのあと 当時の人々が実際におまつりをおこ

なったあともみつかっています。鹿田遺跡の屋敷地近

くの鎌倉時代の溝の中から、ほぼ完全な形の土師質

の皿20枚が重なり合ってみつかりました (次頁上図)。

皿は東西40cm×南北45cmの範囲にまとまっており、

その上部はすべて炭化した繊維状の有機質で覆われ

ていました。具体的なようすはわかりませんが、溝のふ

ちで、何かのおまつりをおこなったあとでしょう。

「
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鹿田―遺跡から出上しを木簡



□
炭堆積部分 0                     25cn

まとまって出土した皿 (鹿田遺跡6次 :アイソトープ総合センター、鎌倉時代)

台所の風景

平安時代の後半には、鎌倉時代以降に続く食器の組み合わせができあがっていきました。食器は、椀と赤

(中型の皿)と皿 (小型の皿)に、はっきりとわかれていきます。現在の「お茶碗」と「皿」の関係と同じようなも

のです。皿は灯明皿にも盛んに使われたようです。

そんな食器を使った食卓、台所の風景をのぞいてみましょう。台所の基本は水などを蓄える貯蔵具、煮炊き

をする煮沸具、食材を加工する調理具でしよう。

貯蔵異 高温で焼き締められた須恵器あるいは陶器の大奏が使われます。現在も備前焼の大甕はよくしられています。

煮沸具 竃や鍋・釜などがあります。竃には移動式のものと、住居に作り付けのものがあり、土製のほか、鉄製のものも
普及していたようです。

調理興 鹿田遺跡では、すり鉢とすりこ木がみつかりました。すり鉢は「繕る」という特別な機能に応じて、名産地があ
ったようです。平安時代後半～鎌倉時代では東播産の鉢の人気が高かったようですが、鎌倉時代の終わり頃からは機

能性に富んだ備前焼がとってかわります。また木製の肴学もみつかっています。

食卓に並ぶ椀や皿には、素焼きのもの以外に、輸入された白磁のような陶磁器や木製の漆椀などもあります。箸も出

土しています。

Ⅲti韓韓購尋報騨筆嚇効



市場の賑わい
「鹿田庄」の東側には「常」が立っていたことを、

鎌倉時代に描かれた絵図は教えてくれます。各地

から持ち込まれるさまざまな品。行き交う人びと。

遊びに興じる子供たちの声。族形人形を操る芸能

民「くぐつまわし」の姿も見かけられたことでしょう。

マチのにぎわいが聞こえてきませんか。

行き交う人注モノ

中世には商品経済が発達し、「鹿田」の

地でも、右図のように各地の産地からもた

らされたうつわが多く出上しています。

大型の奏や鉢では、県内の亀山焼 (倉

敷市)や備前焼、東播磨 (兵庫県)のもの、

関西以東から常滑焼 (愛知県)が見られま

す。小型のうつわでは、和泉産や楠葉産 (大

阪府)の瓦器、さらに石鍋 (長崎県)、 中国大陸から輸入された白磁・青磁の碗などがあげられます。その中

でも、楠葉産の瓦器は、限られた遺跡からしか出土しません。藤原摂関家とのつながりをうかがわせます。

職人 の登場

鎌倉時代はじめ頃からは、さまざまな業種の職人が登場してきます。流通経済が発達してきたことから、

マチには商品を売り買いする市場がひらかれ、売り買いする人達、モノつくりの職人達があつまっていたの

でしょっ。

津島岡大遺跡や鹿田遺跡からも、商品

となるモノや、それらをつくる道具がみつ

かっています。そのようすを今に伝える絵

図も残っており、実際の出土品とあわせて

当時の様子が具体的に伝わります。

材本尭  絵図では人物の後ろに縦長の板

が重ねられています。この板は生産地から運

ばれた素材 (棒 )を数枚に割りさいたものです。

棒には「筏穴」も描かれています。そのほかに

角材も規格的な材木として扱われていたよう

です。

いかだあな

筏 六 (木材運搬時に縄をかける穴)

(木材の接合〉

井戸の木枠に用いられた木材

(鹿田遺跡5次 :医学部管理棟 12世紀後半)

鹿田走跡 にtた らされた止器 の主凌地



材木売の人びとの活動を探るとき、

井戸枠材はおもしろい研究材料とな

ります。鹿田遺跡でみつかった井戸

枠は、スギの板を並べてつくられてい

ました。その縦長の板は、博と呼ばれ

る規格材 (長さ376cm、 幅16cm、 厚

さ12cm)を害より裂いてつくられたことが、

板同士の接合作業からわかりました。

井戸材の焼印

(鹿田遺跡5次 :医学部管理棟)

またこの井戸枠材からは、焼印が3か所発見されました。3つとも同じもので、文字が図案化された記号と考えられ

ます。木材の生産や流通の段階で付けられたものと考えられます。

桧蕩飾 斃秘材として曲物をつくる職人です。絵図では小刀を手に薄板に筋目を入れる様子を描いています。その

ほかの道具として砥石も使われています。

曲物はヒノキの薄い板の内側に、筋目をいれて丸く筒状にし、合わせ目をサクラの皮で綴じて側板をつくります。そ

れを円盤状の底板に、竹製の釘などで固定します。内側に黒漆を塗ったものもあります。大型品は、水溜めなどに用

いられ、なかには底板を抜いて井戸枠として転用される場合もありました。中～小型品は、食材を入れるなど、さまざま

な用途に使われました。このよう1こ山物はあらゆる用途に応じた万能容器でした。

扇売り 二人組の女性が扇の骨に地紙を貼る

作業をする絵図が伝えられています。鹿田遺跡

では扇の骨 (右写真)が出土しています。

足駄作  下駄作りの職人は焼きゴテを使って鼻

緒を通す穴を開けます。

下駄には高い歯をつけた高下駄と、低い歯の

平下駄がありました。津島岡大遺跡からは出土

した平下駄の裏をみると歯がかなりすリヘってい

ます。足を乗せる台の部分も、親指の部分が凹

んでおり、よく使い込まれていることがわかります。

下駄の材には、スギがよく用いられました。津島

岡大遺跡ではスギ製のものと、ヒノキ製のものが

出土しています。

塗師  数種類の漆を曲物・壷。皿などに入れた

職人が、製品 (烏帽子・椀など)に漆を塗る作業

をする絵図が伝わっています。鹿田遺跡からは

黒漆や赤漆で飾られた漆塗り椀や、漆塗りの櫛 (右

写真 )も出土しています。

鹿田遺跡出上の横櫛

(鹿田遺跡12次 :医学部附属病院エネルギーセンター)

(鹿田遺跡1次 :医学部附属病院外来診療棟 )



刀磨ぎ 刀だけで1まなく様 な々道具を磨ぐ「刀磨ぎ」

職人がいました。大きさ。日の粗さによっていくつも

の砥石を使い分けていたようです。刀磨ぎだけでな

く、桧物師や塗師の職人のかたわらにも砥石が描

かれています。砥石(右写真)も職人には欠かせな

い道具のひとつでした。

遊びと芸能

鹿田の屋敷地周辺には、人びとが集い、とこぎ

わう場があったでしよう。それでは鎌倉時代、あ

そび道具はあったのでしようか? 答えはイエス

です。当時の人たちは、囲碁・将棋、野外でおこ

なう簡単な遊びを楽しんでいました。

津島岡大遺跡や鹿田遺跡からも、碁石やさい

ころ、「ぎっちよう」の球が出土しています(右写真)。

浮か基暮峰

岬

品が出土しています。顔・おしりを水銀朱で赤く塗り、日・

鼻と体毛を黒色で表しています。鳥帽子も赤と黒の縞

模様で彩られます。腕にあたるところには、直径5mmの

穴が貫通しています。棒や紐で別づくりの腕をつけて

いたようです。底の部分にも直径5mm、 深さlcmの穴

があります。この穴に棒を差し込んで動かした「あやつ

り人形」と考えられます。出土例は全国で数例と、非常

に珍しく、鹿田遺跡のものは、今のところ最古の出土例

です。

烏帽子をかぶったこの人形は猿回しに通じるもので

あり、こうした人形を使った芸能は「くぐつまわし」によっ

て行われていました。

碁石やさいころは、囲碁や双六といったあそびに興じたひとたちを想像させます。ぎっちようとは、木でつくった球

を、ゴルフのパターに似たステイックでとばしてあそぶ球技です。絵図では子供たちがぎっちょうを楽しむようすが

描かれています。史料のなかには、大人も夢中になったとかかれたものもあり、子供も大人も楽しんだようです。

芸能が一般の人びとの生活に広まっていくのは、鎌倉時代の終わり頃と言われています。もともと神事として

はじまったもので、「族回し」も正月の縁起物や厄除けの意味をもって行われていました。

鹿田遺跡からは、屋敷地をめぐる鎌倉時代末の溝の中から烏帽子をかぶったニホンザルをかたどった木製

猿形木製品

(鹿田遺跡7次 :

医学部基礎研究棟 )



6戦いと人ぴと一回山大学にのこされた戦いの証T
平和な光景のひろがる岡山大学―・どこに戦いの痕跡があるのだろうか?

平和な光景の片すみでひっそりと、あるいは足もとの土のなかに、血なまぐさい戦いの記憶がのこ るの

近にです。このコーナーでは、戦争の証拠となる遺構や遺物をとりあげながら、岡山大学にのこされ女

ある戦いの歴史に目を向けてみます。

① 戦いのはじまり

日本列島で戦いがはじまったのは弥生時代であるといわれています。大陸からもたらされた稲作の技術と

ともに戦いもやってきたのでしょうか。

津島岡大遺跡や鹿田遺跡のほか、岡山市内にある身近な遺跡からも、弥生時代の戦いの証である武器

や武具がみつかっています。

石鏃の大型化

弥生時代以前の弓矢は、狩猟の道具として用いられました。縄文時代には、

小型で軽い矢じりが使われましたが、弥生時代には大きくて重い矢じりが現れ

ます。

雷基霊   ギ基筆 脅曇寮。  乞基寮   scm

縄文～弥生時代の石鏃

(津島岡大遺跡)

鵜
臨
Ｖ

〆
Ⅷ

矢じりの形も矢柄をとりつ

けるための基部が凹むもの

に木の葉形や茎を有するも

のが加わります。

石鏃の型式別点数と重量

防具の出現

大型化した石鏃に対して、身を守るための防具も

現れました。岡山平野の弥生時代の遺跡からも木

製の盾やよろいが出土しています。

南方遺跡 (岡 山市)から出土した木製の盾には

石鏃が突き刺さっていました。石鏃や木製の盾が実

戦に用いられたことを直接物語るものとして注目さ

れます。

盾には横方向の綴孔が何列もあけられ、木目に

沿った板の割れを防ぐ工夫がしてありました。短甲

には溝や彩色による装飾がみられます。

木製盾

(津島岡大遺跡12次
:附属図書館 )

木製短甲

(鹿田遺跡1次

:医学部附属病院外来診療棟 )



H.自然と人間、地中に埋もれた命の対話-20年の成果―

太平の世の砲術一近世―

1994(平成 6)年 、津島岡大遺跡の発掘調査で、近世の

耕作面から突き刺さった状態の木製品が出土しました。

木製品には次のような特徴がありました。

◎本体には焦げた部分があり、周囲の土にも煤がのこって

いた。

◎本体の三方に木製の羽根が取りつけられる。

◎先端には金属製の玉が取りつけられ、取りつけ部はソケッ

ト状に加工される。

この木 製 品 の二 体 は ???

棒 火矢

津島キャンパスの発掘調査で出上した木製品は、「棒火矢」であることがわかりました。「棒火矢」とは、

近世の和流砲術で用いられた武器で、火薬の爆発力で大筒から発射します。棒火矢自体にも火薬が巻き

つけてあり、的を燃やします。

津島キャンパスでは、実際に発射されたものが、右上写真のように地中に突き刺さった状態でみつかりまし

た。木製の羽根が3枚つけられています。棒火矢の埋まっていた周囲には煤も残っていたことから、使用直

後にそのまま、埋まってしまったようです。

薬 付   かゃく
ふくるにいれた火薬をこ

の部分にまきつけます。

しっか
'に
げています。

筒入

鉄砲の中に、

はいるところです。

棒火矢の出土状況

(津島岡大遺跡12次 :附属図書館)

翼偏言きまる鐸です。導
災繰の発端に入をつけ、発靖
します。こげているのがわかる

でしょう。

羽
出土したときには3枚のうち2

枚が完全に残つていました。

簑をは、まわりの主と一緒に
薬品で固めています。

1緑災夫あ蔀赤を蒜



砲 術 の稽古

砲術の稽古は幕府や藩の統制下におかれたので、面倒な手続きが必要でした。岡山大学図書館に所蔵

されている「池田家文庫」にも、「いつ、誰が、どのような種類の稽古を行うのか」を記した書類がのこされて

います。練習場である「町打ち場」も決まっていました。岡山藩の練習場は「平井の杉土手」(現岡山市平

井)、 土生 (同津島東4丁目)、 笹が瀬 (同笹が瀬 )、「六本松」(同網浜)等、数力所が知られています。

練習風景想像図

練習風景

「町打ち場」は眺めのよい原野・河原・海浜、山の

中腹や裾野に作られました。的の近くには「矢見塚」

とよばれる塚をつくり、計測する人は発射の合図ととも

に塚のうしろに隠れました。発射後に距離や到達点

での深さなどを計測し、棒火矢を回収しました。
岡山藩の町打ち場所在地

レントゲン写真でみてみると…

出上した棒火矢の先端をみてみると、

エックス線の透過のようすから、材質。厚み

に差があることがわかります。また、鉛玉に

は刻みが入っていることも見て取れます。

模式図のように、鉛玉の底面に穴を開け、

木製の芯をはめ込む、受け口を作った本体に鉛玉をはめ込むといった構造が

考えられます。棒火矢は回収するということから、繰り返し使われるものだった 構造模式図

と思われます。木製部分が破損したり、焼けてしまっても、先端の金属部分は繰り返し使うために工夫された

製作方法かもしれません。
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③ 戦争の世紀ヘー近代―

日露戦争後、日本は新たな師団を創設し、軍備増強をはかります。1907(明

治40)年 、岡山県御津郡伊島村 (現岡山市 ;岡 山大学津島キャンパス)に陸

軍第十七師団が創設されました。駐屯地には司令部のほか、歩兵や工兵など

の部隊が駐留していましたが、これらの岡山駐屯部隊は戦況に応じて大陸や

南方に出征していきました。

岡山大学津島キャンパスや岡山県総合グラウンドは、終戦までは旧陸軍第

十七師団などの岡山駐屯部隊が駐屯地や練兵場として用いていました。今も

のこる当時の建物や施設を紹介していきましょう。

陸軍第十七師回の建物

終戦後、岡山大学に引き渡された第十七師団駐屯地の諸

施設のうち、建物は250棟ありました。そのうち、木造建物は

224棟、レンガ造建物は8棟でした。また、2階建てのものは17

棟で、レンガ造建物や2階建て建物は数少ないものであった

ことがわかります。

現在、岡山大学津島キャンパスには、8棟の建物がのこっ

ています。

彗墓 轟 魏 範 箋 ,■ iⅢ Ⅲ l
l  ◎屋根は寄棟造、切妻造があります。             |
|  ◎屋根の上に明り取りの窓が取り付けられるものもあります。  |
|  ◎窓はいずれも縦長に窓枠をとり、上下に開閉する形式です。  |
◎レンガ造建物はイギリス積みによつてつくられます。     |

司令部建物 の変遷

陸軍第十七師団や岡山聯隊区などの司令

部は、駐屯地のほぼ中央に位置する木造三階

建て、平面形は「コ」の字形をした建物に入っ

ていました。

この建物は、戦後、岡山大学に移管されてか

らは、長く事務局棟として使用されてきましたが、

老朽化と新棟完成を機に解体されることになり

ました。しかし解体を惜しむ市民からの申し入

れもあり、現在は正面玄関部分が移築保存され

ています。

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐
■■■■E■■■
長手積み
レンガの長手だけを
見せる積み方

■■■■■ΠΠ■

日■■■■■■■日
巧ヽ口積み

レンガの小口だけを
見せる積み方

「第十七師団」
大理石製プレート
(津島岡大遺跡27次 )

E‐ E‐
EコJ■■■■■日
E‐ 口 ‐
日B■■E■■日|
イギリス積み
長手だけの段と小口だけの
段を交互に重ねる積み方

■ E■■■■■■
■■■■■■■■

フランス積み

各段に長手と小口を
交互に並べる積み方

:ド 'い Hl l  it

1996年撮景舛

町麹△



陸軍第十七師国の位置と現在 もの こる周辺 の施設

現在の岡山大学津島キヤンパスは駐屯地、岡山県総合グラウンドイま練兵場として使われました。駐屯地

の背後にある半田山山塊には対空陣地が設けられていました。練兵場の南東に置かれた岡山偕行社は、

現在、桃太郎アリーナ西側に移築されています。

① 第十七師団駐屯地

② 練兵場

③ 岡山偕行社

④ 騎兵第二十一聯隊将校集会所

⑤ 対空陣地 (一本松古墳 )

⑥ 対空陣地 (七つ軌古墳群)

(明治30年測図、大正14年第2回修正測図、昭和21年
6月 20日印刷、同25日発行、内務省地理調査所)を一
部改変

駐屯地内のようす

駐屯地の内部はいくつかの区画で区切られ、部隊ごととこ兵営を構えました。事務所や兵舎のほか、高い

土塁で囲まれた弾薬庫や、訓練用の施設などもありました。そのほか、出征を記念したり、軍人勅諭の精神

ＮＯ

建物

① 工兵隊食堂並浴場

② 広島陸軍兵器補給廠岡山支廠北倉

庫荻当場
③ 広島陸軍兵器補給廠岡山支廠衛兵所

④ 広島陸軍兵器補給廠岡山支廠倉庫

⑤ 広島陸軍兵器補給廠岡山支廠北倉

庫兵舎

⑥ 工兵隊事務所

⑦ 工兵隊衛兵所

③ 岡山聯隊区司令部衛兵所

F弓

a山砲兵第二大隊表門
b歩兵第十聯隊表門
c歩兵第十聯隊通用口?
d広島陸軍兵器補給廠岡山支廠第一
通用門

記念物

i軍人勅諭下賜五十周年砲身型記念碑

li工兵第十聯隊将校集会所庭園内石
どうろう

燈籠

�i歩兵第十聯隊将校集会所庭園内石碑

庭園

イエ兵第十聯隊将校集会所庭園

□歩兵第十聯隊将校集会所庭園

外周施設

イ コンクリート高塀

□土塁

その他

い工兵第十大隊 (聯隊)橋梁演習施設

を彫り刻んだ記念物も建立

されました。



駐屯地周辺の建物

駐屯地の周辺にも隆軍第十七師団にゆかりのある建物や石碑などがあります。

①岡山偕行社 将校などの会合に使用したほか、軍  鞘 il

装用品の販売や将校団員への日用品配布などを事業

とした施設でした。練兵場の南東に建てられていました

が、その後、現在の位置に移されました。

②騎兵第二十一聯隊将校集会所 もとイよ騎兵第二十一聯隊の将校集会所

でした。騎兵第二十一聯隊の廃上にともない、新野町内会に払い下げられました。

現在は津島新野公会堂として、地域社会の中核施設となっています。

外周施設

岡山駐屯地の外周にはすべて土塁が巡らされていました。また、それぞ

れの部隊の駐留区画にはいくつかの門が設けられていました。そのほか、

特殊なものとしてコンクリートの高塀が巡るところもあります。

①土墨 土塁は駐留区画の外周すべてに巡らせたほか、各部隊の兵営を区
画したり、将校集会所や弾薬庫を区画しました。

②門 門にはレンガ造の門柱とモルタル塗りの門柱があります。当初はレンガ造
の門柱でしたがモルタルで塗り固めました。

③コンクリート高塀  コンクリートの高塀は津島キャンパス北半の南東隅に

構築されています。法界院駅からの引込線によって運び込まれた資材の荷解き

場を隠すための目隠し壁だったと伝えられています。

播梁演習施設

文。法。経済学部棟の西側にのこるレンガ造りの構築物は、ながく工兵隊による「橋梁爆破演習用」の模型

と考えられてきました。2005(平成17)年、岡山大学埋蔵文化財調

査研究センターにおいて実測と測量調査を行ったところ、「爆破」

の痕跡は確認できませんでしたが、橋梁架設用の橋台1基、橋脚 2

基の詳細な構造と使用されたレンガについての知見を得ました。 橋梁模型の構造復元図

橋梁模型の構造 橋脚、橋台ともに上部に「凸」字状、あるいは「L」 字状の段が作ら

れています。これは橋桁を架けるための段とみられます。2本の橋脚と橋台を使用して

橋桁を架けたとすれば、この橋梁演習施設は「トラス橋」という構造の橋の模型と考え

られます。

レンガに刻まれた印 橋脚と橋台に用いられたレンガには、松葉状の図形を向かい合わせに組んだ菱形状の刻

印がありました。菱形のなかに「サ」の字が刻まれたものもあります。刻印は社名などを示す記号や文字でした。この

施設で使用されたレンガは「讃岐煉瓦株式会社」製のものとわかりました。

韓抑～



庭 園

第十七師団駐屯地の中には庭園がつくられていました。庭園は歩兵隊と工兵隊の将校集会所の区画内

に設けられたもので、将校集会所建物からの観賞を目的としたものとみられます。

庭園には築山。池・石組がみられ、「築山林泉式庭園」の様式に則って作庭された日本庭園といえます。

築山上には歩兵隊。工兵隊の出征を記念した石碑や石燈籠が建てられています。

記念物

駐屯部隊や施設が、出征等の記念に建立した記念物として、次の3基が現存しています。

①「満州事変」出征記念碑 満州事変の際、歩兵第十聯隊が出征

したことを記念して建てられた石碑です。歩兵第十聯隊将校集会所庭

国内 (現 .津島宿泊所 )にのこっています。

(表 )「苦即快 歩兵第十聯隊長 人見順士 (花押 )」

(裏 )「自昭和七年四月至仝九年三月間 満州事変二従軍中聯隊将

兵ノ日夜遵守奮戦セル訓言ナリ 姦二記シテ記念卜為ス 昭和九年

三月 歩兵第十聯隊長 人見順士 (花押 )」

②「日支事変 出征言E念」石燈籠 日支事変 (支那事変)の際に、

工兵第十聯隊が出征したことを記念して建てられた石燈籠です。工兵

第十聯隊将校集会所庭園内 (現 .文・法。経済学部)にのこっています。

「日支事変 出征記念」「寺尾部隊」「昭和十三年 五月」

③「軍人勅諭下賜五十周年」言こ念碑 最上部に砲身をかたどった

石造物をのせています。前面に軍人勅諭の精神を示す5カ条を刻んで

います。

(砲身)「勅諭御下賜五十周年記念」

(前面 )「忠節・薩儀。武勇・信義・質素」

対空陣地

岡山駐屯地の北側に控える半田山山塊から南にのびる尾根上

に、2ケ所の対空陣地が確認されています。これらはいずれも尾根

上の古墳を破壊してつくられました。岡山の空を守るために設置さ

れたはずの対空陣地ですが、岡山大空襲の際には、これらの対空

陣地からB291こ応戦した形跡はなかったといわれています。

③「軍人勅諭下賜五十周年」記念碑

①「満州事変」出征記念碑

②「日支事変」出征記念石灯籠

歩兵第十聯隊庭園 工兵第十聯隊庭園の築山と池





岡山大学埋蔵文化財 査研究センター20年に関する資料編

1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターに関する規定・報告

回 2004(平成16)年度から現在までのセンター規程

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

平成16年 4月 1日

岡大規程第93号

(題旨)

第 1条  この規程は、国立大学法人岡山大学管理学則 (平成16年岡大学則第 1号。以下「管理学則」という)第26条
の規定に基づき、管理学則第21条の規定により学内共同利用施設として置かれる岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター (以下「センター」という)の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 的)

第 2条 センターは、岡山大学 (以下「本学」という)の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行
い、もつて埋蔵文化財の保護を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。
二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。
三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。
四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。
(自 己評価等)

第 3条 センターは、センターに係る自己点検及び評価 (以下「自己評価」という)を行い、その結果を公表する。
2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けることを原則とする。
(教育研究等の状況の公表)

第 4条 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。
(セ ンター長)

第 5条 センターにセンター長を置く。
2 センター長は、国立大学法人岡山大学役員規則 (平成16年岡大規則第 3号)第 5条第 1頂第 5号に規定する財
務・施設担当理事をもって充てる。

3 センター長は、センターを代表し、その業務を総括する。
(副センター長)

第 6条  センターに副センター長を置く。
2 副センター長は専門的知識を有する本学の教授のうちから学長が任命する。
3 副センター長は、センター長の職務を助ける。
4 副センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。
(調査研究室)

第 7条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。
2 調査研究室に室長、調査研究貝及びその他必要な職貝を置く。
3 室長は、専門的知識を有する本学の教員のうちからセンター長が命ずる。
4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。
5 室長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。
6 調査研究貝及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。
(調査研究専門委員)

第 8条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門
委員 (以下「専門委員」という)を置く。

2 専門委員は、本学の教員のうちからセンター長が命ずる。
3 専門委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。
(管理運営の基本方針等 )

第 9条 センターの管理運営の基本方針等は、役員会で審議する。
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

(運営委員会 )

第10条 センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
運営委員会 (以下「運営委員会」という)を置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は、別に定める。
(事務 )

第11条 センターの事務は、施設企画部施設企画課において処理する。
(雑則 )

第12条 この規程に定めるもののほか、センターに関し、必要な事項は、別に定める。
附 則
この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。

口 2004(平成16)年度から現在までの運営委員会内規

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会内規

(題旨)

第 1条  この内規は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (平成16年岡大規程第93号 )
基づき、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)

定めるものとする。

(審議事項 )

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査斬究センター (以下「センター」という。)
な事項を審議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。
一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)
二 埋蔵文化財調査研究センター副センター長
三 岡山大学の教授のうちからセンター長の命じた者若千名
四 センターの調査研究専門委員のうちからセンター長の命じた者 1人
五 センターの調査研究室長
六 施設企画部長
2 前項第 3号の委員の任期は、 2年とし、再任を妨げない。
(委員長)

第 4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもつて充てる。
2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。
3 委員長に事故があるときには、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
(委員以外の者の出席 )

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。
(事務 )

第 6条 運営委員会の事務は、施設企画部施設企画課において処理する。
附 則
この内規は、平成16年 4月 1日 から施行する。

平成16年 4月 1日

学 長 裁 定

第10条第 2頂の規定に

に関し、必要な事項を

の運営に関する具体的
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Ю】1987(昭和62)年度から2003年度までのセンター規程

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

昭和62年 11月 26日 岡山大学規程第48号

改正 平 5.2.25規程 4号
平 7.3.31規程19号

平12.3.31規程38号

(設置)

第 1条 岡山大学 (以下「本学」という。)に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)を
置く。

(目 的)

第 2条 センターは、本学の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もって埋蔵文化財の保護
を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。
二 発掘された埋蔵文化財の整理および保存に関すること。
三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。
四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。
(自 己評価等)

第 2条の 2 センターは、岡山大学学則 (平成 6年岡山大学規程第64号)第 2条の定めるところにより、センターに
係る点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けるよう努めるものとする。
3 第 1項の自己評価を行うため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「自己評価委員会」
という。)を置く。

4 自己評価委員会に関し、必要な事項は、別に定める。
(教育研究等の状況の公表)

第 2条の3 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。
(センター長)

第 3条 センターにセンター長を置く。
2 センター長は、専門的知識を有する本学の専任教授のうちから学長が命ずる。
3 センター長は、センターに関する業務を掌理する。
4 センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。
(調査研究室 )

第 4条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。
2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。
3 室長は、専門的知識を有する本学の専任教官のうちから学長が命ずる。
4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。
5 室長の任期は 2年とし、再任を妨げない。
6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。
(調査研究専門委員)

第 5条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門
委員 (以下「専門委員」という。)を置く。

2 専門委員は、本学の専任教官のうちから学長が命ずる。
3 専門委員の任期は、 2年とし、再任を妨げない。
(管理運営の基本方針等)

第 6条 センターの管理運営の方針等は、岡山大学部局長会で審議する。
(運営委員会 )

第 7条 センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
運営委員会 (以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は別に定める。
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(事務 )

第 8条 センターの事務は、施設部企画課において処理する。
(雑則 )

第 9条 この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、学長が別に定める。
附 則
1 この規程は、昭和62年 11月 26日 から施行する。
2 この規程施行後最初に任命されるセンター長、室長及び専門委員の任期は、第 3条 4項、第 4条第 5項及び第 5
条第 3項の規程にかかわらず、昭和64年 3月 31日 までとする。

附 則
この規程は、平成 5年 5月 25日 から施行する。

附 則
この規程は、平成 7年 4月 1日 から施行する。

附 則
この規則は、平成12年 4月 1日 から施行する。

回
-1987(瑠和62)1年度から2003(平成15)年度までの運営委1員会規程

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規程

昭和62年 11月 26日 岡山大学規程第50号

改正 平12.3.31規程93号
(題旨)

第 1条 この規程は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規則 (昭和62年岡山大学規程第48号)第 7条第 2頂の規
程に基づき、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に関し、必要な事
項を定めるものとする。

(審議事項 )

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という)の運営に関する具体的な
事項を審議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。
一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)
二 本学の教授のうちから学長の命じた者若干名
三 センターの調査研究専門委員のうちから学長の命じた者 1人
四 センターの調査研究室長
五 施設部長
2 前項第 2号の委員の任期は、 1年 とし、再任を妨げない。
(委員長)

第 4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。
2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。
3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
(委員以外の者の出席 )

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員会以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。
(庶務 )

第 6条 運営委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。
附 則
1 この規程は、昭和62年 11月 26日 から施行する。
2 この規程施行後最初に任命される第 3章第 1項第 2号の委員の任期は、同条第 2頂の規程にかかわらず、昭和64
年 3月 31日 までとする。
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附 則
この規程は、1平成12年 4月 1日から施行する。

岡中大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会規程

平成5年 2月 25日
―
岡山大学規程第も号

改正 平lz 3ユ規程盟号
(題旨)

第1条 この規程は、間山大学埋蔵文化財調査研究センーター CHg/rB624岡 1山大学規程第48号)第 2条の2第 4項 |の現
程に基づき、岡山大学坦蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下 ―「委員会」という。)の組織お―よび連誉
に関味―必要な事衰を定めるものとする。

(審議事項)

第 21条 委員会は、同山大学埋蔵文化財調査研究セーンター (以下「センター」という。)に係わる.点検及び評価の1実
施並びにその結果の公表に関し、必要な事項を審議する.。

(報織)

第3条 委員会は、次の客号に掲げる者で組織する。
一 坦蔵1文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)
二 坦蔵文化財調査研究センター調査研究室長
三 センターに勤務する教官のうちから若千名
四 埋蔵文化財調査研究センタ‐淫営委員会委員のうちからセンタ‐長が委嘱した者若千名
五 施設部長
3 前項に定|める委員のほか、センター長が必要と認めた者を加えることができる。
(委員長)

第4条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充―てる。
(鶏 )
第5条 委員長はヽ 委員会を招集し、その議長となる。
2 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。
(庶務)

第C条 委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。
(線U)

第7条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し―必要な事項は、1別にためる。
附 則

この規組は、平成5年 2月 25日から施行する。

附 則
この規在は、平成12年 4月 1日から施行する。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会報告

平成8年lo月 4日・平成8年11月 12目

岡山大学軽蔵文化財調査研究センターの理念・ 目的に関する点検■評価

[現状の説明]

垣蔵文化財は、地中に埋もれた住居跡や景塚などの遺構 ,遺跡と土器・石器などの遺物からなリー文献鬼料となら

んで過去の歴史を物語る資料として重要な意義をもつ。文化財保護法は、文化財をわが回の歴史・文化等の正しい理
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解のために久くことのできないものであり、貴重な国民的財産として保護する必要を述べている。しかし、これらの

文化財は都市開発や産業の発展のもとでともすれば忘れられ、破壊の危機に陥る場合も少なくない。とりわけ埋蔵文

化財については、近年の大規模な土木工事が増加する状況のもとで、その系統的な調査研究と保護対策の必要が強調

されてきた。遺跡に埋もれた文化財の調査成果の一端は佐賀県吉野ケ里遺跡や青森県三内丸山遺跡の例に示されてお

り、豊かな内容を持ったわが国の歴史を復元するためには、今後さらに埋蔵文化財の調査研究の重要性が増すものと

思われる。

岡山県南部には、原始・古代の遺跡がきわめて多い。備讃瀬戸地域のサヌカイトを用いた旧石器文化、彦崎貝塚・

津雲貝塚等の縄文時代遺跡、造山古墳・作山古墳をはじめとする古代吉備勢力の面影をとどめた遺跡など、その内容

も変化にとんでいる。とりわけ旭川の沖積作用で肥沃な土地が形成された岡山平野は、水稲農耕の開始と発展の先進

地域の一つとみなされている。たとえば1968年 に岡山県総合グラウンド内の武道館建設予定地で発掘の行われた津島

遺跡では、弥生時代初頭の水田遺構の実体がはじめて明らかにされ、きわめて重要な遺跡として国史跡に指定されて

いる。また近年発掘された津島江道遺跡 (岡北中学校)においては、畦畔をもつ水田遺構が従来縄文時代晩期に属す
るとされていた土器とともに発見され、それまでに弥生時代前期に始まると考えられてきた水稲農耕がさらに古くさ

かのぼることを明らかにした。

岡山大学はこうした原始・古代遺跡の集中地域にあり、施設建設等に際しては事前の試掘調査等により遺跡の保護

に努めてきたところであるが、1982年、津島キャンパスにおいて多量の遺物を含む弥生時代遺跡を確認し、本格的な

発掘調査を行った。これが津島岡大遺跡の最初の本格的な発掘であった。つづいて1983年には鹿田キャンパス附属病

院外来診療棟建設地で2,000∬ をこえる発掘があり、以後、両キャンパスにおいては系統的に調査が進められること

となった。

津島岡大遺跡の最初の発掘は文学部考古学研究室が主体となって実施したが、日常の研究教育に支障が生じ、長期

にわたる調査は不可能となった。キャンパスでのあいつぐ遺跡の発見と発掘に姑応するため、1983年、本学では施設

設定委員会のもとに岡山大学埋蔵文化財調査室を設置し、専任の助手 1名 を配置した。さらに1987年 には学則により

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターを設立し、助手 6名 をもって本学構内における埋蔵文化財の調査・研究 。保護

に万全を期すこととなった。

本学にかかわる以上の歴史環境と本センター設立の経緯がものがたるように、本センターは、岡山平野及び広く西

日本における関連遺跡を念頭におきつつ、本学構内の遺跡・遺物の調査研究を通じて原始から現在に至るまでの歴史

展開の究明に寄与するとともに、調査研究を本学内外に公表し、あわせて遺跡・遺物の保護をはかることを目的とし

ている。

[点検・評価]

津島岡大遺跡は縄文時代・弥生時代・古代の遺跡を主とし、鹿田遺跡は古代から中世にかけて栄えた遺跡である。

また津島岡大遺跡の弥生時代以後の遺構が水田を主としているのに対し、鹿田遺跡は集落遺構が中心をなしている。

本学構内でのこれまでの発掘で明らかとなった多くの時代にわたる遺構、多彩な生活内容を示す痕跡は、本センター

が目的とする系統的な歴史展開の究明が適切であったことを裏付けている。

本センターは、発掘調査報告書・年報・センター報などの刊行を通じて調査成果をくわしく公表してきたが、発掘

調査現場ごとの現地説明会や数年おきに開催している発掘調査成果の展示会には多数の一般市民の参加もあり、成果

の公表 。公開が今後とも強く望まれている。

本センターは、本学構内での建設工事等の計画がある場合には、立合い調査 。試掘調査等により地下遺構への影響

をできるだけ少なくするように努め、大規模な工事の場合は発掘調査を実施してきた。遺跡・遺物保護の目的は、文

化財保護法の精神を本学において具体化するものであり、学術研究を支える諸施設の建設の推進とともに、いっそう

発展させるべき理念であろう。

[長所と問題点]

本センターの理念・目的の最大の特徴は、多面的な内容を持つ遺跡の発掘を基礎にして当地域の歴史の解明に寄与

すると同時に、かけがえのない文化遺産の価値を広く知らせ、その保護をはかるという、学術研究機能と社会的機能

の両面を掲げるところにあるといえよう。しかし現状においては、こうした優れた特色や実績を教育活動に活かして

いく道がまだ準備されていない。大学の共同利用施設として、教育活動と人材養成にかかわる理念・目的を明確にし

ていく必要が痛感される。

[将来の改善・改革へ向けた方策]

本センターの将来あるべき理念としては、①遺跡・遺物にもとづく地域史の研究 ②文化財の調査と保護 ③調査
成果と文化財の保管・公開・活用 ④調査成果と文化財の教育への活用及び人材育成、という4点をあげることがで
きよう。こうした理念を実現するためには、たとえば調査・研究・荻育。人材育成については専任の教授・助教授を



含む人員配置が必要であり、また文化財の保管 。公開・活用については恒久的な研究・収蔵 。展示施設が不可欠とな

ろう。しかし現在の岡山大学学則の設置による施設ではこうした条件を満たすことが極めて困難であり、本センター

のあるべき理念を達成するには省令設置による大学博物館等として再編整備していくことが要請される。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの研究活動に関する点検・評価

a.検証システムの適切性
[現状の説明]

センターの研究活動については、発掘調査・出土遺物の整理等に関する作業経過を 1～ 3回程度当センター管理委

員会および運営委員会に報告し、その進捗状況と成果の点検を行っている。センター内においては、月 1回のセン

ター会議で、より詳細な報告と検討を実施している。また、各年度の調査研究成果を翌年度に岡山大学構内遺跡調

査研究年報として印刷し、学内各部局と他大学 。地方公共団体の発掘調査関係機関等に公表している。

[点検・評価 ]

管理委員会・運営委員会では全学的な立場からの適切な評価があり、センター内の定例会議による恒常的点検も有

効に機能している。さらに、年報による 1年間の活動内容の総括や岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報による成

果の速報等は、センターの調査・研究活動の自己評価と外部からの評価を進めるための条件を整えるという面で、積

極的な意義を有するといえよう。

[長所と問題点]

管理委員会・運営委員会による点検評価は、主要な業務である構内遺跡の発掘調査や出土遺物整理の作業等の進行

に効果を発揮している。反面、調査研究の内容あるいは質的側面に関する点検・評価については、運営委員による発

掘調査現場の視察等を随時行っているとはいえ、必ずしも十分とはいえない面を残している。

[将来の改善・改革へ向けた方策]

センターにおける調査研究の成果を質的側面から検証するためには、学内の考古学・歴史学および自然科学諸分野

等を含む学内関連部局との日常的な連携を基礎に、それらの研究者の集団的な討議による成果の検証システムを考え

ていく必要があろう。

b.活性化状況
[現状の説明]

センターの研究活動は、構内遺跡の発掘調査・出土遺物整理・報告書刊行等を主体とする総合研究と、総合研究を

充実・発展させるのに必要なセンター専任職員の基礎研究からなっている。総合研究については、センター発足後の

1988年度から1995年度までに計12件 (10,001ば、年平均1,250∬ )を実施し、調査報告書を7冊、年報を8冊、センター

報15冊を刊行してきた。基礎研究では1990年度から1995年度までの間に計39本の論文・報告等の公表があったほか、

計 6件の文部科学研究費補助金が交付されている。

[点検・評価]

総合研究に関しては、発掘調査から報告書作成にいたる期間を確保できる状況にあることから、着実な成果をあげ

てきたといえる。その結果、調査対象としている津島岡大遺跡と鹿田遺跡が岡山平野の歴史を解明するには欠かせな

い重要な遺跡であることが明らかになり、全国的にも注目を集めている。一方、基礎研究については、発掘調査に直

接かかわる遺構・遺物のテーマの場合は、比較的研究を進めやすい。しかし、例えば山地 。海浜地域の生産遺跡と平

野部の集落遺跡との関係の追究といったより幅広い分野を含む研究、生産・流通・集落 。祭祀と政治 。国家体制との

関係の追究といったより高い見地からの研究の推進については、なお今後の課題といえよう。

[長所と問題点]

センターが総合研究において調査対象としている津島岡大遺跡と鹿田遺跡は、それぞれが特有の歴史的個性を示す。

津島岡大遺跡は縄文時代の集落と弥生時代以降の水田開発の歴史の解明に主な意義を有し、鹿田遺跡は弥生時代以降

の集落の変遷、とりわけ古代・中世の遺跡構造を知るうえで重要性をもつ。そうした遺跡を長期間にわたって継続的

に調査・研究することは、岡山平野という一つの舞台を背景に展開される歴史をより具体的に解明するという意味で、

非常に有効な方法といえる。問題点としては、総合研究の推進において学内の他の部局・研究者との連携による成果

が、例えば石器石材の研究や出土植物種子の研究など個別的なケースにとどまっていること、発掘調査の成果を畿

内 。九州・大陸等のより広い地域、旧石器時代から歴史時代までのより幅広い時代の研究成果とも関連づけて、その

歴史的意義を把握していく方向がなお十分に明確にされていないことがあげられる。

[将来の改善 。改革へ向けた方策]

学内研究者との連携を推進するため、センターに設置されている調査研究専門委員を拡充し、全学的かつ多角的な

共同研究体制を整備していくことが重要である。また資料のデータベース化をはかって関係機関との情報交換を推進

刀
生
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し、よリグローバルな視点から発掘成果を比較検討する必要がある。基礎研究についても、少なくとも科学研究費等

の裏付けのある課題に関しては研究条件を整えていかなければならない。

c.活性化促進の条件整備状況とその有効性
[現状の説明]

総合研究にかかわる経費は文部省および学内予算によっている。研究と資料保管のための施設が建設されており、

研究資料の整理に必要な補佐貝・補助員も確保されている。専任職員の研究費・出張旅費等はほぼ学内の平均水準に

ある。科学研究費については、法・文 。経済学部事務部を通じて申請を行っている。内地留学 。海外留学 。長期の海

外研修の実績はない。

[点検・評価]

本センターが省令設置でないという条件のもとでは、現在の研究経費や施設のあり方は、本学各部局からの相応の

協力・支援の結果として十分に評価されるが、国立大学の附属施設として本来あるべき状態を想定するならば、現在

のプレハブ建物では、出土遺物・研究資料の恒久的かつ安全な保管に重大な危惧があり、建物規模も今後の資料増加

を考えれば十分なものとはいい難い。文化財の自然科学的手法による研究が進展する中で、升紙機器や施設の整備も

今後に残された大きな課題であろう。

[長所と問題点]

学則設置の機関として独立の施設が確保されていることは、現在までの研究実績を支えてきた研究条件面での基礎

として、重要な意義をもっている。しかし本センターが国民共有の財産である文化財を研究対象としているという特

殊な性格を考慮すれば、研究と資料保管のための施設・機器の整備は急務といえる。また、職員の長期の留学・研究

等が実質的に困難となっている実状は、長期的な人材育成という観点から改善を検討していく必要があろう。外部か

らの留学・研修の受け入れについても、検討課題となろう。

[将来の改善 。改革へ向けた方策]

研究の内容にふさわしい恒久的な建物建設と人材育成をおこなうには、本センターの省令設置施設としての再編を

検討するなかで、建物の資格面積を確保しあるいは研究条件の改善をはかっていくことが不可欠であろう。

再編の具体的な方向としては、1996年 1月 学術審議会学術資料部会が報告したユニバーシティ・ミュージアムを検

討していくことが重要である。この博物館は文化財に限らず広く大学での研究にかかわる学術標本を収集・整理・保

存 。活用していくための機関であり、専任職員の配置と施設建設の必要がうたわれている①共同利用施設として本学

にユニバーシティ・ミュージアムを設立するならば、文化財を含む学術資料の恒久的な保存がはかられるとともに、

学術資料を基礎として本学内外の学際研究の活性化にも貢献するであろう。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営に関する点検・評価

[現状の説明]

本センターの管理運営については、岡山大学学則により、学長を委員長とする管理委員会とセンター長を委員長と

する運営委員会が基本的な方針を決定している。それをもとにセンター長を中心とするセンター会議において業務の

より具体的な実施計画をたて、進行状況を点検している。センター内での日常的な業務の統括は専任助手が持ち回り

で担当する。センター長・センター室長・運営委員会委員の一部は学長による任命である。センターの業務のうち、

事務処理は施設部企画課があたっている。職員のうち、助手は文学部に所属し補佐員・補助員は企画課に属している。

[点検・評価]

管理委員会・運営委員会は、年に1～ 3回程度開催される。各部局長等によって構成される管理委員会では全学的

意見が反映され、全学共同利用施設としての点検が行われている。少人数の運営委員会では一歩踏み込んだ率直な討

議が行われ、実質的運営に有効性を発揮している。センター内では定例センター会議を月1回開いており、職貝全体

の討議によって業務の進行状況や問題点などを明らかにし、相互の意志疎通をはかっている。

[長所と問題点]

本学構内遺跡の調査方式としては、これまで文学部考古学枡究室が本務外の仕事として行った調査、施設設定委員

会のもとにおかれた岡山大学埋蔵文化財調査室が行った調査があったが、それらに比較すれば、現在のセンターは年

間予算を年度当初にたて一定数の助手ポストを確保しうる等、より改善された条件にあるといえる。現在の管理運営

は、全学の意志をもっともよく生かすことのできる形態である。しかしながら他方では、学問研究の進歩には当該組

織および職員の自発的・内在的な意欲の発揮が不可欠であることはいうまでもない。センターは学則設置機関である

という制約上、文部省に対して概算要求を行う根拠がなく、その意味では財政的・組織的な固有の基盤が欠いている

ともいえよう。センターの組織と職員個々の自主性をいっそう発揮させるためには、自立した組織としての制度を確

立していく方向が考慮されなければならない。



[将来の改善・改革へ向けた方策 ]

センターを省令設置のユニバーシティ。ミュージアムとして再編していくならば、教授・助教授ポス トを配置し、

専任職員による日常業務の管理・指導体制が確立するほか、助手・補佐員等の職員が他部局の所属であるという不正

常な事態は解消し、調査研究事業と事務業務との一体的な管理運営が実現するであろう。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの自己点検・評価の組織体制に関する点検・評価

a.自 己点検 。評価の恒常的システムとその活動の有効性
[現状の説明]

センターでは1993年 に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会を設置した。自己評価委員会は、現在

センター長・センター室長・センター助手 2名・センター運営委員 6名・施設部長の計11名で構成している。

[点検・評価 ]

自己評価委員会の開催は1996年 10月 から始まった。それまでセンター内で点検評価のための基礎資料を作成してき

た。一定の準備作業を進めてきたとはいえるが、委員会自体の本格的な活動が遅れたことは重大な反省点である。

[長所と問題点]

自己評価委員はセンターの職員あるいは運営委員としてセンターの理念・目的をふまえ、日常の業務にも多少なり

とも接する機会を有するメンバーであり、率直な意見交換により具体的かつ将来展望をふまえた点検・評価が可能で

あろう。

[将来の改善・改革へ向けた方策 ]

本センター自己評価委員会規定は、上記委員の他に必要な者を加えることができる余地を残している。構内遺跡あ

るいは広く文化財に関心をもつ本学教官を加え、日常的な運営から一歩離れた立場からの意見を得ることも有効であ

ろう。

b.自 己点検・評価を基礎に将来の発展に向けた改善・改革を行うためのシステムに関する点検・評価
[現状の説明]

センターにおいては、自己点検・評価の結果を将来の改善・改革へ結びつけるための独自の組織を設置していない。

今回の評価・点検については、その結果を十分ふまえ、さしあたり運営委員会・管理委員会において今後の方策を検

討していくことになろう。

[点検・評価 ]

具体的な作業が進んでいないため、現状の点検・評価を行うことは今後の課題である。

[長所と問題点]

本センターは1987年 に設置されたが、設置を承認した同年11月 25日 の評議会では、設置期間について「時限を10年

とし、在り方の見直しを行うこととしたい」と決定している。このことに関し、1996年 5月 の管理委員会では、運営

委員会で今後の在り方を検討し、結果を本年度内に管理委員会に報告することとなった。本センターはいずれにして

も将来の在り方を抜本的に見直す必要に迫られており、自己点検・評価の結果を将来の発展に向けた改善・改革に生

かしていくシステムづくりは、それだけ重要な意義をもつことになる。

[将来の改善 。改革へ向けた方策]

自己点検・評価の結果を将来の発展に向けた改善 。改革に生かしていくシステムのありかたについては、今後自己

評価委員会・運営委員会・管理委員会等において改善・改革をもっとも実現しやすい機動的で強力な組織を検討して

いくべきであろう。

口 2001(平成12)年度から現在までの教員の任期に関する規則

岡山大学における教員の任期に関する規則

(平成12年 10月 26日  岡大規則第 5号 )
(目的)

第 1条 大学の教員等の任期に関する法律 (平成 9年法律第82号。以下「法」という。)第 3条第 1項の規定に基づ
き、岡山大学における教員の任期に関する規則を定める。

(教育研究組織及び職等 )

第 2条 任期を定めて任用する教員の職等は、別表に定めるとおりとする。
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第 3条 任用に際しては、文書により、任用される者の同意を得なければならない。

(周知 )

第 4条 この規則を定め、又は改正したときは、岡山大学学報等により、広く周知を図るものとする。
(細目)

第 5条 この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関し必要な事項は、評議会の議を経て、学長が別に定める。
附 則
1 この規貝Uは、平成12年 10月 26日 から施行する。ただし、別表第 1号関係に係る規定は、平成13年 4月 1日 以降に
任用される者について適用する。

2 岡山大学学内共同利用施設における助手の任期に関する規則 (平成11年岡山大学規程第 3号。以下「旧規則」と
いう。)は、廃止する。

3 この規則の施行の際、現に旧規則により任用されている者の任期及び再任に関する事項については、なお従来の
例による。

別表 法第 4条第 1項の規定に基づき任期を定めて任用する教員の職等 (第 2条関係 )
(第 1号関係) (第 2号関係 )

回 1999(平成11)年度から2000(平成12)年度の助手の任期規程

岡山大学学内共同利用施設における助手の任期に関する規程

[平成11年 3月 25日  岡山大学規程第 3号 ]
(目 的)

第 1条 大学の教員等の任期に関する法律 (平成 9年法律第82号。以下「法」という。)第 3条第 1項の規定に基づ
き、岡山大学学内共同利用施設における助手の任期に関する規程を定める。

(学内共同利用施設の定義)

第 2条 この規程において「学内共同利用施設」とは、各学内共同教育研究施設並びに保健管理センター、RI共同
利用津島施設、環境管理センター及び埋蔵文化財調査妍究センターをいう。

(教育研究組織等)

第 3条 任期を定めて任用する助手は、別表に定めるとおりとする。
(同意 )

第 4条 任用に際しては、文書により、任用される者の同意を得なければならない。
(周知 )

第 5条 この規程を定め、又は改正したときは、岡山大学学報等により、広く周知を図るものとする。
(細目)

第 6条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、評議会の議を経て、学長が別に定める。

教 育 研 究 組 織
紺象職種 任  期 再任に関する事項

学  部  等 学科、講座、部門等

環境理工学部 環境物質工学科全講座 助 手 3年 再任可 (最大 2回 まで)

教 育 研 究 組 織
対象職種 任  期 再任に関する事項

学  部  等 学科、講座、部門等

総合情報処理
センター

研究開発室セキュリテイ

技術部門
助 手 5年 再任不可

遺伝子実験施設 遺伝子応用学部門 助 手 5年 再任不可

埋蔵文化財調査

研究センター
助 手 3年

再任可 (原則として 1回、
最大 2回 まで)
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別表 法第 4条第 1項第 2号の規定に基づき任期を定めて任用する助手 (第 3条関係)
教 育 研 究 組 織 任 期 再任に関する事項

総合情報処理センター・研究開発室セキュリテイ技術部門 5年 再任不可

遺伝子実験施設・遺伝子応用学部門 5年 再任不可

埋蔵文化財調査研究センター 3年 再任可 (原則として 1回 )

この規程は、平成11年 4月 1日 から施行し、同日以降に任用される者について適用する。

附 則
この規程は、平成11年 11月 25日 から施行し、改正後の別表中埋蔵文化財調査研究センターの項に係る部分は、同日

以降に任用される者について適用する。

a2000(平成12)年度に定めた構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理

岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

平成12年 5月 15日

埋蔵文化財調査枡究センター長

施設部長

I.請負業者が留意すべき事項
1.請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。
2.発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保工」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意す
ること。

3.工事用電力の保安責任者をおくこと。
4.非常停止装置を備えたベルトコンベアーを用いること。
5.重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること。

I.発掘現場で注意すべき事項
1.服装 。装備・用具等
1)安全で機能的な服装にする。
2)平坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。
3)ベルトコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。
4)グラインダーを使用する際は、手袋・防護眼鏡を着用する。
5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。
2.掘削
1)の り面の角度
造成土 :通常の土壌の場合は50～60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地

の造成上の場合は35度とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。

堆積土 :基本75度とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

発掘区の壁際を深さ1.5m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の

中は、60cm以上とする。

2)の り面の保護
のり面はシート等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

3)深い遺構 (深さ1.5m以上の遺構)
遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広くカットして

対応する。

なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。
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3.高所 (高さ2m以上の場所)での作業
1)作業中には安全帯を使用する。
2)架台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。
3)2段以上の架台は、分解して移動させる。
4.発掘用機械類の操作
ベル トコンベアー・ポンプ等

1)調査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。
2)ベルトコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。
3)ベルトコンベアーを重ねたつなぎ目の部分には、なるべく土が落ちないような措置をする。
4)原則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。
5)ベルトコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。
重機関係

1)重機の免許所有者以外は運転しない。
2)運転者は、周囲の安全に注意する。
3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。
5.健康管理
1)作業中に体調が悪くなった場合は直ちに申し出る。

Ⅲ.その他
1)作業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告し、
施設部の監督職員の指示を受ける。

2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の 2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施するこ
とが困難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。

01999(平成11)年度に定めた岡山大学津島地区の遺跡保護

岡山大学津島地区東北隅地域の遺跡保護について

平成11年 9月 29日  第29回埋蔵文化財調査研究センター管理委員会

1.津島地区東北隅地区の遺跡の内容と特色
(1)各時代の遺構が重複 岡山大学津島地区東北隅の馬場を中心とした地域は、工学部校舎、環境理工学部校舎、大
学院自然科学研究棟、サテライトベンチャービジネスラボラトリー棟の建設に伴う発掘調査および平成10年度に

行った試掘調査等により、縄文時代の集落関係遺構、弥生時代から古代・近世に至るまでの水田遺構等が特に良

好な状態で重複し埋没していることが判明している。

(2)農耕開始の歴史を解明 この地域のすぐ北には縄文時代の貝塚として著名な朝寝鼻貝塚があり、本学東北隅地域
の遺跡はこれと密接に関連している可能性が高い。とりわけ縄文時代後期 (約 4,000年前)か ら弥生時代早・前
期 (紀元前500～ 300年 )の遺構・遺物は、日本における農耕の起源と発展の歴史をたどるうえで重要である。

2.遺跡保護の方法
津島地区東北隅地域の遺跡は、多くの時代の遺構が重複し、各時代とも遺構の密度が濃く、発掘調査には多大の経

費と期間を要する。また仮に建設工事のために発掘調査を行った場合でも、国や県・市の指定史跡となるような重要

遺構が発見されて建設工事が不可能となるような事態も予想されないではない。したがって東北隅地域の特に重要と

思われる範囲については、今後、地下遺構の損壊に至るような施設の計画を行わないよう学内関係部局・関係委員会

等の協力が要請される。また、津島長期計画書の計画設置配置図修正版には、遺跡保護区を明示することが望まれる。

遺跡保護区においては、馬場など現存施設を現状のまま使用することはさしつかえないが、将来においては遺跡公

園として整備し、学内での研究・教育や地域の生涯学習の場として活用することが望ましい。

つ
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3.津島地区東北隅地域における遺跡保護区の範囲
津島地区東北隅地域における遺跡保護区は、別紙の図の通りとする。 (約 17.000ど )。

(津島北キャンパスの建物配置〉

(遺跡保護区の範囲と周辺の状況〉

回 1997(平成 9)年度に定めたセンターの将来構想

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの現状 と将来構想について

平成 9年 1月 29日  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会承認

1 センターの現状と問題点
(1)調査研究業務の現状と問題

a.発掘調査  本学構内遺跡の調査については、昭和63(1988)年 度から平成 7(1995)年度までの 8年間に12
件の発掘調査、16件の試掘調査を実施した。発掘調査の総面積は約10,000�で、年間の平均発掘調査面積は約1,250だ

であった。センターの前身である岡山大学埋蔵文化財調査室の時期 [昭和58(1983)年 度～昭和62(1987)年 度]を

含めると、発掘調査は総計20作、約18,200どの面積に達する。この結果、津島岡大遺跡は縄文時代の集落と弥生時代

以降の水田開発の歴史の解明に主な意義を有し、鹿田遺跡は弥生時代以降の集落の変遷とりわけ古代 。中世の遺跡構

造を知るうえで重要性をもつことが判明した。岡山平野という1つの舞台を背景にしながら、互いに異なった性格を

もつ 2つの遺跡を系統的に調査してきたことにより、岡山平野における原始・古代を中心とする歴史と文化の多様性

を明らかにする成果を得つつある。

こうした成果は、それを畿内地方や九州あるいは大陸を含む周辺地域との文化的脈絡の中に位置づけることによっ

て、いっそう幅広い視点から深い意義が見出されるはずであるが、この点については特にセンター専任助手の個別研

究の成果も期待される。

b.刊行物  センターでは 3種の印刷物を刊行してきた。『発掘調査報告書』は発掘調査の成果をまとめた学術
報告で、 8年間に 7冊を刊行した。F岡山大学構内遺跡調査研究年報』は発掘・室内作業等の経過を年度別にまとめ
たもので、 5号から12号までの 8冊を定期刊行した。F岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報』は構内遺跡の調査
成果をテーマ別にとりあげ一般向けに解説したもので、平成 7(1995)年度までに15号を刊行した。センター組織に

なってようやく印刷物の作成が正常化したが、発掘調査報告書についてはなお遅れ気味で、翌年度刊行を目標とすべ

きであろう。

c.遺物の保管・保存処理・展示  平成 7年度までの構内遺跡の発掘調査等で出土した遺物の総量は、2,203箱
(1箱約30ゼ )、 点数にして約90万点である。土器・石器が過半を占めるが、津島・鹿田とも木製品および古環境資料

の割合が高い。収蔵施設の床面積は333だ である。現在の速さで発掘が進むならば、早晩新たな収蔵施設が必要とな

ろう。木製品の策存処理施設は平成 4(1992)年度から稼動させており、恒久保存に効果を発揮している。今後、鉄
製品処理施設の導入についても検討すべきであろう。現在のセンター施設はプレハブによる仮設建物であり、調査デ

ータや出土遺物保管のためには、自然災害や人為的な危険に対して安全な恒久施設が不可欠である。調査成果の展示

公開や新しい分析機器・情報機器等の導入のためにも、スペースの確保が必要となろう。
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

(2)管理運営の現状と問題

a.管理運営  センターの運営については、学長を委員長とする管理委員会において年間の事業計画と予算を決
定し、センター長を委員長とする運営委員会において事業の具体化をはかっている。センター内においては、月1回

の定例センター会議での打ち合わせのほか、センター長・センター室長の随時の指導により、専任助手が主体となっ

て日常業務にあたっている。予算の執行 。文書処理等は事務局施設部企画課が行っている。

センターは、ほぼ年間を通じて数10人の作業員が働く発掘調査・室内整理の現業をかかえている。事故の危険も大

きいこうした日常業務を執行するセンターに専任の教授ないし助教授のポストがないことは、管理運営上きわめて問

題が多い。専任の事務組織の確立も課題であろう。

b.職員の構成と処遇  センター発足時に助手 7・ 技術補佐 2・ 補助員 4のポストが確保され、発掘と報告書作
成を軸にした業務を行うことが可能となった。しかし助手の在籍は常時 4～ 6人である。これはセンター内では昇任

の機会がなく、人材を得にくい事情による。力量のある研究者を育成するためにも、教授・助教授ポストの確保は不

可欠である。助手は現在文学部助手となっており、発令 。出張欠勤手続き・科学研究費申請等を文学部および文・

法・経事務部に依存している。

(3)そ の他の問題点

a.教育との結びつき  センターは大学にありながら、教育活動とはかかわりをもっていない。人文 。自然科学
の過去に関する膨大な資料の蓄積と研究の実績を教育に活用するならば、学生が過去の遺産に直接触れることによっ

て新鮮な学問的刺激を受ける機会となるであろうし、センター専任教官が教育に関する経験をつむ機会も与えるであ

ろう。

b.文化財とのかかわリ  センターが調査研究の対象としている資料は、学問的には広い意味で考古資料が主体
をなしているが、これらは同時に文化財保護法に規定する埋蔵文化財にあたっている。出土した資料は、報告書を作

成した後も文化財として恒久的に保存していく義務が課せられている。それだけに安定した組織が、安全な施設で保

存管理を行っていくことが重要である。

c.本学内外への公開  文化財は国民共有の財産であり、大学内はもちろん、大学外の市民にも広く公開する努
力が要請されている。センターでは、これまでに発掘調査ごとに調査成果の現地説明会を開催しており、センター施

設内と事務局会議室においてささやかながら常設展示を行い、津島・鹿田地区で計3回の特別展示会を開催してきた。

しかし所蔵資料の質と量から見れば、公開のための施設 。人員・予算ははなはだ不十分である。埋蔵文化財の公開活

用は、開かれた大学を実現していく上できわめて重要な意義をもつであろう。

(4)センターの現状の問題点と今後の方向

これまで述べてきた現状の問題点を整理すれば次のようになる。

①発掘調査の成果を、周辺地域との関連でより幅広い視点から意義づけていくことも必要である。

②発掘調査報告のできるだけ早い刊行を目指す必要がある。

③センター施設は仮設建物であり、文化財の恒久的な保存にふさわしい施設がない。

④専任の教授・助教授ポストがなく、現業をかかえる機関の管理運営体制として問題が大きい。

③管理職 。専任助手・事務がすべて別機関の所属で、機関の一体性・独立性にかける。

③内部では助手の昇任の機会がなく、人材の育成 。確保に支障がある。

②センターが貯蓄してきた資料と研究実績を教育に生かす機会がない。

③センターの調査研究資料は同時に文化財であり、調査成果や出土資料を文化財にふさわしい扱いで朱存管理し、

大学内外へ公開していく必要がある。

センターは、前身の調査室時代に比べると人員 。予算・施設のいずれの面でも改善された面をもち、それにふさわ

しい事業の推進を行ってきた。しかしこの8年間を振り返り、10周年以降における新たな事業の推進を期するとき、

上記の問題点について抜本的な解決を図ることが望ましい。センターは学則設置であるという性格上、文部省に対す

る概算要求を行う根拠をもたず、その意味では組織的・財政的な固有の基盤を欠いている。したがって職貝構成 。予

算 。施設等に関する諸問題の根本的な解決には、センターの省令設置化を基本において考えるべきである。

2.センターの将来構想
(1)今後の施設整備計画と発掘調査

a.施設整備計画  施設設定委員会によって決定されている第 1ス テージ (今後 5年間)の津島団地計画施設は
計22施設で、その建坪総計は16,520ど である (図 1)。 鹿田団地の長期計画については現在検討を継続しているとこ

ろであるが、いずれ相当数の計画施設が確定されるものと予想される。

b.遺跡の現状  昭和58(1983)年 以来の本学構内における発掘調査・試掘調査の結果等によれば、津島・鹿田



の両キャンパスとも、ほぼ全域が遺跡である可能性が高い。遺跡の密度を推定してみると、津島岡大遺跡はキャンパ

ス北東角の馬場周辺と事務局を結んだ北東一南西ラインがもっとも高密度で、文化層 (遺構・遺物を含む時代ごと

の地層)の重複も多い。このラインより南東側は普通程度、北東側は希薄な密度となる (図 2)。

鹿田遺跡の場合は、津島岡大遺跡に比較すれば文化層の重複はやや少ないが、集落遺跡であるという性格上、各文

化層の遺構・遺物の密度が極めて高い。キャンパスの90%ほ どが高密度になると予想される (図 3、 なおキャンパス

北端の希薄部分は埋没旧河道)。

ci今後の発掘調査計画  以上の施設整備計画と遺跡の現状を踏まえて今後必要となる発掘調査を試算してみる
と、津島キャンパスについては今後 5年間の発掘予定総面積が17,000だ、年平均発掘予定面積が3,400だ となる (表 1)。

これらの発掘を実施するためには、調査員が常時 5人ないし6人在籍している必要がある。この年平均発掘面積はこ

れまでの実績の約2.5倍であり、整理・報告書作成作業に必要な人員を考慮すれば、少なくとも調査員10人前後の体

制が必要となろう。

これに更に鹿田キャンパスの発掘調査が加わるとすれば、第 1ス テージの施設整備計画の実現のためには、現在の

センターの規模を2倍ないしそれ以上に拡大することが必要となろう。

しかし実際には、施設予算の規模によって、必要な発掘調査面積は左右される。少なくとも従来程度の速度で施設

整備が進むとすれば、現在のセンターの規模は維持しなければならない。

(2)センターの将来構想と岡山大学ユニバーシティ・ミュージアム

a.センターの省令設置化  センターの発掘調査を中心とした事業を今後とも円滑に推進し、先にあげた現状の
諸問題を解決していくためには、センターを省令設置による共同利用施設に改変していく必要がある。埋蔵文化財調

査研究センターという独立機関として省令化を進めることが一つの方向であろう。しかし、本学全体のより幅広い研

究・教育の実績を踏まえ、関係諸学部・諸機関との密接な連携をはかって名実ともに共同利用施設として機能しうる

機関を構想するなかで、センターの位置づけを考えていくことも重要な方向であろう。

bi文部省のユニバーンティ・ミュージアム整備事業  平成 8(1996)年 1月 、学術審議会学術資料部会は『ユ
ニバーシテイ・ミュージアムの設置について』を文部大臣に答申した。ユニバーシテイ・ミュージアムは、学術研究

の目的で収集あるいは生成した学術標本の ①収集・整理・保存、②データベース化による情報提供、③公開と展示、
④研究。教育への活用 (博物館学芸貝養成課程の充実を含む) を促進することを目的としたもので、その現実のた
めに ①独立性のある学内共同利用施設の設置、②専任研究者の配置、③収蔵・展示・研究施設の整備 をはかるこ
とが必要としている。文部省は答申にもとづいて平成 8(1996)年度からこの事業を実施し、東京大学総合研究博物

館がまず誕生し、平成 9年度以降についても順次施設を設置していく方針とされる。

c.本学におけるユニバーンティ・ミュージアムの可能性  本学平成 9年度概算要求には「岡山大学ユニバーシ
ティ・ミュージアム」の項目が掲げられた。平成 8年 12月 に全学教官を対象として実施された「学術標本に関するア

ンケート」には、文学部・教育学部・理学部・医学部・工学部 。農学部の 6学部、保健管理センター・資源生物研究

所 。埋蔵文化財調査研究センターの 3施設から関係資料保有の可能性がある回答が寄せられた。資料の内容について

はさらに詳しく検討する必要はあるが、単純集計での資料総数は330件・約138万点にのぼる。本学における学術標本

の質的な多様性と量的な豊かさを物語るものであり、本学におけるユニバーシティ・ミュージアム設置の基礎的な条

件は十分ととのっているものと思われ、またその実現の必要性が高いと考えられる。

d.岡山大学ユニバーシティ・ミュージアムの構想とセンター事業  岡山大学ユニバーシティ・ミュージアムの
全体の構想については、今後関係学部・機関等の間で協議していくべき課題であろうが、センターとしては従来から

の事業の継続と今後の充実 。発展を期して、少なくとも次のような内容が含まれることを希望したい。

①本学構内における発掘調査 。出土遺物整理・報告書刊行等の事業を継続し、現在以上の規模の発掘調査にも対応

できる体制をつくること。

②専任の教授ないし助教授の配置によって管理運営体制を確立し、助手・事務職の同一機関への帰属をはかること。

③発掘調査資料 (図面・写真等)と 出土文化財を保存 。整理・公開しうる恒久建物を新設すること。

(3)省令化実現までの経過措置

岡山大学ユニバーシティ・ミュージアム等によるセンターの省令施設への改編の実現までには一定の期間を要する

と思われるので、省令化が実現するまでの期間、次のような経過措置をとることが必要である。

①センターの省令施設への改編を実現するため、文部省への概算要求を毎年継続して行う①概算要求の内容につい

ては、ユニバーシテイ・ミュージアム等として関係諸学部・機関と連携して行う方向を基本とし、連携のための

協議の進展の度合いにあわせ、センター単独の機関として概算要求を行う場合もありうる。

②平成 9年 (1997)年 11月 以降、省令施設への改編が実現するまで、現在の学則設置による岡山大学埋蔵文化財調

査研究センターを存続させる。省令化が実現しない場合は、10年後にセンターのあり方を再度見直す。
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2H岡山大学埋蔵文化財調査研究センター業務に関わる資料

廼】岡山1大学埋蔵文化財調査研究センター業務一覧 :1983(昭和53)～2007(平成19)年度

1. 発掘調査 :発掘件数50作  発掘総面積 41,416∬  年平均調査面積 1,656.6だ

〔i‡::::‡車::: 享拿 傘:: ゥ:|:i:こ  :三を自:3: il:::|:こ 〕
試掘・確認調査 :調査件数51件 年平均 2件

〔i‡:i::‡車:三: 〔1存  :三を存象 1を4〕
立会調査 :年間20～50件

分布調査 :計 4回  ・1986年度 半田山塊/。 1987年度 本島/・ 1989年度 本島/。 1989年度 三朝地区
測量調査 :計 3回  。1989年度 半田山城/。 1997年度陸軍関連庭園 (文・法 。経)/

・2006年度 陸軍橋梁演習場 (文・法 。経)
刊行物

・発掘調査報告書 24冊

(1983～1987年度 :3冊、1988～ 1995年度 :7冊、1996～ 2007年度 :14冊 )
・構内遺跡調査研究年報18冊

(1983～1987年度 :4冊、1988～ 1995年度 :8冊、1996～ 2000年度 :6冊 )
。紀要 6冊 (2001～ 2007年度 :6冊 )
・センター報 1～39号 (1988～1995年度 :15冊、1996～ 2007年度 :24冊 )
。その他 2冊 (1996～2007年度 :2冊 )
収蔵遺物 :3,015箱

(1983～1987年度 :1,101箱、1988～ 1995年度 :1,102箱、1996～ 2007年度 :812箱 )

自然科学的分析

a.年代測定22件/b.植物珪酸体分析10件/c.花粉分析 8件/d.種子分析13件/
e.植物遺存体 7件/f.動物遺存体 8件/g。樹種同定22作 /h。 その他18件

*件数は分析試料点数を示すものではない。

遺物の保存処理 :1987(昭和62)年度～2007(平成19)年度
・外部委託……117件 (1987～1995年度 :65件、1996～ 2007年度 :52件 )

*件数は必ずしも遺物点数を示すものではない。

・センター内のPEG含浸処理… 8回 (1991～1995年度 :2回、1996～ 2007年度 :6回 )
展示 :1987(昭和62)～2007(平成19)年度
・展示会 13回 (津島地区 9回、鹿田地区 3回、岡山市デジタルミュージアム 1回 )
・常設展示 (・ センター内1988～ 2007年度/・ 岡山大学考古資料展示室2001～ 2007年度/
・文化科学系総合研究棟ホール2001～ 2007年度/・ 事務局会議室1992～ 2000年度)

科学研究費採択状況 :計22件 (1999～ 2007年度)

2.

３

　

４

　

５

6.

7.

8.

9.

10.
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Ю】調査一覧

a.発掘調査 :(1983～ 2007年度 )
調査件数 :50件 (津島地区30件、鹿田地区18件、三朝地区 2件 )

調査総面積 :41,415,8∬

i)津島地区 :津島岡大遺跡 (略号 T)  調査件数 :30件、調査総面積 :23,259.2�

調査次

番号
調 査 名 :事 業 名 調 査 期 間

面積

(∬ )
概 要

文献

番号

Tl
小橋法目黒遺跡

(津島岡大遺跡第 1次調査)
:文学部 排水槽 (NP-1)

19821028-11.24 24 弥生時代中期・古代溝 報 1

T2
津島岡大遺跡第 2次調査
:農学部 排水管 1984.1.9～ 3.5 265 弥生時代早～前期集落

Ｅ
医

T2
津島岡大遺跡第 2次調査
:農学部 合併処理槽

1983.11,14～ 11.22

1984.1 9´～ 3 5
６，
ｒ
つ
々

弥生時代早～前期水田関連遺構

(溝他)
報 2

T3
津島岡大遺跡第 3次調査
:男子学生寮

12.1～ 1987.6 18、

8.24-9.5
1,550

縄文時代後期～弥生時代早期の貯

蔵穴と河道および集落、弥生時代
の前期～近代の水田 。溝、古代の

条里関連溝

報 5

T4
津島岡大遺跡第 4次調査
:屋内運動場

1987.1,19´ ヤ1 22 70 弥生時代前期の溝、中世河道 年 4

T5
津島岡大遺跡第 5次調査
:大学院自然科学研究科棟

1988 6.27´ヤ1989,3.19 1,537

縄文時代後期・弥生時代早期の貯

蔵穴と河道 。弥生時代末～近世の

水田関連遺構

報 7

T5
津島岡大遺跡第 5次調査
:大学院自然科学研究科棟

1990.4.3～ 4.21 90 古墳時代後期の溝 報 7

T6
津島岡大遺跡第 6次調査
:工学部生物応用工学科棟

1988.9.20-1989.5,31 600
縄文時代後期の貯蔵穴と河道、古

代条里関連溝、弥生時代前期～近

世の水田・溝

報 9

T7
津島岡大遺跡第 7次調査
:工学部情報工学科棟

1988.10.12´ヤ1989 3.31 800
縄文後期集落、弥生時代前期～近

世水田
報 9

T8
津島岡大遺跡第 8次調査
(A地点)
:遺伝子実験施設

1991,7.23´ヤ1225 650
縄文時代の土坑、弥生時代～近世
の溝

報 8

T8
津島岡大遺跡第 8次調査
(B地点 )
:農・薬学部 合併処理槽

1991 7.23´ヤ12.2 140 弥生時代溝、古代～近世水田 報 8

T9
津島岡大遺跡第 9次調査
:工学部生体機能応用工学科棟

1992.7.1～ 1993.1.29 650
縄文時代後期の貯蔵穴と河道、弥
生時代～近世の水田址

報14

T10
津島岡大遺跡第10次調査
:保健管理センター

1993.2.1´ -3.31、

4.17-7.31
400
弥生時代後期～古墳時代集落、近

世耕作関連遺構
謝隧16

Tll
津島岡大遺跡第11次調査
:総合情報処理センター

9.14-1994.1 11 640 縄文後期遺構 刊隧10

T12 津島岡
大遺跡第12次調査

:附属図書館

1994.2.9～ 3.31、
4,1～ 11.30

1,472

弥生時代前期水田、弥生時代中期
～古墳時代溝、古代～近世溝 (条
里関連)

報16

T13 津島
岡大遺跡第13次調査
:福利厚生施設北棟

10 6-11.30、

1995,7 10´―ヤ104
816

縄文時代後期ピット、弥生時代水
田、弥生～古墳時代溝、近代耕作

面

報12

T14
津島岡大遺跡第14次調査
:福利厚生施設南棟

1995,10.25´ヤ1996.2 14 856
弥生時代前期水田、弥生～古墳時

代の溝
幸R13

T15
津島岡大遺跡第15次調査
:サテライトベンチャービジネ
スラボラトリー

1996.1.16´ ヤ4.25 1,600

縄文時代後期・弥生時代早期の貯

蔵穴と河道、縄文時代後期集落、

弥生時代前期水田、古墳～中世水
田・溝

幸R19
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調査次

番号
調 査 名 :事 業 名 調 査 期 間

面積

(試 )
概 要

献

号

文
香

T16
津島岡大遺跡第16次調査
:農・薬学部 動物実験棟 1996.5 7´-15 30.3

A地点 :縄文時代と古墳時代の土
坑、B地点 :中世の溝、古代の柱
穴列、弥生時代の水田

有二14

T17
津島岡大遺跡第17次調査
:環境理工学部校舎

1996.5.21´ヤ1997.1,9 1,451
縄文時代後期の集落、弥生時代の

溝・水田、古代の水田
幸及21

T18
津島岡大遺跡第18次調査
:福利施設 (南 )新営に伴うポン

プ槽

1998.4 7～ 4.10 16 古代の溝状遺構 勺三16

T19 津島岡
大遺跡第19次調査

:コ ラボレーションセンター
1998 7.27-1999.2.18 1,019

縄文後期遺構、弥生前期の河道、

古墳時代 。中世の溝、近世道路状
遺構・溝

報17

T20 津島岡
大第20次調査

:環境理工学部 ポンプ槽 1998.10.19-28 16 黒色土上面に溝、中世溝 勺二16

T21
津島岡大遺跡第21次調査
:工学部エレベータ

1998.11.6～ 24 302
縄文時代中期土坑、弥生時代早期
～前期溝、古代土坑・溝

朝R17

T22 津島岡
大遺跡第22次調査

:環境理工学部校舎 (Ⅱ 期)
1999.3 1～ 7.12 7735

縄文後期河道・集落、弥生時代河
道・水岡畦畔、古墳時代溝、古代
～近世溝 (条里関連)・ 水田畦畔

報21

T23
津島岡大遺跡第23次調査
:大学院総合研究棟

2000.2.3´～ 7 28 1,339
縄文時代後期1可道・杭列、弥生前
期河道・堰・溝、弥生中期～近世溝

つ
々
つ
々

報

T24 津島岡大遺跡第
24次調査

:大学院総合研究棟渡 り廊下
200012.5～ 14 34.2 縄文時代後期河道・杭列 串R22

T25 津島岡
大遺跡第25次調査

:農学部 散水施設 2001 1.29ハ ヤ31 20 中世～近世の溝・杭 勺三18

T26 津島岡
大遺跡第26次調査

:事務局
2001,3.26´-9.30 1,550

縄文～弥生時代の河道・貯蔵穴・

土坑・炉、近世の溝 。堰
報20

T27
津島岡大遺跡第27次調査
:創立50周年記念会館

2002 2 1～ 6.24 1,648

縄文時代後期の炉、弥生時代 。古
墳時代の溝、中世の畦畔 (条里関
連)

報18

T28
津島岡大遺跡第28次調査
:大学院自然科学系総合枡究棟

2002.4,30- 9.20、

1128-2003.1 15
1,798
弥生時代前期の畦畔、中世～古代
の畝・溝

報24

T29 津島岡
大遺跡第29次調査

:農学部 共同溝 2002.9.18^ヤ 10.3 626 弥生～古墳時代の溝・ピット 紀 2

T30
津島岡大遺跡第30次調査
:イ ンキュベーションセンター

2007.8.1～ 1217 1,035.4

古代の道路状遺構、古墳時代の溝、

縄文時代後期～弥生時代前期ピッ

ト・土坑

ii)鹿田地区 :鹿田遺跡 (略号S) 調査件数 :18件、調査総面積 :17,7676∬

調査次

番号
調 査 名 :事 業 名 調 査 期 間

面積

(だ )
概 要

文献

番号

Sl
鹿田遺跡第 1次調査
:医学部附属病院 外来診療棟

1983,7.27-11.22

1984.1,9～ 8.31
2.188 弥生時代中期後半～中世の集落 報 3

S2
鹿田遺跡第 2次調査
:医学部附属病院
NMR一 CT室

1983.8。 1～ 12.30 176 弥生時代後期～中世の集落 報 3

S3
鹿田遺跡第 3次調査
:医療短期大学部 校舎 1986.6.2～ 11.29 2,390 中世の集落、古代の河道と橋脚 報 4

S4
鹿田遺跡第 4次調査
:医療短期大学部 配管 1987.11.2～ 1121 30 古代の河道 ４Ｅ

Ｘ
↓
ギ

S5
鹿田遺跡第 5次調査
:医学部附属病院 管理棟

1987.10 6´-1988.3.2

1988.3.23- 3.31
1,192 弥生時代中期後半～中世の集落 報 6

S6
鹿田遺跡第 6次調査
:ア イソトープ総合センター

1990.11.20´―ヤ1991.6.30 690
弥生～古墳時代の集落、中世の集
落

報H
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調査次

番号
調 査 名 :事 業 名 調査期間 醸

⑪
要概

献

号

文

番

S7
鹿田遺跡第 7次調査
:医学部基礎棟

1998.2 27-8.6 829
古墳時代初頭・中世の集落、近世
の水田・溝

報23

S8
鹿田遺跡第 8次調査
:医学部附属病院 RI治療室

1998.7.28´―ヤ9.1 165 古墳時代の溝 。中世の溝
つ
じ
つ
々

報

S9
鹿岡遺跡第 9次調査
:医学部附属病院病棟

1998.1127´ヤ1999.5 11 2,088
弥生時代水田・溝、中世～近世の

集落
年16

S10
鹿田遺跡第10及調査
:医学部附属病院 共同溝

1999,5,7´ -10.14 244
古代の杭列 (河道内)、 弥生時代
のピット、近世の溝

年17

Sll
鹿田遺跡第11次調査
:医学部附属病院 病棟 1999.8.19-12.22 2,020

弥生時代の水田畦畔、古代の池状

遺構、中世～近世の集落
勺『 17

S12
鹿田遺跡第12次調査
:医学部附属病院
エネルギーセンター

2000.10.2～ 2001.5.10 1,897
弥生時代の溝・河道、古墳時代・

中世の集落、近世の土坑・溝

勺三17
・18

S13
鹿田遺跡第13次調査
:大学院総合教育研究棟

2002.4.30´ヤ10.25 ４つ
じ
６
ｙ

弥生時代の溝、古墳時代の土器溜

まり・溝、中世の集落、近世の土

坑群

紀 2

S14
鹿田遺跡第14次調査
:医学部附属病院 病棟 (Ⅱ 期) 2003.7.31-12.17

つ
υ

弥生～古墳時代の畦畔・溝、中世
の井戸・土坑・溝 ,近世のため池 。

土坑

紀 2

S15
鹿田遺跡第15次調査
:大学院総合教育研究棟 タト構 2003.10.16-10.29 30.4

古墳時代初頭の井戸・溝、中世の

溝群
紀 2

S16
鹿田遺跡第16次調査
:医学部附属病院 立体駐車場 2004.10.21々ヤ11.8 49.2

近世～近代の畦畔・溝・畝・土坑、

中世の土坑、弥生～古墳の河道
紀 4

S17
鹿田遺跡第17次調査
:医学部基礎棟

2006.7.10´ヤ11,14 つ
々
刀
生
淡
υ

弥生時代の溝、古墳時代初頭の集

落 (住居・焼土遺構ほか)、 古代
の溝、中世集落 (建物・井戸 。大

溝ほか)、 近世～近代の畦畔・溝
・畝・土坑

紀 6

S18
鹿田遺跡第18次調査
:医学部附属病院 中央診療棟 2007.10.16～ 872

弥生時代～古墳時代初頭の遺構、

中世 。近世の集落 (建物・井戸・

土坑 。溝)

ili)三朝地区 :福呂遺跡 (略号F) 調査件数 :2件、調査総面積 :389�

※事業名は、発掘調査時の名称である。

調査次

番号
調 査 名 :事 業 名 調査期間

面積

(∬ )
概 要

献

号

文

香

Fl
福呂遺跡第 1次調査
:固体地球研究センター

実験研究棟

1997.5,10´ヤ20、

7.28-31
269 縄文時代早期

・弥生時代中期 。中

世 。近世集落
報15

F2

福呂遺跡第 2次調査
:団体地球研究センター

実験研究棟スロープ

1997.11.25-12.5 120 近世 。中世・古代の集落 幸又15
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試掘・確認調査

調査件数 :51件 (津島地区40件、鹿田地区 6作、東山地区 1件、倉敷地区 2件、三朝地区 3件 )

津島地区 :津島岡大遺跡

番

号 年度 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考 文献

1 1983 農学部合併処理槽予定地 2.5 →1983年度 津島岡大第 2次調査 年 1

1983 農学部排水管中間ポンプ槽予定地 3.5 年 1

1983 農学部排水管埋設予定地 2.0
29カ 所試掘
→1983年度 津島岡大第 2次調査 年 1

1983 農学部農場畜舎新営予定地 2.0-3.0 2カ 所→1987年度 工事立会 年 1

5 1983 大学事務局新営予定地 2.0^ツ 3.0
2カ 所→2000年 度 津島岡大第26次
調査

年 1

Ｏ
υ
Ｏ
Ｏ
ｎ
ｙ 保健管理センター新営予定地 2.0^-3.0 →1999年度 津島岡大第10次調査 年 1

7 Ｏ
υ
Ｏ
Ｏ
〔
ｙ 津島宿舎新営予定地 0.9 土器片→1987年度 工事立会 年 1

8 1983 校舎新営予定地 3.0 土器片 年 1

1985 教養部講義棟予定地 3.5 遺構など未確認→1986年度 工事立会 年 3
10 1985 教育学部研究棟予定地 2.6-3.4 3 力所、縄文～弥生土器出土 年 3

1985 男子学生寮新営予定地 2,0-3.0 →1986年度 津島岡大第 3調査 年 3

12 1986 屋内運動場新営予定地
2.4、

1.2-1.7
→1986年度 津島岡大第 4次調査 年 4

13 1986 大学院自然科学研究科棟新営予定地 1.6-3.2 →1988年度 津島岡大第 5次調査 年 4

1987 外国人宿舎建設予定地 2.2-28 縄文 。弥生・近世の遺構面 年 5

15 ワ
′
０
０
〔
ｙ 総合情報処理センター新営予定地 2.0-3.0 →1993年度 津島岡大第11次調査 年 5

16 1987 理学部身体障害者用エレベータ建設予定地 30-3.5 中
世 。近世の遺物、古代 。中世の水
田→継続調査

年 5

1987 教養部身体障害者用エレベータ建設予定地 2.5
縄文時代遺構、縄文・中世・近世土

器→継続調査
年 5

18 1988 工学部校舎建設予定地 2.0-3.5 →1988年度 津島岡大第 6・ 7次調査 年 6
19 1988 農学部・薬学部実験飼育施設・遺伝子実験施設 2.3 →1991年度 津島岡大第 8及調査 年 6

20 1988 国際交流会館 2.5
中世 。近世の遺物出土→1988年度
工事立会

年 6

2ユ 1989 教育学部身体障害者用エレベータ 2.5

縄文時代後期・弥生時代早期の落込

み、縄文時代後期～中世土器片→継
続調査

年 7

22 1989 大学院自然科学研究科棟合併処理槽設置予定地 4.0
中世～明治の水田の畦畔・溝→1989

年度 工事立会 年 7

つ
じ
９

留 1989 学生合宿所予定地 2.0-3.2
弥生時代早・前期の畦畔→1989年度
工事立会

年 7

24 1989 図書館新営予定地 3.0 →1993年度 津島岡大第12次調査 年 7

1990 学生合宿所ポンプ槽予定地 2.5 弥生時代前期畦畔、中世土器片 年 8

26 1990 福利厚生施設予定地 3.9 →1994年度 津島岡大第13次調査 年 8

27 1993 農学部汎用耕地実験実習施設 ■5 中～近世耕作土 令Fll

28 1994 農学部・薬学部動物実験施設 20
GL-1,4mで黒色土、縄文土器 1点出
土→盛 り土保存

年12

29 1995 国際交流会館新営予定地 4.1・ 2.4
明治～中世の土層確認、遺構・遺物
無し→工事立会

η二13

30 1995 環境理工学部新営 2.4 →1996年度 津島岡大第17次調査 勺三13

31 1995 ボクシング部ボックス移設 3.0
標高2.5mで黒色土、弥生～古墳時代
の溝 2条、古代溝 1条

年13

32 1998 コラボレーションセンター新営 2,7´V3.4 →1998年度 津島岡大第19次調査 勺『 16
つ
υ
つ
０ 1998 環境理工学部校舎 (Ⅱ期)新営 4.5 →1998年度 津島岡大第22次調査 勾岳16
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番

号 年度 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考 文献

34 1998 工学部システムエ学科棟新営 2.8 GL―ユ.8mで黒色土、縄文後期の遺構 有三16

35 1998 遺跡朱護区整備に伴う調査 2.4-3.8
5カ 所、TP l・ 3・ 5:微高地状、
TP 2・ 4は低湿地状、TP lで弥生溝、
TP 3で弥生溝・ピット、TP 4で中世溝

4F16

36 1999 大学院総合研究科棟新営 (社会文化科学系) 2.7、 3.5 →1999年度 津島岡大第23次調査 4F17

37 1999 工学部電波暗室新営 ■2 現表土以下、基盤となる岩盤層 勺三17

38 2000 縄文～弥生時代における環境復元に伴う調査 2.6-3.2
6カ 所、縄文 。弥生時代の微高地、古

代溝を確認
勺三18

39 2000 創立50周年記念館新営 2 →2001年度 津島岡大第27次調査 勺三18

40 2002 事務局改築
９

， 黒色土の落ち検出 紀 2

市)鹿田地区 :鹿田遺跡

v)三朝地区 :福呂遺跡

�)

番

号 年度
調 査 名 称

掘削深度

(m)
備 考 文献

1 1984 医学部附属病院受水槽予定地 ■4 中世土器・包含層確認→盛土保存 年 2

2 1984 医療短期大学部校舎新営予定地 ，
ｒ
９
守
→1986年度 鹿田第 3次調査 年 2

1985 医学部附属病院外来診療棟環境整備 2.2-3.0 弥生時代～中世の遺物 年 3

4 1990 アイツトープ総合センター予定地 つ
υ
９
“
→1990年度 鹿田第 6次調査 年18

1997 医学部基礎医学棟 22 →1997年度 鹿田第 7次調査 勺三15

1998 医学部附属病院病棟新営 2.0-2.4 →1998年度 鹿田第 9次調査 4F16

�)東山地区
番

号 年度 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考 文献

1 2006 教育学部附属小学校校舎改築 3.0 4カ 所、近世～近代溝、畦畔 (中世 ?) 紀 6

番

号 年度 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考 文献

1 1990 資源生物科学研究所遺跡確認調査 2.5 中世後半以降の土器片 年 8

2 1998 資源生物科学研究所バイオ実験棟新営 ■5 近世千拓地内、遺構未確認 勺二16

番

号 年度 調 査 名 称
掘削深度
(m)

備 考 文献

1 1997 固体地球研究センター実験研究棟新営 1.66-2.1 2カ 所→1997年度 福呂第 2次調査 勺滸15
2 2004 三朝宿泊所増築工事 1.3 3カ 所、遺構 。遺物無し 紀 4

3 2004 固体地球研究センター高圧線 。電話線切替工事 1.0 1 力所、段丘礫層確認 紀 4



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

廼】調査地点

Ｎ①

∞ 発掘調査地点

目  試掘・確認調査地点

■  立会調査地点

※T番号は発掘調査次を示す。

ＮＯ

~｀――ミ章

(津島地区〉

(三朝地区〉
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年代測ど
機器棟 ヽ

資料棟 1

超高圧実験室

0                                       101

既 発掘調査地′煮

目
試掘・確認調査地′点

■ 立会調査地点

※F番号は発掘調査次を示す。



①ヽ

，‐‐‐「‐　　　　‐「　　　，　　姿
甥  発掘調査地点

目  試掘調査地点

口 ● 立会調査地点

※S番号は発掘調査次を示す。

(鹿田地区)

日 立会調査地点

目 試掘・確認調査地点

」   |   ゝ

Ｎ①

生_……_キ___望Pm

(東山地区)
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

廼】刊行物一覧 :1983(昭和58)～2007(平成19)年度

発掘調査報告書 :24冊、年報 :18冊、紀要 :6冊、センター報 :1～39号、その他 :2冊

a.埋蔵文化財調査室刊行物一覧 :1983(昭和58)年度～1987(昭和62)年 11月

i)発掘調査報告書 :2冊

ii)岡山大学構内遺跡調査研究年報 :4冊

埋蔵文化財調査研究センター刊行物一覧 :1987(昭和62)年 12月～2007(平成19)年度

発掘調査報告書 :22冊 (津島岡大遺跡18冊・鹿田遺跡 5冊・福呂遺跡 1冊 )

・
Ｏ

　

　

Ｉ

番 号 名 称 発行年月日

報 1
岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘
調査報告 第 1集 19854F5月

報 2
岡山大学津島地区遺跡群の調査Ⅱ (農学部構内BH13区他)岡山大学構内遺跡発掘調査
報告 第 2冊 19864F3月

番 号 名 称 発行年月日

年 1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 19854F2月

年 2 岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年度 1985年 3月

年 3 岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年度 1987年 3月

年 4 岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年度 1987年 10月

番 号 名 称 発行年月日

報 3 鹿 田 遺 跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊 1988年 3月

報 4 鹿 田 遺 跡 Ⅱ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊 1990年 3月

報 5 津島岡大遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊 19924F3月

報 6 鹿 田 遺 跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 6冊 1993年 3月

報 7 津島岡大遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 7冊 1994年 3月

報 8 津島岡大遺跡 5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 8冊 1995年 3月

報 9 津島岡大遺跡 6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊 1995年 12月

報10 津島岡大遺跡 7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 1996年 2月

幸浸11 鹿 田 遺 跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 1997年 3月

報12 津島岡大遺跡 8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 1997年 3月

辛長13 津島岡大遺跡 9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 1997年 12月

報14 津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 1998年 3月

報15 福 呂 遺 跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年 3月

幸R16 津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003年 3月

幸R17 津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003年 3月

報18 津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊 2003年 5月

報19 津島岡大遺跡14 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第19冊 2004年 3月

幸長20 津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005年 3月

報21 津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005年 3月

報22 津島岡大遺跡17 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第22冊 2006年 3月

報23 鹿 田 遺 跡 5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第23冊 2007年 3月

幸長24 津島岡大遺跡18 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第24冊 2008年 3月
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ii)岡山大学構内遺跡調査研究年報 :14冊

iil)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 :6冊

番 号 名 称 発行年月日

年 5 岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年度 1988年 10月

年 6 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年度 1989年 10月

年 7 岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年度 19904Fll月

年 8 岡山大学構内遺跡調査研究年報 8 1990年度 1991年 12月

年 9 岡山大学構内遺跡調査研究年報 9 1991年度 1992年 12月

年10 岡山大学構内遣跡調査研究年報10 1992年 度 1993年 12月

宥Fll 岡山人学構内遺跡調査研究年報11 1993年 度 19954F2月

有F12 岡山大学構内遺跡調査研究年報12 1994年 度 1995年 12月

勺二13 岡山大学構内遺跡調査研究年報13 1995年 度 1996年 10月

年14 岡山大学構内遺跡調査研究年報ユ4 1996年度 1997年 11月

年15 岡山大学構内遺跡調査研究年報15 1997年 度 1999年 1月

勺『 16 岡山大学構内遺跡調査研究年報16 1998年 度 2000年 1月

年17 岡山大学構内遺跡調査研究年報17 1999年 度 2000年 8月

年18 岡山大学構内遺跡調査研究年報18 2000年 度 20014F10月

番 号 名 称 発行年月日

紀 1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 2003年 3月

紀 2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2002 2004年 3月

紀 3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2003 2004年 12月

紀 4 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2004 2006年 3月

紀 5 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2005 2007年 3月

紀 6 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2006 2008年 3月



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

v)そ の他 :2冊

�)岡山大学構内遺跡調査研究センター報

番 号 名 称 発行年月日

セ 1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 1988年 10月

セ 2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 2号 1989年 8月

セ 3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 3号 1990年 2月

セ 4 岡山大学埋蔵文化財調査枡究センター報 第 4号 1990年 7月

セ 5 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 5号 1991年 3月

セ 6 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 6号 19914F8月

セ 7 岡山大学埋蔵文化簿調査研究センター報 第 7号 1992と,3月

セ 8 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 8号 1992年 8月

セ 9 岡山大学埋蔵文化財調査枡究センター報 第 9号 1993年 3月

セlo 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第10号 1993年 11月

碇ぞ11 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第11号 1994年 3月

セ 12 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第12号 1994年 10月

セ13 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 1995年 3月

セ14 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第14号 1995至F10月

セ15 岡山大学埋蔵文化財調査枡究センター報 第15号 1996年 3月

セ16 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年 10月

セ 17 岡山大学坦蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年 3月

セ18 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年 9月

セ19 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年 3月

t20 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年 10月

セ21 岡山大学埋蔵文化財調査枡究センター報 第21号 1999年 3月

セ22 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年 9月

セ23 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000年 3月

セ24 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第24号 2000年 9月

セ25 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第25号 20014F3月

セ26 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第26号 2001年 8月

セ27 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002年 3月

セ28 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 2002年 9月

セ29 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年 3月

1430 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年 8月

セ31 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第31号 2004年 2月

セ32 岡山大学埋蔵文化財調査枡究センター報 第32号 2004年 9月

Ｏ
υ
つ
０セ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第33号 2005年 3月

セ34 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第34号 2005年 10月

セ35 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第35号 20064F3月

セ36 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第36号 2006年 10月

セ37 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第37号 2007年 3月

セ38 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第38号 2007年 10月

セ39 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第39号 20084F3月

番 号 名 称 発行年月日

そ 1 今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年 11月

そ 2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価・外部評価報告書 2000年 12月



廼】収蔵遺物一覧 :2008(平成20)年 3月現在

総箱数 :3,015箱

a. 発 1屈調査   2,979.5箱

i)津島地区 :津島岡大遺跡 915.3箱

調査次 :事業名
箱 数  (1箱 :約 30を ) 備 考

(主要時期/特殊遺物) 文献合計 土器 石器 木器 種子 その他 サンアル

第 1次調査 :文法経 NP-1 5 0.5 05 4 弥生中期～古代 報 1

第 2次調査 :農学部合併処理槽
配管

175 つ
々 ■5 弥生早期～弥生前期 報 2

第 3次調査 :男子学生寮 67 49 ■5 4.5 10
縄文後期～古墳初頭、
古代～近世/石製指輪、
蛇頭状土器

報 5

第 4次調査 :屋内運動場 1 1 弥生早期～前期(試掘含) 年 4

第 5次調査 :大学院自然科学研究
科棟

０
０ 68 3 1 8

縄文後期～古墳、古代
～近世/耳栓、竪櫛 (縄
文)、 堅果類

報 7

第 6次調査 :工学部生物応用工学
科棟

49 33 1 9
縄文後期～近世/人形
木器、アンペラ、人形
土製品

報 9

第 7次調査 :工学部情報工学科棟 31.5 10 0.5 ユ 20 縄文後期～近世

第 8次調査 :農・薬学部遺伝子実
験施設

11.5 10 0.5 1 縄文後期～近世 報 8

第 9次調査 :工学部生体機能応用
工学科棟

50.5 30 2.5 3 15 縄文後期～近世 報14

第10次調査 :保健管理センター ワ
′
Ｏ
Ｏ 78 弥生前期～近世 引隧17

第11次調査 :総合情報処理セ ン
ター

5.5 0.5 縄文後期～近世 報10

第12次調査 :図書館 55 24 1 20 10 縄文後期～近世 朝隧17

第13次調査 :福利厚生施設 (北 ) 125 12 0.5
縄文後期 。

中世
古墳前期・

朝隧12

第14次調査 :福利厚生施設 (南 ) 13 12 1 弥生～古墳 報13

第15次調査 :サテライトベンチャー
ビジネスラボラトリー

68 14 10 20 24
縄文後期～中世/縄文
後期 。弥生早期遺物、
アンペラ、堅果類

報19

第16次調査 : 農
棟
薬学部動物実験

0.3 0.3 縄文後期・弥生～中世 年14

第17次調査 :環境理工学部校舎 85
つ
々
ｒ
υ 12 縄文後期～近世 報21

第18次調査 :南福利ポンプ槽 ユ 1 縄文後期～近世 勺三16

第19次調査 :コ ラボレーション
センター

31
つ
々 1 4 2 縄文後期～近世 報16

第20次調査 :環境理工学部ポンプ
槽

ユ 1 縄文後期～近世 4F16

第21次調査 :工学部エレベータ 7 5 2 縄文中期～近世 謝隧16

第22次調査 :環境理工学部校舎 ワ
ｒ
つ
つ 26 4 1

縄文後期～近世/古代
堰部材、曲物

報2ユ

第23次調査 :文化科学系総合研究
棟

90.5 20 0.5 60
縄文後期～近世/杭 (縄
文)、 石棒

幸R22

第24次調査 :総合研究棟渡り廊下 2.1 1 01 1
縄文後期～近世/杭 (縄
文)

報22

第25次調査 :農学部散水施設 0.3 0,1 02 中 。近世 年18

第26次調査 :事務局本部棟
つ
け
つ
け

ワ
ｒ 5 1 10 縄文後期～近世 幸R20

第27次調査 :創立50周年記念館 15 14 1 縄文中期～近世 報18

第28次調査 :自然科学系総合研究
棟

17 15 2 縄文後期～近世 幸R24

第29次調査 :農学部共同溝 2.1 0.1 縄文後期～近世 紀 2

第30次調査 :イ ンキュベーション
センター

ワ
イ
つ
０ 14,9 0.1 18 4 縄文後期～近代

籍 総 数 915.3 556.8 44.8 158.2 20.5 ０
じ

ワ
ｒ
淡
υ



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

市)鹿田地区 :鹿田遺跡 2,053.1箱

※事業名は調査時の名称である。

調査次 :事業名
箱 数  (1箱 :約 30ゼ ) 備 考

(主要時期/特殊遺物) 文献合計 土器 石器 木器 種子 その他 サンアル

第 1次調査 院病属
棟
附
療
部
診
隣
媒

598 Ｏ
υ
〔
ｙ
刀
仕 15.5 60 0.5 1 28

弥生中期～中 。近世/
人面線刻土器、木製短
甲、井戸枠、ガラス津等

報 3

第 2次調査 :医学部附属病院
NMR― CT室

118.9 94 0.4 20 0.5 4 弥
生後期～中世/墨書
土器、田舟、木簡等

報 3

第 3次調査 :医療短大 校舎 31.6 36 0.3 90 0.3 古代～中世/石帝、橋脚 載 4
第4次調査 :医療短大 配管 3.5

，

一 0.3 0.2 1 古代/鹿角製品 報 4

第 5次調査 :医学部附属病院
管理棟

130 87 2.5 20 ■5 19 弥生後期～中・近世 報 6

第 6次調査 :ア イツトープ総合セ
ンター

62 59 0.5 1 ■5 中世/青鋼製鋭 幸長11

第 7及調査 :医学部 基礎医学棟 81 66 10 ユ 4 弥生～近世/猿形木製品 幸長23

第 8次調査 :医学部附属病院
RI治療棟

8 8 弥生～中世 報23

第 9次調査 :医学部附属病院
病棟 I期

120,1 96 0,ユ
つ
υ 弥生～近世/木簡 3点 年17

第10次調査 :医学部附属病院
共同濫

2 古代～近世 年17

第11次調査 :医学部附属病院
病棟 I期

74 66 2 弥生～近世/木簡 1点 有『 17

第12次調査 :医学部附属病院
エネルギーセンター

ワ
ｒ
刀
仕 77 1 54 15 弥生～近世/漆塗り櫛 年18

第13次調査 :総合教育研究棟
(医学系)

254 211 5 10 28 弥生～近世 紀 2

第14次調査 :医学部附属病院
病棟Ⅱ期

66 54 9 中世～近世/木簡 紀 3

第15次調査 :総合教育研究棟関連
(医学系)

4 4 古墳初頭・中世 紀 3

第16及調査 :医学部附属病院
立体駐車場

1 1 弥生～近世 紀 4

第17次調査 :大学院総合研究棟

`医

学系Ⅲ
68 4 8 1 30 弥生～近世 紀 6

第18及調査 :医学部附属病院
中薬診薄旗

141 98 10 15 18 弥生～近世

箱 総 数 2,053.1 1522 39.6 308 4.5 14 165

�)三朝地区 :福呂遺跡 11.1箱

調査次 i事業名
箱 数 1箱 :約 30を 備 考

(主要時期/特殊遺物 ) 文献合計 土器 石器 木器 種子 その他 サンブル

第 1次調査 :固体地球研究センター
実験研究棟

9 8 1
縄文早期・弥生中期
中世

幸又15

第 2次調査 :団体地球研究センター
実験研究棟スロープ

2.1 2 0.1 中世～近世 学長15

箱 総 数 10 0.1 ユ



b.試掘・確認調査 11箱

全 4.612.115,41 90.7 1466.21 25.0 1 18.1 1299.2

調査次 :事業名
箱 数  (1箱 :約 30を ) 備 考

(主要時期/特殊遺物) 文献合計 土器 石器 木器 種子 その他 サンアル

鹿田 :医学部附属病院 駐車場 1 1 弥生～中世 年 3

津島 :男子学生寮 1 0.7 0.3 縄文後期～弥生前期 年 3

津島 :大学院自然科学研究科棟 1 1 縄文後期～弥生前期 年 4

津島土生 :外国人宿舎 1 縄文～中世 年 5

津島 :理学部 身障者用エレベータ 0.3 0.3 中 。近世 年 5

津島 :教養部 身障者用エレベータ 0.7 0。7 縄文・中世 年 5

津島 :工学部校舎 1 1 縄文～近世 年 6

津島 :農・薬学部 動物・遺伝子
実験施設

0,7 0.7 縄文～弥生、中・近世 年 6

津島 :国際交流会館 0.3 0.3 中世 年 6

津島 :大学院自然科学研究科棟合
併処理槽

0.2 0.2 中 。近世 年 7

津島 1学生合宿所 0.4 0,2 0,2 中世 年 7

津島 :教育学部 身障者用エ レ
ベータ

0.3 0.3 縄文 年 7

津島 :図書館 0,8 0.8 古墳～中世 年 7

津島 :学生合宿所ポンプ槽 0,4 0.4 縄文～中世 年 8

倉敷 :資源生物科学研究所 0。 1 0.1 近世 年 8

鹿田 :ア イソトープ総合センター 1 ユ 中世～近世 年 8

津島 :福利厚生施設 0.5 0.5 弥生 ?～中世 年 8

津島 :農学部 動物実験施設 0.ユ 0.1 縄文 ?～近世 勺三12

津島 :環境理工学部Ⅲ期 0.ユ 0.1 勺二16

津島 :工学部システムエ学科棟 0.ユ 01 年16

絹 総 数 10.5 0,3 0.2

c.立会調査 24.1箱

年 度
箱 数  (1箱 :約 30を ) 備 考

(主要時期/特殊遺物) 文献合計 土器 石器 木器 種子 その他 サンプル

1983 (R召和58)年度 2 分銅形土製品 年 1

1984 (踊目不日59) ηF】轟 1 1 年 2

1985(昭和60)年度 1 年 3

1986 (H目不日61) ηFB蓋 0.5 0.5 年 4

1987(昭和62)年度 0.5 0.5 年 5

1989(平成 1)年度 :三朝・本島 0.3 0.3 年 7

1991～ 1992(平成 3～ 4)年度 0,3 0.3
９

Ю

年

年

1993～1999(平成 5～11)年度 0.8 0.8
勺
二11
-17

2000(平成12)年度 3 3 年18

2002(平成14)年度 8.5 2.5 6 弥生早期土器、礎石 紀 2

2003 (ヨ r万比15) とF】蓋 2 紀 3

2004 (日「力比16) 
とF】琵 ユ 1 紀 4

2005(平成17)年度 0,1 1 紀 5

2006 (弓『力見18) 
とF】垂 0.1 1 紀 6

2007 (弓『 月見19) 
至F】轟 1 1

箱 総 数 24.1 16.1 6 つ
々



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

廼】自然科学的分析一覧 :2008(平成20)年 3月 まで

凡例  。各項における分析者の所属は、分析依頼当時の名称である。
・☆ :下記の科研費使用の分析を示す。

1山本悦世 平成12年度・13年度基盤研究 (C)(2)「縄文時代の景観復元と生業に関する実証的研究」
2山本悦世 平成14年度 。15年度基盤研究 (C)(2)聯邑文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」

・件数は必ずしも分析試料点数を示すものではない。

・報告 :発掘調査報告書

a.年代測定 (22件 )

遺跡名 調査次 種 類 点数 分析方法
測定値の

報告
分析機関・分析者

津島岡大 第 3次調査 貯蔵穴内堅果類 1 放射性戊素年代測定
報告19

紀要2004
棚古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 3次調査 貯蔵穴内堅果類 1 放射性炭素年代測定 国立歴史民谷悼物館

津鳥岡大 第 3次調査 土器付着炭 放射性戊素年代測定 糸己ラ驀2004 m古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 3次調査 土器付着炭 1 放射性炭素年代測定
国立歴史民俗博物館

湘己多辱2004 ∽古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 5次調査 土器付着炭 1 放射性炭素年代測定
国立歴史民俗博物館

湘己ラ辱2004 帆古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 7次調査 炉内炭化物 1 放射性炭素年代測定
幸RP子 9

湘己拶尋2004
学習院大学 木越邦彦

津島岡大 第 8次調査 土坑内戊化物 3 放射性炭素年代測定
報告 8

和己ラ髯2004
学習院大学 木越邦彦

津島岡大 第15次調査 貯蔵穴内堅果類 1 放射性炭素年代測定
報告19

和己謬尋2004
伽古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第15次調査 貯蔵穴内堅果類 2 放射性炭素年代測定 国立歴史民俗博物館

津島岡大 第15次調査 土器付着炭 2 放射性炭素年代測定
国立歴史民俗博物館

湘己房こ2004 い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第17次調査 住居内炉の炭化物 放射性炭素年代測定
報告21

湘己ラ尋2004
い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第17次調査 土坑内炭化物 2 放射性炭素年代測定
報告21

湘己ラ屠2004
い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第22次調査 土壌内炭化物 2 放射性炭素年代測定
報告21

湘己ラ尋2004
い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第23次調査 土器付着炭 2 放射性炭素年代測定
報告22

湘己ラニ2004
棚古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大
第23次調査

ラ式『1
杭 1 放射性炭素年代測定

紀要2001

ね己5尋2004

報告22
い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第23次調査 杭・木材 5 放射性炭素年代測定
報告22

沐己ラ尋2004
伽古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第27次調査 炉内炭化材/炭化物 2 放射性炭素年代測定
報告18

糸己ラニ2004
伽古環境研究所 (Be協社 )

津島岡大
第28次調査
☆2

杭 1 放射性炭素年代測定
報告24

紀要2004
い古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 試掘 (T37) 土壌内炭化物 1 放射性え素年代測定 紀要2004 棚古環境研究所 (Beta社 )

津島岡大 第 7次調査 炉内炭化材 1 熱残留磁気測定
報告 9

湘己多尋2004
島根大学 時枝克安

鹿 田 第 7次調査 土器付着炭 1 放射性炭素年代測定 報告23 棚古環境研究所 (Beta社 )

鹿 田 第 7次調査 土器付着炭化物 1 放射性炭素年代測定 報告23 蜘古環境研究所 (Beta社 )

70



遺 跡 名 調 査 次 種 類 報  告 分析機関、分析者

津 島 岡 大 第 2次調査 土  壌 報告 2 大分短期大学 佐々木章
津 島 岡 大 第 5次調査 土器胎土 報告 7 宮崎大学 藤原宏志
津 島 岡 大 第17・ 22次調査 土  壌 報告21 い古環境研究所

津 島 岡 大 第23次調査 ☆ユ 土  壌 報告22 い古環境研究所

津 島 岡 大 第27次調査 土  壌 報告18 い古環境研究所

津 島 岡 大 第28次調査 ☆2 土  壌 報告24 棚古環境研究所

津 島 岡 大 試掘 (T37)☆ユ 土  壌 紀要2006 棚古環境研究所

津 島 岡 大 立 会 土  壌 湘己ラ辱2006 宮崎大学 宇田津徹朗
津 島 岡 大 第30次調査 土  壌 宮崎大学 宇田津徹朗
鹿 田 第13次調査 ☆2 土  壌 伽古環境研究所

C.花粉分析 (3件 )

遺 跡 名 調 査 次 種 類 報  告 分析機関、分析者

津 島 岡 大 第 2次調査 土壌 報告 2 岡山理科大学 三好教夫

津 島 岡 大 第 6次調査 土壌 報告 9 岡山理科大学 三好教夫
津 島 岡 大 第 8次調査 土壌 報告 9 岡山理科大学 三好教夫

津 島 岡 大 第23次調査 ☆1 土壌 報告22 仰古環境研究所

津 島 岡 大 第27次調査 土壊 報告18 い古環境研究所

津 島 岡 大 第28及調査 ☆2 土壌 棚古環境研究所

津 島 岡 大 試掘 (T37)☆ 1 土壌 ω古環境研究所

鹿 田 第13次調査 ☆2 土壌 伽古環境研究所

d.植物種子 (13件 )

遺 跡 名 調 査 次 遺 構 分析方法 報 告 分 析 者
津島岡大 第 3次調査 貯蔵穴 顕微鏡観察 報告 5 大阪千代田短期大学 粉川昭平
津島岡大 第 5次調査 貯蔵穴 顕微鏡観察 報告 7 岡山大学 沖陽子

津島岡大 第 6次調査 貯蔵穴 顕微鏡観察
報告 9

年報13

大阪千代田短期大学 粉川昭平
岡山大学 沖陽子

津島岡大 第 9次調査 貯蔵穴 顕微鏡観察 報告14 岡山大学 沖陽子
津島岡大 第15次調査 貯蔵穴 顕微鏡観祭 報告19 岡山大学 沖陽子
津島岡大 第23次調査 貯蔵穴 顕微鏡観察 報告22 岡山大学 沖陽子
鹿   田 第 1次調査 井戸 1 顕微鏡観察 報告 3 大阪府立大学 藤下典之
鹿  田 第 1次調査 井戸 1・ 2・ 20 顕微鏡観察 報告 3 元岡山大学 笠原安夫・武田満子
鹿   田 第 3次調査 井戸 2 顕微鏡観察 報告 4 東京大学 松谷暁子
鹿   田 第 3次調査 井戸 2 顕微鏡観察 報告 4 大阪市立大学 粉川昭平
鹿  田 第 5次調査 井戸 3・土坑15 顕微鏡観察 報告 6 大阪市立大学 粉川昭平
鹿  田 第 5次調査 土坑15 顕微鏡観察 紀要2002 元九州大学 小西猛
鹿   田 第 6次調査 井戸 1・ 2・ 20 顕微鏡観察 年報14 岡山大学 沖陽子

，
ｒ



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

e.植物遺存体 (7件 )

遺跡名 調査次
採集試料

分析方法 報告 分 析 者 備 考
遺構・遺物 種類

津島岡大 第 3次調査 縄文土器 炭化植物 走査顕微鏡観察 報告 5 東京大学 松谷暁子 不明

津島岡大 第 5次調査 縄文土器 炭化植物 走査顕微鏡観察 報告 7 東京大学 松谷暁子
ユリ科
ネギ属

津島岡大 第 7次調査 炉 1 炭化物含む土壌 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 未検出
鹿   田 第 1次調査 井戸27 灰含む土壌 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 イネ籾・藁
鹿   田 第 1次調査 住居19内炉 炭化物 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 イネ科
鹿   田 第 3次調査 井戸 2 炭化物 灰像分析 年報 4 東京大学 松谷暁子 イネ籾・藁
鹿   田 第 5次調査 井戸 4 灰を含む土壌 灰像分析 年報12 東京大学 松谷暁子 イネ籾・藁

f.動物遺存体 (8件 )

遺跡名 調 査 次 遺構の種類 種 類 報 告 分析機関・分析者

津島岡大 第 9次調査 溝 骨 (ウ シ、ウマ、シカ) 報告14 余良国立文化財研究所 松井章
鹿   田 第 1次調査 井戸 骨 (ウ マ) 報告 3 岡山大学 鳥海徹
鹿   田 第 1次調査 土器棺 歯 (ヒ ト) 報告 3 岡山大学 小田嶋悟郎
鹿   田 第 1次調査 柱穴 歯・骨 (ヒ ト) 岡山大学 小田嶋悟郎
鹿   田 第 1・ 2次調査 井戸 貝 報告 3 比治山女子短期大学 稲葉明彦
鹿   田 第 3・ 4次調査 河道 骨 (ウ シ、イヌ、ニホンジカ) 報告 4 余良国立文化財研究所 松井章
鹿   田 第 5次調査 井戸 骨 (ウ シ) 報告 6 奈良国立文化財研究所 松井章
鹿   田 第 5次調査 土娠墓 歯・骨 (ヒ ト) 報告 6 岡山大学 小田嶋悟郎

g.樹種同定 (22件 )

遺跡名 調査次 分析方法 報 告 分析機関 。分析者

津島岡大 第 3次調査 顕微鏡観察 報告 5(報告 9・年報10に再録) 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第 5次調査 顕微鏡観察 報告 9(年報10に再録) 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第 6次調査 顕微鏡観察 報告 9(年報10に再録) 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第 9次調査 顕微鏡観察 報告14 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第10次調査 顕微鏡観察 報告16 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第12次調査 顕微鏡観察 報告14(報告16に再録 ) 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第15次調査 顕微鏡観察 報告19 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第17次調査 顕微鏡観察 報告21 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第19次調査 顕微鏡観察 報告17 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第22次調査 顕微鏡観察 報告21 森林総合研究所 能城修一

津島岡大 第23次調査 顕微鏡観察 報告22
森林総合研究所 能城修一
早稲田大学先史考古学研究所
佐々木由香

津島岡大 第26及調査 顕微鏡観察 報告20 森林総合研究所 能城修一
津島岡大 第27次調査 顕微鏡観察 報告18 い古環境所究所

鹿   田 第 1次調査 肉眼観察 報告 3(報告 6・年報10に再録) 岡山大学 畔柳鎮
鹿   田 第 1次調査 顕微鏡観察 年報10 森林総合研究所 能城修一
鹿   田 第 2次調査 肉眼観察 報告 6(年報10に再録) 岡山大学 畔柳鎮
鹿   田 第 2次調査 顕微鏡観察 年報10 森林総合研究所 能城4分一
鹿   田 第 3次調査 顕微鏡観察 報告 4(報告 6。年報10に再録) 森林総合研究所 能城修一
鹿   田 第 5次調査 顕微鏡観察 報告 6(年報10に再録 ) 森林総合研究所 能城修一
鹿   田 第 7次調査 顕微鏡観察 報告23 森林総合研究所 能城修一
鹿   田 第 7次調査 :曲物 顕微鏡観察 報告23 棚吉田生物研究所

鹿   田
第 7次調査
:猿形木製品

顕微鏡観察 報告23 ⑪元興寺文化財研究所

つ
々

，
ｒ



遺跡名 調査次 試料の種類 目的・方法 報告 分析機関・分析者

鹿  田 第
1・ 2次
調査

石器・石材 石材分析 報告 3 岡山理科大学 三宅寛

津島岡大
第 5～ 27次
調査

石器・石材 石材分析
報告

7ハウ23

岡山大学 鈴木茂之

鹿  田 第
2～ 8及
調査

石器・石材 石材分析 岡山大学 鈴木茂之

福  呂 第 1次調査 黒曜石 。安山岩 石器産地同定 報告15 岡山理科大学 白石純

鹿   田 第 1次調査 ガラス津 成分分析 報告 3
東京国立文化財研究所 三浦定俊
株式会社ニコン 苅谷道郎

津島岡大 第10次調査 鉄滓 成分分析 紀要2003 川鉄テクノリサーチ

津島岡大 第19次調査 鉄津 成分分析 湘己ラ尋2003 川鉄テクノリサーチ

津島岡大 第 5次調査 漆塗り竪櫛
赤色顔料成分分析

(辰砂)
年報11

働京都埋蔵文化財研究所

岡田文男

津島岡大 第 5次調査 赤色顔料塗布耳栓
赤色顔料成分分析

(水銀朱)
報告 7 徳島県立博物館 魚島純一

鹿  田 第 1次調査 土壌中の赤色顔料 成分分析 (ベンガラ) 報告 3 岡山大学 逸見千代子
鹿   田 第 7次調査 猿形木製品 赤色顔料分析 報告23 lRIl元興寺文化財研究所

鹿  田 第12次調査 漆塗り椀 漆分析 ⑪元興寺文化財研究所

鹿   田 第 7次調査 漆塗り椀 漆膜構造分析 報告23 い吉田生物研究所

津島岡大 第12次調査 棒火矢 火薬成分分析 紀要2003 岡山大学 松田彼彦
津島岡大 第12次調査 棒火矢 金属・定量分析 報告16 岡山大学 柴田次夫
津島岡大 第 5次調査 縄文土器胎土 粒度組成分析 報告 7 帝京大学 河西学
津島岡大 第19浚調査 土壌 粒度組成分析 報告17 岡山大学 鈴木茂之
津島岡大 第28次調査 土壌 (黒色土) 成分分析 ね己ヨ尋2003 岡山理科大学 白石純
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廼】遺物の保存処理 (木製品)

a.外部委託状況

年度 遺跡名 点数 遺物 保存処理機関 保存処理法

1990 津島岡大第 6次 ユ アンペラ 側元興寺文化財研究所 PEG含浸処理法

1991

1992

鹿田遺跡第 1次 34 木製短甲ほか ⑪元興寺文化財研究所
PEG含浸処理法/アルコール 。キ
シレン樹脂法

鹿田遺跡第 2次 13 斎串ほか ⑪元興寺文化財研究所
PEG含浸処理法/アルコール・キ
シレン樹脂法

鹿田遺跡第 3次 2 毬形木製品ほか 働元興寺文化財研究所 PEG含浸処理法

鹿田遺跡第 5次 11 下駄ほか ⑪元興寺文化財研究所
PEG含浸処理法/アルコール・キ
シレン樹脂法

鹿田遺跡第 6次 1 曲げ物 ①元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

津島岡大第 5次 1 漆塗り櫛 Rll元興寺文化財研究所 PEG含浸処理法
津島岡大第 6次 1 人形木製品 RI元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

1993 鹿田遺跡第 5次 1 柄付き刀子
側京都市埋蔵文化財

研究所 岡田文男 高級アルコール法

1996 津島岡大第15次 21 アンペラ い吉田生物研究所 高級アルコール法

1998 津島岡大第 9次 2 杓子・刀形木製品 帆吉田生物研究所 高級アルコール法

津島岡大第10次 1 案 伽吉田生物研究所 局級アルコール法

津島岡大第12次 農具・棒火矢ほか 硼吉田生物研究所 高級アルコール法

200ユ 鹿田遺跡第 7次 1 猿形木製品 ⑪元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

鹿田遺跡第 9次 つ
々 木簡 働元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

鹿田遺跡第 9次 1 漆塗 り椀 ⑪元興寺文化財研究所 凍結乾燥法

鹿田遺跡第11次 1 木簡 ①元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

鹿田遺跡第12次 1 漆塗り櫛 ⑪元興寺文化財研究所 凍結乾燥法

津島岡大第23次 1 猿の腰掛け 側元興寺文化財研究所 凍結乾燥法

2004 鹿田遺跡第 9次 1 漆塗 り椀 側元興寺文化財研究所 アルコール・キシレン樹脂法

鹿田遺跡第13次
つ
々 曲げ物 触吉田生物研究所 高級アルコール法

鹿田遺跡第14次
Ｏ
υ 木簡 櫛・漆椀 伽吉田生物研究所 高級アルコール法

2005 鹿田遺跡第 7次 つ
々 曲げ物・漆椀 佛吉田生物研究所 高級アルコール法

b.センター内での保存処理

期 期  間 処 理 内 容

第 1期 1992 H4)年 2月 ～1993(H5)年 11月 鹿田遺跡第 1・ 2次調査
第 2期 1994 H6)年 6月 ～1996(H8)年 8月 鹿田遺跡第 3～ 5次調査、津島岡大遺跡第 3・ 5'6次調査
第 3期 1996 H8)年 12月 ～1999(Hll)年 6月 鹿田遺跡第 3次調査、津島岡大遺跡第 3・ 6次調査
第 4期 1999 Hll)年 7月 ～2000(H12)年 12月 鹿田遺跡第 3・ 4次調査、津島岡大遺跡第 3次調査

第 5期 2001 H13)年 1月 ～2002(H14)年 3月 鹿田遺跡第 3'4次調査、津島岡大遺跡第 3。 9'10。 12・ 13次調査
第 6期 つ

々
ハ
υ
ハ
υ
つ
々 H14)年 11月 ～2004(H16)年 8月 鹿田遺跡第 7次調査、津島岡大遺跡第19・ 22次調査

第 7期 2005 E17)年 11月 ～2007(H19)年 5月 津島岡大遺跡第23・ 24次調査

第 8期 2007 H19)年 8月 ～ (継続中) 津島岡大遺跡第23次調査



Ю】展示会実施状況

展示会開催回数 :13回、見学者総数 :5,182人

(津島地区 :9回、鹿田地区 :3回、岡山市デジタルミュージアム :1回 )

回数 タイトル 開催期間 曽
ω
見

数
開催場所 備 考

縄文 。弥生の食生活 1989,11.16´ヤ11.18 282 津島地区・学生会館
記念講演会・野外考古学体

験教室・ビデオ上映

2 まつリー井戸・墓・祈リー 1990。 11,3～ 11.4 174
鹿田地区 。医学部基礎

医学棟 2F
ビデオ上映

つ
０ 津島と鹿田と4000年 1997.11.14-11.16 363 津島地区・学生会館

講演会・津島岡大遺跡現地

説明会 。遺跡見学会

4 キャンパス発掘成果展 2000.10。 16-10.31 188

津島地区・埋蔵文化財

調査研究センター

定期開催スタート

5
のぞいてみよう !

埋文センター
2001.10,20-11 2

ワ
ｒ

ｐ
じ 土器接合体験

6
使ってみよう |

看の道具
2002.10.21-11,1 252

石器つくり。使用体験/日
曜開催

7
鹿田遺跡発掘20周年

特別展示
2003.10。 18-10.24 ０，

ｒ
つ
０ 鹿田地区・病棟 lF 鹿田遺跡現地説明会・写真

パネル展示

8 遺跡の土層を切る ! 2003.10.27-11.1 109
津島地区・埋蔵文化財

調査研究センター

石器探し・土器当てクイズ

/夜間開催

9 土・技・心 2004.10,26´ヤ10.31 253
分銅形土製品つくり。文様

付け 。拓本体験

10 鹿田遺跡と鹿田庄 2005.10。 20-10.22 344 鹿田地区・病棟 lF 床面展示

行き交う人ともの 2005。10.26-10,30 114
津島地区・埋蔵文化財

調査研究センター
猿形木製品色つけ

12 兵どもが夢の跡 2006.1115-11.19 255 津島地区 。旧事務局棟 構内戦跡見学会

つ
け
自然と人間、地中に埋も

れた命の対話
2007.6.5～ 6.17 2,161

岡山市デジタルミュー

ジアム

ビデオ上映・土器接合体

験 。石器探し・くぐつまわ

し探し。床面展示・模型展

示・展示解説 。講演会 (2
日 :「鹿田、古代 。中世の

にぎわい」「津島、自然の

なかの縄文人」)
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Ю】教育百での章,|八4球潟■
'.98■

|1印o?)|‐■200ア .(平成1.9)1年度|

年度 岡山大学博物館学実習日 中学生職場体験 小・申学生の総合学習

1988 7.18-9.2

1990 7.16-9.10

1992 8.21´ヤ8.28

1993 8.27´V

1994 8.30～ 9.7

1995 8.21-8.31

1996 8.22-8.30

1997 8.21-8.29 岡山市立津島小学校

1998 8.20～ 8.28

1999 8.2～ 8.10 岡山市立鹿田小学校・横井小学校

2000 8.1～ 8。 9

2001 8.1～ 8。 9

2002 8,1～ 8.13 御津町小学校、

岡山市立京山中学校

2003 8,1～ 8.8
11.19～21  岡山市立高松中学校

岡山市立竜操中学校
岡山市立京山中学校

2004 8.3～ 8.10
11.11～19 岡山市立高松中学校・

岡山市立竜操中学校
岡山市立津島小学校

2005 8.3～ 8。 9
11.24・ 25 岡山市立高松中学校、
1.31～ 2.2 岡山市立竜操中学校

2006 8 1～ 8.8
11.14～ 16 岡山市立竜操中学校、
11.20～22 岡山市立高松中学校

2007 8.2～ 9、  8.16、  10。 1 ・ 16 11.20    岡山市立高松中学校



癒】科学研究費採択状況 :1999(平成1竜 )～2007(平成19)年度

1999年度

(Hll)

小林 青樹 特定領域研究 (A2)「縄文・弥生移行期における呪的遺物の集成的研究」
豊島 直博 奨励研究 (A)「古墳時代における軍事組織形成過程の研究」
野崎 貴博 奨励研究 (A)「古墳時代の土製棺の集成的研究」

20004FB垂

(H12)

山本 悦世 基盤研究 (C)「縄文時代の景観と生業に関する実証的研究」
野崎 貴博 奨励研究 (A)「古墳時代の土製棺の集成的研究」

2001年度

(H13)

山本 悦世 基盤研究 (C)「縄文時代の景観と生業に関する実証的研究」
高田 浩司 奨励研究 (A)「弥生時代銅鏃と古墳時代銅鏃との比較研究」

野崎 貴博 奨励研究 (A)「古墳時代の構制度の考古学的研究」
岩崎 志保 基盤研究 (C)「縄文時代の景観と生業に関する実証的研究」 (研究分担者)
横 田 美香 基盤研究 (C)「縄文時代の景観と生業に関する実証的研究」(所究分担者)

20024F】電

(H14)

山本 悦世 基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」
高 田 浩司 若手研究 (B)「弥生時代銅鏃と古墳時代銅鏃との比較研究」

野崎 貴博 若手研究 (B)「古墳時代の構制度の考古学的研究」

岩崎 志保 基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」
(研究分担者)

横田 美香 基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」
(研究分担者)

2003年 度

(H15)

山本 悦世 基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」
岩崎 志保 着手研究 (B)「東周時代墓葬の比較考古学的研究」

岩崎 志保 基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」
(研究分担者)

横 田 美香
基盤研究 (C)「縄文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本化」

(研究分担者)

2004年 度

(H16)

岩崎 志保 若手研究 (B)「東周時代墓葬の比較考古学的枡究」
光本  順 若手研究 (B)「弥生時代から古墳時代における刀剣副葬に関する集成的研究」

2005年 度

(H17)

山本 悦世
基盤研究 (C)「弥生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する

実証的研究」

高田 貫太 若手研究 (B)「 5、 6世紀日朝交渉の考古学的研究」
光本  順 若手研究 (B)「弥生時代から古墳時代における刀剣副葬に関する集成的研究」

岩崎 志保 基盤研究 (C)「弥
生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する

実証的研究」 (研究分担者)

2006と FB認

(H18)

山本 悦世
基盤研究 (C)「弥生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する
実証的研究」

光本  順 若手研究 (B)「弥生時代から古墳時代における刀剣副葬に関する集成的研究」
中小寸 大介 若手研究 (B)「弥生時代開始期における日韓の玉類の比較研究」

岩崎 志保 基盤研究 (C)「弥
生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する

実証的研究」 (研究分担者)

20074F姫圭

(H19)

山本 悦世
基盤研究 (C)「弥生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する
実証的斬究」

岩崎 志保
基盤研究 (C)「弥生時代～中世の景観復元と社会における生業の位置づけに関する

実証的研究」 (研究分担者)

ワ
′
ワ
イ



岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

廼】調査とスタッフの推移

年 度 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 199ユ 1992 1993 1994

発 掘 件 数
つ
０ ユ 0 3 3 ９

々 2 2 2 3
つ
々

調 査 面 積 2.905 2,188 0 3,940 2,922 2,937 600 780 1,480 1,050 2,512 1,472

試 掘 件 数 8 2 4 2 3 4 4 0 0 1 1

調 査 員 数 2 7 Ｏ
υ 3

つ
υ 9 7 4 4 5 5 6

セ ン ター 長 一 I近藤 近藤 高重 高重 稲田 稲 田 稲 田 稲 田

室 長 近藤 近藤 近藤→稲田 稲 田 稲田 I山本 山本 新納 新納 新納 新納 新納 新納

助 手 l ユ 2 2 ９
″ 7 6 4 4 5 5 6

技 術 補 佐 1 6 1 1 2 1 0 0 0 0 0

室 内 補 佐 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

室 内 補 助 0 *5 *6 *7 (5) (5) 0 4 Ｏ
υ

Ｏ
υ

つ
０

*:学生バイト ):短期非常勤

年 度 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

発 掘 件 数
つ
υ 3 3 8 5 5 3 4 ９

守 ユ 0 1 2

調 査 面 積 2,332 3,081 1,218 4,936 6,464 4,840 5,095 4,442 1,361 49 0
つ
々
刀
■
盗
υ 1,950

試 掘 件 数 3 0 2 6 2 ９

″ 0 1 0 0 0 1 0

調 査 員 数 4 6 5 6 ワ
イ 7 7 7 7 6 6 5 5

セ ン ター長 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田 阿部 阿部 梶原 梶原

副センター長 稲 田 稲 田 稲 田 稲 田

室 長 新納 新納 新納 新納 新納 山本 山本 山本 山本 山本 山本 山本 山本

助  教  授 0 0 0 0 ユ 1 1 1 1 ユ 1 1

准  教  授 1

助 手 4 6 5 6 6 6 6 6 6 5 5 4

助 教 4

室 内 補 佐 ユ 2 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 3

室 内 補 助
つ
υ 3 4 3 3 3 3 3 3

つ
υ

０
じ 3

※阿部 :阿部健、稲田 :稲田孝司、梶原 :梶原憲次、近藤 :近藤義郎、高重 :高重進、新納 :新納泉、山本 :山本悦世
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口 埋蔵文化財調査研究センター運営委員・調査研究専門委員
e教職員一覧:1987(昭和62)～2007(平成19)年度

年  度 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

運 営 委 員

小日嶋梧郎

近藤 義郎
定兼 範明
中山  沃
本田 和男
上村 保人
山本 悦世

小田嶋梧郎

近藤 義郎
定兼 範明
中山  沃
本田 和男
上村 保人
山本 悦世

小田嶋梧郎

近藤 義郎
定兼 範明
渋谷 政利
高重  進
中山  沃
新納  泉
本田 和男

小日嶋梧郎

近藤 義郎
定兼 範明
渋谷 政利
高重  進
中山  沃
新納  泉
本田 和男

稲田 孝司
狩野  久
定兼 範明
渋谷 政利
高重  進
千葉 喬三
新納  泉
本田 和男

千葉 喬三
新納  泉
本田 和男

司

久

賞

明

進

孝

　

　

範

脚
獨
線
錬
謹

稲田 孝司
狩野  久
北原  賞
定兼 範明
高重  進
千葉 喬三
新納  泉
村上 宅郎

調 査 研 究
専 門 委 員

小田嶋梧郎

千葉 喬三
小田嶋梧郎

千葉 喬三
小田嶋梧郎

千葉 喬三
小日嶋梧郎

千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三

教職員
(教員 。技術
補佐員)

石坂 俊郎
松岡かおり

山本 悦世

石坂

入倉

絹川

土井

藤原

山本

若林

郎

裕

徳

司

鶴

世

卓

俊

徳

一
基

千

悦

郎

徳

司

鶴

世

卓

俊

一
基

千

悦

石坂

絹川

土井

藤原

山本

若林

絹川

土井

松木

山本

若林

徳

司

彦

世

卓

一
基

武

悦

阿部 芳郎
土井 基司
富樫 孝志
松木 武彦
山本 悦世

[可音L 芳郎
土井 基司
富樫 孝志
松本 武彦
山本 悦世

阿部

上井

富樫

松木

山本

郎

司

志

彦

世

芳

基

孝

武

悦

安井宣也・高橋進一 宣也安井 内田  恵 恵 恵

年  度 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

運 営 委 員

井内

稲田

狩野

高重

建部

千葉

新納

村上

雄

司

久

進

弘

三

泉

郎

敏

孝

　

　

和

喬

　

宅

井内

稲田

狩野

高重

建部

千葉

新納

村上

雄

司

久

進

弘

三

泉

郎

敏

孝

　

　

和

喬

　

宅

鰈

靭

久

な

継

誨

泉

郷

内

田

野

田

部

葉

納

上

井

稲

狩

柴

建

千

新

村

井内

稲田

狩野

柴田

建部

千葉

新納

村上

麟
『
久
妓
租
証
泉
郷

稲田

遠藤

狩野

柴田

建部

千葉

新納

ホf■

司

男

久

夫

弘

三

泉

郎

孝

久

　

次

和

喬

　

宅

稲田

遠藤
倉地

柴田

千葉

名合

新納

村上

翔
期
殖
な
詐
舵
泉
割

稲田 孝司
遠藤久男→森内壽一

柴田 次夫
千葉 喬三
名合 宏之
新納  泉
久野 修義
村上 宅郎
山本 悦世

究
員
研
委
査
門
調
専 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三 千葉 喬三

教職員

(教員・技術
補佐員)

)子貞る

志保

孝志

武彦

鳴巳

悦世

部

崎
樫

木

石
本

阿
岩

富

松

光

山

崎

石

本

田

岩

光

山

横

志保

鳴巳

悦世

美香

崎

林

崎

石

本

田

岩

小

野

光

山

横

志保

青樹

貴博

鳴巳

悦世

美香

岩暗志保 (育休

小林 青樹
野崎 貴博
山本 悦世
横田 美香

保

樹

博

博

世

香

志

青

直

貴

悦
美

岩崎

小林

豊島

野崎

山本

横田

志保

敏

青樹

直博

貴博

悦世

美香

崎

田
林

島

崎

本

田

岩

喜

小
豊

野

山
横 横 田 美香

岩崎志保 (育休 )

忽那 敬三
高田 浩司
野崎 貴博
光本  順
山本 悦世

吉 田 桜子 吉田 桜子
招原 千恵
吉田 桜子 杉 山 千恵 関  幸代 幸代

優

関

福井

幸代

優

関

福井

年  度 （
Ｖ
Ａ
Ｖ
う
語 2002 2003 2004 2005 2006 2007

運 営 委 員

司

夫

三
之
泉

義

郎

一
世

孝

次
喬

宏

　

修

宅

壽

悦

稲田

柴田

千葉

名合

新納

久野

村上

森内

山本

初
な
証
舵
泉
隣
郷
詐
剛

稲田

柴田

千葉

名合

新納

久野

村上

森内

山本

司

子

次

夫

之

泉

義

郎

世

孝

陽

健

次
宏

　

修

宅

悦

稲田

▼中

齋藤

柴田

名合

新納

久野

村上

山本

健

司

二

子

次

夫

泉

義

世

孝

愛

陽

健

次

　

修

悦

部

田

塚

　

藤

田
納

野

本

阿

稲

大

沖

齋

柴

新

久

山

健
翔
猷
躯
隣
躾
泉
燒
皿

阿部

稲田

入江

大塚

イ中

柴田

新納

久野

山本

司

広

二

子

次

夫
泉

義

世

孝

良

愛

陽

憲

次

　

修

悦

田

江

塚

　

原

田
納

野

本

稲

入

大

沖

梶

柴

新

久

山

司

広

二

子

次

夫

泉

義

世

孝

良

愛

陽

憲

次

　

修

悦

田

江

塚

　

原

田
納

野

本

稲

入

大

沖

梶

柴

新

久

山

究
員
研
委
査
門
調
専 千葉 喬三

紀
子

三

勝
陽

喬

亭
　

葉

↑
沖

千

令岸 lBA紀

沖  陽子
鈴木 茂之

今津 勝紀
沖  陽子
鈴木 茂之

紀

子

之

勝

陽

茂

津

　

木

今

沖

鈴

今津 勝紀
沖  陽子
鈴木 茂之

紀

子

之

勝

陽

茂

津

　

木

今

沖

鈴

教職員

(教員・技術
補佐員)

保
三

司

博

順

世

香

志
敬

浩

貴

　

悦

美

哨
那

田

崎

本

本

田

看
忽

高

野

光

山

横

崎

那

田

崎

本

本

田

岩

忽

高

野

光

山

横

志保

敬三

浩司

貴博

川頂

悦世

美香

岩崎

忽那

高田

野崎

光本

山本

横田

保

三
司
博

順

世
香

志

敬

浩
貴

　

悦
美

岩崎 志保
高田 貫太
野崎 貴博
光本  順
山本 悦世
横田 美香

保

太

介

博

順

世

志

貫

大

貴

　

悦

岩崎

高田

中本寸

野崎

光本

山本

崎

村

崎

本

本

岩

中

野

光

山

志保

大介

貴博

ナ順

悦世

池田  晋
岩崎 志保
野崎 貴博
光本  順
山本 悦世

伴  祐子 伴  祐子 伴  祐子 景 山 明香 景山 明香 景 山 明香
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田
―山大学埋蔵文化財調査研究センター20年に関する資料編

あとがき

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターでは、2007年11月 26日 で設立20年を迎えました。本年度は、その記念事業の

一つとして、 6月 に展示会 。講演会を岡山市デジタルミュージアムで開催しました。これは、学外の会場を利用する

初めての試みであり、工夫をこらした展示は多くの方がたに喜んでいただきました。

展示会では、「自然と人間、地中に埋もれた命の対話」というテーマで、地中深くにのこされた遺構や遺物から、

人間が歩んできた自然との関わりを軸にした歴史を語らせることを目指しました。本冊子は、その際に作成したパネ

ルを集成的に掲載したものです。

本冊子の内容は縄文時代から近代あるいは現代の岡山大学に至るまでの長い歴史の中で、自然のめぐみに抱かれて

生きた縄文時代から自然への挑戦を始める弥生時代、大規模な土地開発のなかで自然から乖離していく古代から中世、

そして、命のやりとりを余儀なくされる戦いの世界といったまとまりで構成されています。

資料編では、長年にわたる本センターの活動をまとめることができました。ふり返ってみると、その内容は多岐に

わたっており多くの実績をあげてきたことがわかります。着実に進めてきた発掘調査や報告書類の刊行は言うまでも

なく、その他にも、展示会を中心に据えた公開活動では、多くのリピーターの方々から、「毎年楽しみな展示会」と

の声も聞こえてくるようになりました。学内の陸軍関連遺構の測量などは、貴重な資料の記録となっています。また、

学内に遺跡朱存区を設けられたことも大きな成果でしょう。

埋蔵文化財調査研究センターの20周年にあたり、これまでのこうした実績をふまえつつ、よリー層の成果をあげる

よう、新たな一歩を踏み出して参りたいと思います。

これまで活動を支えていただいた学内外の多くの皆様に改めてお礼申し上げるとともに、今後のご支援をお願い申

し上げます。
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